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【電子用ＳＳ】錬金術師は修理する










１話　宮廷錬金術師は解雇される




「イサギ、本日付けで宮廷錬金術師は解任だ」

「はい？」

　突然の宣告に俺は間抜けな声を漏らしてしまう。

　ここはレムルス帝国にあるレムルス城。

　宮廷錬金術師である俺はいつものように工房で仕事をしていたところ、上司であるガリウスに執務室へ呼び出された。

　そして、第一声がこれである。思わず呆ほうけた声を出してしまうのも仕方がないだろう。

「聞こえなかったのか？　貴様は我が国の宮廷錬金術師に相応ふさわしくない。クビだと言っている」

　平民である俺が気に食わないということは知っており、数々の嫌がらせや皮肉のようなものを受けていたが、ここまで無茶苦茶なことを言うとは思わなかった。

「恐れながら、私の何がいけなかったのでしょうか？」

「そこまで言わないとわからないのか？」

「はい。理由がなければ到底納得できません」

　毅き然ぜんとした態度で言うと、ガリウスは心底面倒くさそうにため息を吐ついた。

「貴様が宮廷錬金術師としての責務を果たしていないからだ」

「そんなことはありません。私は宮廷錬金術として帝国に貢献すべく尽力しています」

「それは仕事をサボって行っている土いじりのことか？　あんなものは責務のうちに入らない」

「土いじりではありません！　私は錬金術で作物に品種改良を加えることで、荒れ果てた土地でも育つ作物を作っているのです」

「作物の世話など農民にやらせておけばいい」

「それだけでは限界なのです！」

「食料が足りず、これ以上生産できなければ侵略すればいい。他国の豊かな作物を奪い、その地にいる人間を従属させて生産させる。その方が効率的だ」

　ガリウスの主張を聞いて、なんて野蛮なんだという言葉が出そうになったが何とか堪こらえた。

　レムルス帝国は国内の発展よりも、軍事に多額の費用と人材をつぎ込んでいる。

　侵略し、略奪を繰り返すことで周囲の国々を吸収し、大国となった国だ。

　そんな帝王の方針を野蛮などと言ってしまっては不敬罪となってしまう。

　だが、そんな無責任の方針が民たちを苦しめている。

　何の政策も打ち出さずに、貧困に喘あえいでいる民たちの生活がわからないのか。

「そのため宮廷錬金術師に求められるのは、軍事用魔道具の生産とアイテムを作ることだ。それなのに貴様はそれらの仕事を疎おろそかにし、あろうことか城内に畑を作ったりと好き勝手をしている始末。そんな宮廷錬金術師が解任されるのは当然だろう？」

　俺は帝国のそんな方針が嫌いだった。錬金術は人を殺あやめるためにあるわけじゃない。

　人を幸せにするために使ってもいいじゃないか。

「疎かにはしていません。しっかりとノルマをこなした上で、自分の適性に合った方向で貢献しているつもりです」

　人を殺すための魔道具やアイテムの生産が求められていることはわかっている。

　それを作るのが嫌だという気持ちはあるが、だからといって仕事を投げ出すほどに子供ではない。

　仕事として必要とされている魔道具やアイテム作りはしっかりと行っている。

　その上で自分にしかできない方面での貢献をしているだけだ。

「それが不要なのだ。錬金術師は黙って魔道具を作っていればいい」

　ガリウスという男の考えが、その一言に集約されているように感じた。

　この男は俺が平民であるだけじゃなく、根本的に錬金術師を見下している。

　錬金術師は魔道具を作るだけの道具じゃない。

「私の行っている作業は、第一皇子であるウェイス様も認めてくださっているはずですが？」

「……何年前の話を持ち出すつもりだ。ウェイス様はそんなことはとっくに忘れておられる」

　ウェイス様が俺の行っている仕事に興味を示し、有用性を認めてくださったのは三年前。

　それ以降、彼が俺の元にやってくることはなかった。

　忘れられていると言われてしまえば、その通りとしか言えなかった。

「宮廷錬金術師を統括しているのは私だ。私の命令に従え」

　切り札を使ってみたが、ガリウスは解任を覆すつもりはないようだった。

　ここまで俺なりに努力し、貢献してきたつもりだが、帝国にとって俺は不要のようだ。

　軍事用魔道具を大量に生産してほしい帝国からすれば、最低限の量しか作らない俺よりも嬉き々きとして大量に生産する奴やつの方が扱いやすいのだろう。

　俺からすればそんな方針は糞くそくらえだが、帝国がそちらを望ましく思っているのはガリウスと話し合っていてよくわかった。

　ここまで方向性が違えば、一緒に仕事をしていても不幸にしかならない。

「……わかりました。辞令を受け入れます」

「宮廷錬金術師でもない平民が城内に滞在することは許されない。荷物をまとめて速やかに城を出るように」

　軽く会釈だけすると、俺は踵きびすを返して執務室を出ることにした。

　形式的な挨拶が一切ないことにガリウスは眉をひそめていたが、お世話になった覚えは一切なかったので当然だ。

　最後にほんの微かすかな反骨精神を見せると、俺は執務室を退室した。










２話　錬金術師はお供を連れていく




「イサギ様、おはようございます。本日の作業はどうなさいますか？」

　執務室を出て、城内の奥にある小さな工房に入ると、一人の女性が出迎えてくれた。

　艶やかな長い黒髪に透き通った青い瞳。

　頭には髪色と同じ色をした猫耳がついており、スカートのお尻部分からはしなやかな尻尾が出ている。

　彼女はメルシアという獣人だ。

　錬金術師ではなく城内で働くメイドだが、個人的に俺の作業を手伝ってくれている。

　忙しいはずなのに仕事の合間を縫ってやってきてくれるのは感謝の気持ちしかない。

　いつも通りであれば、軽く挨拶して今日手伝ってほしい作業を伝え、一緒にとりかかることになるのだが解雇されてしまったのでそうはいかない。

「……イサギ様？　どうなさいましたか？」

　口ごもった俺の様子を見て、メルシアが心配そうに覗のぞき込んでくる。

「メルシア、今日で俺たちの作業は終わりだ」

「ッ!?　それはどうしてですか？　何か私に至らないところがありましたか？　そうであれば、すぐに改善いたしますので遠慮なくおっしゃってください！」

　率直に告げると、メルシアが動揺した様子で詰め寄ってくる。

　いつも落ち着いた彼女が動揺している姿は新鮮でからかいたい気持ちもあるが、どうも勘違いしている様子なので茶化すのはやめておく。

「ごめん。言い方が悪かったよ。そういうわけじゃないんだ。メルシアが悪いとかじゃなくて俺の方に問題があってね」

　誤解を解くと、メルシアがホッとした表情になる。

　しかし、またすぐに不安そうな顔になった。

「そ、そうでしたか。イサギ様の方に問題とは一体？」

　ただのメイドであれば詳しく説明する必要はないが、メルシアには仕事を手伝ってもらっただけじゃなく、日常生活のサポートもしてもらっていた。

　とても世話になった彼女に詳細を話さないのは失礼だろう。

　こちらの瞳を真っすぐに見つめながら尋ねてくるメルシアに、俺は先ほどの件を説明することにした。

「――そういうわけで、俺は宮廷錬金術師を辞めさせられたんだ」

「何ですかそれは！　イサギ様は帝国のためを思って活動されていたというのに！　上層部は状況をまったくわかっていません！　無作為に侵略を繰り返し、ロクに管理もしないせいで国内は痩せた土地ばかり！　年々食料の生産は落ち込みを見せて、生活に困っている民も多いんですよ!?」

　経緯を話すと、大人しく聞いていたメルシアの怒りが一気に爆発した。

　普段、声を荒らげることなどまったくない彼女が、強い怒りを見せたことに驚いている。

　それと同時に身近に怒ってくれる人がいるのが嬉うれしかった。

「そうだね。だから、痩せた土地でもたくさん作物が実るように錬金術で品種改良を行っていた。国民が生活に困らないように頑張っていたつもりなんだけど、上層部にとって俺はいらなかったみたいだ」

「納得いきません。よりによってイサギ様を解雇するだなんて……」

「まあ、上層部にとって使いづらかっただろうし、仕方がない部分もあると思うよ」

　今までの行動を振り返ると、お世辞にも使いやすい部下だとは言えないと思う。

　ノルマ以外の部分はかなり自由にやっていたし、もっと使いやすい部下をガリウスがほしがるのも無理はない。

「今からでも遅くはありません。直談判いたしましょう」

　メルシアが決意のこもった顔で動き出そうとするが、俺はそれを引き留める。

「気持ちは嬉しいけど、もういいんだ」

「イサギ様は悔しくないのですか？」

「悔しい気持ちはあるよ。だけど、それ以上にもういいかなって気持ちが湧いてきちゃってね……」

　先ほどの一件には俺も腹を立てていたが、さらに強い怒りを見せる人がいると、なんだか妙に冷静になるものだ。

　今までどんな皮肉や嫌がらせを受けてきても堪えてきた。

　それは自分のやっていることは必ず帝国の役に立つと思っていたからだ。

　だけど、面と向かってお払い箱宣言されると、自分の行いや努力に疑問を抱かざるを得ない。

　必要とされていないところで無理に頑張ったところで無意味なんだ。

　そんな俺の達観した姿を見て、メルシアは残念そうな顔になった。

　品種改良にはメルシアも手伝ってくれていたんだ。それが成果を見せず、中止することになって彼女も悔しいのだろう。

「イサギ様はこれからどうなさるのですか？」

「まだ何も考えていないよ。俺には家族もいないし、帰るべき場所もないから」

　俺は帝都にある孤児院で育った。

　自分を生んでくれた両親の名前や顔も知らないし、生まれ育った故郷といえる場所もない。

　孤児院に戻れば歓迎してはくれるだろうが、そこで働いて生活できるかは別問題だ。

「今日の今日まで解雇されるなんて思っていなかったから、何も考えていなかったよ。本当にどうしようかな……」

「……で、でしたら、私の故郷に来ませんか？」

　ぼんやりと天井を見上げながら呟つぶやくと、メルシアがそう言った。

「え？」

「こ、これは別に深い意味とかではなく、あくまで生活拠点を移す意味合いでの提案です！」

　深い意味というのが、どのようなものかわからないがメルシアが純粋な厚意で誘ってくれていることはわかる。

「なるほど。メルシアの故郷って確か獣王国だったよね？」

「はい。とは言いましても、首都からかなり離れた辺境にある小さな村ですが」

　獣王国というのは、人口の八割が獣人族で占められている獣人の国だ。

　大昔より存在している大国であり、国土の広さはレムルス帝国以上である。

「誘ってくれるのは嬉しいけど、俺なんかが役に立つのかな？」

「立ちます！　イサギ様ほどの錬金術師がいてくだされば、皆とても喜ぶに違いありません！　それに私の村の土地は帝国と同じ悩みを抱えていますから……」

「そういえば、メルシアが初めに俺の研究の手伝いを申し出てくれた時に言っていたね」

「はい。豊かな自然の恵みのお陰で何とか生活はできていますが、食料事情は年々悪化しているようで」

　メルシアが研究を手伝ってくれていたのは、俺の作り上げた作物を村に送るためだ。

　そして、痩せた土地でも育つ作物は昨日完成した。

　膨大なデータも集まり、土壌に合わせた調整も時間をかければできると確信できるほど。

　本当はそのことをガリウスやウェイス様にお伝えしようと思ったが、必要としていないものを渡しても無意味だろう。俺はとっくにいらないと言われたのだから。

「だったら、メルシアの故郷に行くよ。そこで俺たちが作り上げた作物を育てて、食生活を豊かにする。確実とは言えないけど、メルシアの故郷でなら帝国でできなかったことができる気がするんだ」

　品種改良したものをメルシアの故郷にも送る約束はしていたが、やっぱりその土地のことは直接赴おもむかないとわからないこともある。元から一度は行くつもりだったので問題ない。

　覚悟を告げると、メルシアが目を輝かせる。

「ありがとうございます、イサギ様！　しかし、本当によろしいのですか？　イサギ様の実力と品種改良した作物があれば、どこの国でもご活躍できるかと思いますが……」

「自分で誘っておきながら言う？」

　なおも俺のことを心配するメルシアを見て、思わずクスリと笑ってしまった。

「す、すみません。勢いで言ってしまいましたが、冷静にイサギ様のことを考えると無理にお誘いはできないと気付きまして」

「確かにそうかもしれないけど、また色々なしがらみに囚とらわれるのは面倒だし、今度は自由にやってみたいんだ。それにメルシアには研究面だけじゃなく日常生活も支えてもらっていたから報いてくれたお礼も兼ねて力になりたい。それじゃダメかな？」

「ダメじゃありません。本当に嬉しいです」

　理由を告げると、メルシアは涙目になりながら頷うなずいた。

　改めて振り返ると、随分と大胆なセリフを言ってしまった気がする。

　なんだか気恥ずかしくなってしまったので、空気を変えるように俺は言う。

「それじゃあ、荷物をまとめて獣王国に向かうとするかな」

「はい！　では、私も退職届を提出して荷物をまとめますので少々お待ちください」

「うん。それじゃあ、またあとで」

「はい」

「――って、ちょっと待って！」

　サラッとした会話だったので流しそうになったが、とんでもない方向に進もうとしている気がする。

「どうしましたか？」

「メルシアは仕事を辞めて付いてくるつもりなのか!?」

「当然です。故郷に戻ってイサギ様のお手伝いをしないといけませんから」

　重大なことにもかかわらず、メルシアの態度はとてもあっさりとしたものだった。

　てっきり俺だけが村に向かって生活するつもりだったが故に、メルシアの返答にはとても驚いた。

　帝国内では獣人の地位は人間に比べると低い。

　それでも帝城で働くメイドになれたのはメルシアが優秀だったからだ。

「城仕えのメイドというのは、エリート職で給金もかなりいいじゃないか!?　本当に辞めていいのかい？」

「イサギ様、先ほどの私と同じ心配をされていますよ？」

「あっ」

　思わず心配すると、今度はメルシアがクスリと笑った。

　さっき俺を心配していたメルシアも、まさしく今の俺と同じ気持ちだったのだろう。

　だとしたら、俺がかけるべきものは過度な心配などではない。

「わかった。それじゃあ、メルシアも一緒に行こう！」

「はい！」

　覚悟を決めながら言うと、メルシアは嬉しそうな笑みを浮かべて頷いた。










３話　錬金術師は獣王国の辺境へ向かう




　帝城内の荷物をすべて引き上げた俺は、帝都の南門広場にやってきていた。

　周囲にはあちこちに馬車が並んでおり、多くの旅人や冒険者といった人たちが乗り込んでいる。俺やメルシアもこれらの旅馬車を利用して、獣王国に向かうつもりだ。

　周囲には旅人向けの店や露店が開いており、とても賑にぎやかだ。

　鬱屈した帝城にずっといたので、こういった雰囲気がとても眩まぶしい。

　もうちょっと気分転換に外にでも出ればよかったかな。

　そんなところを他の宮廷錬金術師やガリウスが見ようものなら嫌みを言われることは必須だろうが、それでも精神の平和を保つために気分転換を優先するべきだったかもしれない。

「イサギ様、お待たせいたしました！　遅くなってしまい申し訳ありません！」

　なんて考えながら周囲を観察していると、メルシアがやってきた。

　服装は先ほどと変わらずメイド服姿だが、背中に背負っているリュックはかなり大きかった。傍から見ているだけで重量感を感じるのだが、彼女は平気みたいだ。

　獣人は人間に比べて総じて身体能力が高い。

　細い身体をしているが、メルシアも獣人ということだろう。

「旅に必要な食料や道具を買っていたから、むしろ助かったくらいだよ。それより、仕事は無事に辞めることができたかい？」

「メイド長にかなり引き留められたせいで、手続きに時間がかかってしまいましたが問題なく辞めることができました」

「なら、よかった」

　メルシアには引き留めてくれる人がいたんだ。俺には一人もいなかったよ。

　お世話になった同僚に挨拶をしても皆、それぞれの仕事で忙しいのか無関心って感じだった。なんだか思い出すと泣けてきたのでこれ以上はやめておこう。

「そろそろ出発しようかと思うけど、必要なものはないかい？」

「……強いていえば、水や食料の量が少しだけ不安です」

「それなら俺のマジックバッグにたくさん入っているから問題ないよ」

　自分の肩に下げたショルダー式のマジックバッグをポンと叩たたきながら言う。

　これは錬金術で作り出した魔道具で、見た目以上に多くの物を収納することができる。

　容量に制限があり、生き物を入れることはできないなどの制約はあるが、これ一つでどこにでも遠出できるので非常に便利だ。

　錬金素材、研究道具、資材、食料、日用品と幅広い物を収納している。

　たとえ、もしものことがあってもマジックバッグさえあれば、余裕で生きていけるだろう。

「ありがとうございます！　でしたら、問題ないです！　いつでも行けます！」

「じゃあ、馬車に乗ろうか」

　互いに荷物に問題ないことがわかると、俺たちは馬車へ移動。

　御者に話しかけて行き先を確かめた上で交渉し、お金を払って乗せてもらった。

「獣王国までどのくらいかかる？」

「約一か月といったところです」

　メルシアの説明を聞くと、大きな街や村を経由しながら馬車を乗り換えて進むようだ。

　当然、辺境に進むにつれて乗り合い馬車は少なくなり、最後には行商人などの馬車に乗せてもらうことになる。最悪、行商人がいなかったら徒歩で進んだりもあるみたいだ。

　スムーズに乗り換えができるかどうかで、道中の日数は大きく変わるようだ。

「こんなに長い旅は初めてだよ」

　帝都の孤児院で育ち、いくつかの錬金術師の工房で修業を経て、宮廷錬金術師となった。

　素材の採取で帝都の外に赴くことはあったが、ここまで遠出するのは生まれて初めてだ。

「故郷まで私がしっかりと案内しますので、イサギ様は思う存分旅を楽しんでください」

「ありがとう。頼りにしているよ」

「はい！」

　生あい憎にくと帝都近辺以外のことは俺にはわからない。

　獣王国までの道順、安くて安全な宿の手配などは、メルシアに任せることになってしまうだろうが、その分彼女の故郷に着いた時は精一杯頑張らせてもらおう。

　やがて、幾人かの旅人が俺たちと同じように乗り込んできて、荷車がある程度の密度に達すると馬車は出発した。

「帝都の外にはどんな景色が広がっているのか楽しみだな」

　馬車は南門を出ると、グングンと速度を上げる。

　帝都のシンボルともいえる、帝城レムルスがドンドンと小さくなっていく。

　まさか、仕事を辞めた当日に獣王国に向かうことになるとは思わなかったな。

　色々と不安はあるけど、今はそれよりもまだ見ぬ場所への期待感が勝っていた。




●




「イサギ様、起きてください」

　メルシアの涼やかな声で俺は目を覚ました。

「もうすぐ私の故郷に着きます」

「おお！」

　ややボーッとしていた頭がメルシアの一言で一気に覚醒した。

　現在は運よくメルシアの故郷に向かうという行商人の馬車に乗せてもらっている最中。あまりの退屈さに、つい寝てしまった。

　帝都を出て馬車を乗り継ぐこと一か月。

　見知らぬ土地を経由しての旅に序盤はワクワクしていたが、さすがにそれが長く続くと疲れてしまうものだ。

　目的地が見えてきたとあっては嬉しくないはずがない。

　慌てて窓に張り付くと、周囲はすっかりと緑に覆われていた。

　近くには森が広がっており、遠くには雄大な山が連なっている。

「ここがメルシアの故郷……」

「はい、プルメニア村といいます」

　馬車の向かう先には民家がぽつりぽつりと建っており、そこで生活を営む獣人たちの姿が見えた。

「獣人がいっぱいだ！」

「辺境とはいえ、獣王国ですから」

　当たり前の俺の感想にメルシアが苦笑しながら言う。

　帝都では獣人を蔑視する風潮があるせいか、獣人の割合はとても少ない。

　なので、こうやってたくさんの獣人が生活している姿を見るのはとても新鮮だ。

　土地が痩せていて農業が盛んではないと聞いたが、確かにこれだけ自然が豊かであれば、狩りや採取だけでも暮らしていくことはできるだろうな。

　――でも、それだけじゃ未来はない。

　人口が僅かとはいえ、住民たちがずっと採取や狩りばかりしていれば、やがて恵みは尽きてしまう。

　メルシアが言っていたここ最近の食料事情の落ち込みはそれが原因だろう。

　それを何とかするのが俺の仕事だ。

　景色を眺めながら決意していると、馬車が停車した。

　行商人の方は馴な染じみの卸し先に向かうようだが、俺たちの向かう先は村の中心地だ。

　メルシアの家まで徒歩で十分の距離とのことなので、ここで下車をすることに。

　お金は前払いだったので、ここまで乗せてくれたお礼を告げて行商人とは別れた。

「それでは私の家に行きましょう」

　凝り固まってしまった筋肉をほぐすと、メルシアが大きなリュックサックを軽々と背負いながら言った。

「その前に村長さんの家に挨拶とか行かなくて大丈夫？」

　人口の大半が獣人という村だ。

　突然、よそから人間がやってきたら驚くのではないだろうか？　事前に村長に一声をかけておいた方が、何かと問題にならない気がする。

「それについては問題ありません。ここの村長は私の父なので」

　そんな心配を抱く中、前を歩いていたメルシアがシレッと言った。

「えっ？　じゃあ、メルシアって村長の娘さんなの？」

「実はそうなのです」

「それならそうと事前に言ってよ」

「すみません。イサギ様を驚かせたくて黙っていました」

　驚く俺の反応を見て、メルシアがクスリと笑った。

　帝城にいた時は、こんな風にからかってくるようなことはなかった。

　長い旅を経て親しみを抱いてくれるようになったのかな。

　それがちょっと嬉しい。

「あれ？　ってことは、いきなり村長のお宅に上がるってことになる？」

「そうなりますね」

「……どうしよう、緊張してきた。錬金術師なんていらないなんて言われたらどうしよう」

「イサギ様ならきっと大丈夫です。仮に父がそのようなことを言えば、私が叩きのめ――説得します」

　今、叩きのめすって言おうとしなかった？

「う、うん。とりあえず、反対されないように頑張ってみるよ」

　メルシアの父さんの身の安全のためにも、しっかりと俺が村に貢献できることをプレゼンしなくては。

「にゃー！　もしかして、そこにいるのはメルシアちゃん!?」

　錬金術師の必要性を脳内で考えていると、不意に甲高い声が聞こえた。

　視線を向けると、猫系獣人の女性がいた。

　年齢は俺やメルシアと同じ十六歳くらいだろうか？

　亜麻色の髪を肩まで伸ばしており、アーモンドのようなクリッとした瞳をしている。

　耳や尻尾の色も髪色と同じ亜麻色で、ところどころに濃い斑点色になっている。

　クールな印象を抱くメルシアとは対照的に可愛らしいと言えるタイプだ。

「お久しぶりです、ネーア」

「にゃー！　やっぱり、メルシアちゃんだ！」

　返事をすると、ネーアと呼ばれた女性は勢いよくメルシアに抱き着いた。

「でも、どうして？　帝国で働いているはずでしょ？　長期休暇とか？」

「いいえ、仕事を辞めて戻ってきたんです」

「えっ！　辞めたんだ！　でも、急にどうして？」

　メルシアの返答を聞いて、驚いていたネーアだったが俺を見るとにんまりとした顔になる。

「わかった！　旦那を連れて帰ってきたんだ！　手紙では全然出会いなんてないとか言っておきながらやるじゃん！」

「ち、ちち、違いますから！　私とイサギ様はそういう関係じゃ……」

　ネーアに小突かれたメルシアが顔を真っ赤にして否定する。

　メルシアは何でもそつなくこなすので、こうやって誰かにからかわれている姿は非常に珍しい。

「えー？　仕事を辞めて男を連れて戻ってきたら、それ以外に理由なんてなくない？」

　確かに第三者から見れば、そう見えるのかもしれない。

「本当に違うんです」

「んえー？　じゃあ、この人は誰なの？」

　ネーアの問いにメルシアが答える前に俺が口を開いた。

「はじめまして、錬金術師のイサギと申します」

「あたしはネーア！　メルシアちゃんの幼馴染みだよ。イサギさんはどうしてここに？」

「メルシアさんと同じ職場で働いていたのですが職を失ってしまい、彼女のお誘いでこちらにやってきました」

「錬金術師!?　それはまた珍しい人が来たね！　来たところで夢を壊すようで悪いけど、ここはそんなに豊かな土地じゃないよ？　メルシアちゃんから聞いてるよね？」

「はい、承知しています。食料問題については俺たちで解決できればと思っています」

「へー、面白いこと言うね。本当に問題が解決してくれれば万々歳だよ。景色は綺き麗れいだし、山や森の恵みは豊富でいい場所なんだけど、土が悪くて作物が育ちにくいのが大きな欠点だからさ」

「まだ着いたところですが、それは実感しています」

　プルメニア村はとても自然が豊かで空気が綺麗な場所だ。

　住んでいる住民たちものんびりとしている。毎日が喧けん騒そうのような帝都とは大違いだ。

　こちらの方が余計な人間関係に縛られずに、自由に錬金術の研究ができそうだ。

「まあ、悪い人じゃなさそうだし、あたしは歓迎するよ。何か困ったことがあったら遠慮なく言ってね」

「ありがとうございます。無事に住むことができたら仲良くしてください」

　ネーアがにっこりと笑いながら手を差し出してきたので、俺も手を出して握りしめた。

「にしても、メルシアちゃんが誘ったんだー？」

「そ、そうですが何か？」

　握手が終わると、ネーアはメルシアの方に寄って喋しゃべり出す。

　小声で喋っているらしく会話のすべては聞き取れないが、ネーアと話しているメルシアの表情はコロコロと変わっているように見えた。

　一か月の旅でそれなりに彼女と打ち解けたつもりだったが、やっぱり幼馴染みは別格みたいだな。

　俺もこっちではあんな風に仲のいい友人ができるといいなあ。

「じゃ、落ち着いたら色々詳しい話を聞かせてねー！」

　一応は帰ってきたばかりのメルシアに気を遣ったのだろう。

　会話が一段落つくと、ネーアは俺たちに手を振って去っていった。

「すみません。騒がしい友人で」

　ネーアの後ろ姿が見えなくなると、メルシアがおずおずと言った。

「いや、人間族なのに怪しがることなく話しかけてくれたから嬉しかったよ」

　獣王国では人間族の俺は異端の存在だ。

　それなのに臆する様子もなく、話しかけてくれたのは素直に嬉しかった。










４話　錬金術師は婿だと思われる




「着きました。ここが私の家です」

　ネーアと別れて村の中心地に進んでいくと、メルシアが一軒の大きな家の前で足を止めた。

「大きいね」

　建物の造り自体はありふれた木造建築だが、他の民家に比べると三倍くらい大きかった。

「村人たちを集める集会所のような役割も担っていますので」

「なるほど」

　離れのような場所に立っている建物が集会所なのだろう。

　村長ともなれば、ゆっくりと腰を落ち着けて村人と話し合う場所も必要に違いない。

「では、父と母に話を通してきますので、少々お待ちください」

「うん、わかったよ」

　いきなり知らない人間が訪ねてきたらご両親も驚いてしまう。

　両親が混乱しないように、メルシアが先に扉を開けて入ろうとする。

「きゃー！　メルシアってば帰ってきたのね！　お帰りなさい！」

　が、ガチャリと扉を開けた瞬間、女性が飛び出してきてメルシアを抱きしめた。

　セミロングの黒髪に青い瞳。頭頂部には髪色と同じ猫耳がついている。

　メルシアと非常によく似た容姿をしている。

　自己紹介をするまでもなく、俺はこの女性がメルシアの母親だとわかった。

「わっ！　お母さん！　外に誰かがいる時は、聞こえてても待ってって言ってるじゃないですか！」

「ごめんね～、メルシアの声が久しぶりに聞こえたと思ったら我慢できなくなっちゃって」

　見計らったかのように出てきたのは、俺たちの会話が聞こえていたかららしい。

　それほど大声で話したわけではないのだが、さすがは獣人だけあって聴覚が鋭い。

　にしても、こうやって抱き合っている姿を見ると、姉妹にしか見えないや。

　メルシアの母さんはそれほどまでに若々しくて美人だった。

「お母さん、客人の前ですので」

「そうね。メルシアを可愛がるのはあとにしてまずは挨拶よね」

　耳やら髪やら頬やら全身を撫でまわした末に、メルシアの母さんはメルシアから離れた。

「はじめまして、メルシアの母のシエナと申します」

　先ほどの騒がしさは一体どこにいったのやら。

　メルシアの母さんは姿勢を整えると、ぺこりと一礼をした。

　その変わり様に驚きつつも、俺も慌てて挨拶を返す。

「錬金術師のイサギと申します」

「まずは家に入ってくださいな。詳しい話は村長も交えていたしましょう」

「ありがとうございます。お邪魔いたします」

　メルシアの父さんであり、村長である人は家にいるようだ。

　一人ずつ話していくよりも、その方がスムーズだ。

　シエナに促されて、俺とメルシアは中に入る。

　が、玄関を上がろうとしたところでメルシアに止められた。

「イサギ様、こちらでは外靴をお脱ぎになって、こちらの内靴を履いてください」

「へー、こっちではそういう文化なんだ」

　帝国内でも内靴や裸足で過ごす地域があると聞いていたが、獣王国でもそういう文化があるようだ。

　俺は外靴を脱ぐと、メルシアに促されて内靴に足を入れた。

「軽い上にとても履きやすいね」

「スリッパというものです」

「へー、これはいいや！」

　帝城で与えられた寝室や工房では、ずっと外靴のまま過ごしていたけど、スリッパのような内靴を履いて過ごす方がよっぽど快適だ。

　外の汚れを持ち込むことがないので床が汚れず、メルシアの手を煩わせずに済む。

　どうやって作るのかは知らないが、こちらに住むことができたなら是非とも取り入れよう。

　なんてことを考えながら廊下を進んでいくと、先ほど話していた集会所へ辿たどり着いた。

　集会所は円形の建物で内部は天井が高いせいか見た目よりも広く感じる。

　こちらも木造建築であり、壁や床の木目が非常に美しい。部屋全体が木の香りに包まれているようだった。

　そんな集会所の奥には灰色の髪をした壮年の男性が腰を下ろしていた。

　輪郭のしっかりとした顔つきで、こちらを見据える瞳は鋭くて厳しい。

　……この人がメルシアの父さんか。なんだか妙に敵意を向けられている気がする。

　やってきたばかりなのだが、何か気分を害するようなことをしただろうか？

「どうぞ、お座りになってください」

「ありがとうございます。失礼いたします」

　必死に思考を巡らせるが答えは出ない。

　シエナが座布団を持ってきてくれたので、俺は思考を打ち切って腰を下ろした。

　メルシアの父さんの横にシエナが腰を下ろし、俺の隣にドスンとリュックを下ろしたメルシアが座った。

「はじめまして、レムルス帝国からやってきました錬金術師のイサギと申します。この度、こちらにやって参りましたのは――」

「ならん！」

　名乗りを上げて、こちらにやってきた目的を告げようとすると、メルシアの父さんは覆い被かぶせるように言った。

　まさかいきなり移民を拒否されるとは驚きだ。

「な、なぜでしょう？」

「どこの馬の骨かもわからない人間にうちのメルシアをやるわけにはいかん！　メルシアを嫁にというのであれば、俺を納得させるくらいに強く、村に貢献できる人材でなければ村長として――いや、父として許可することはできん！」

　おずおずと尋ねると、思いもよらない返答がきた。

「うん？　なんか話が違いません？」

　移民の許可を尋ねるつもりが、嫁はやらんと言われてしまった。

　おかしい。明らかに会話が成り立っていない。

「何が違うというのだ？　いきなりやってきて娘をくださいと言われて、即座に頷く親がいるものか」

「私はいいと思いますよ」

「おい、シエナ!?」

「だってあの奥手なメルシアが男性を連れて帰ってきたのよ？　この子は昔から見る目は確かだったし、きっともう心は決まっているに違いないわ」

　俺が呆ぼう然ぜんとしている間にも夫婦の会話は進んでいく。

　もしかして、ネーアと同じ勘違いをしているのではないだろうか？

　おずおずとメルシアの方を振り返ると、顔を真っ赤にして身体を震わせていた。

　両親の勘違いが恥ずかしくて堪たまらないようだ。

　俺が言い出すべきかと思ったが、お宅の娘さんを嫁に貰もらいにきたわけではないですと、宣言するのも失礼な気がする。

　どうするべきか迷っていると、遂にメルシアが立ち上がった。

「もう！　お父さん、お母さん！　今日イサギ様を連れてきたのは、そ、そういうんじゃないですから！」

「「ええ？」」

　シエナとメルシアの父さんはそろって呆けた声をあげた。

「……婿を捕まえて戻ってきたのではないのか？」

「い、イサギ様は職場が同じであっただけで、そういう関係ではありません！」

「そうか！　そうなのか！　いやー、村の奴からメルシアが婿を連れて帰ってきたと聞いたので、つい勘違いしてしまった！　いやー、早とちりしてすまない！」

　どうやらネーアと俺たちの会話が聞こえ、噂うわさ話ばなしになっていたようだ。

　ちょっとした会話であっという間に情報が広まる。獣人の聴覚が恐ろしい。

　まあ、長らく遠いところで働いていた娘が、いきなり男を連れて戻ってきたのだ。

　噂のこともあり、メルシアのご両親が勘違いしてしまうのも無理はない。

「いえ、誤解が解けたようで何よりです」

　俺も肯定してみせると、メルシアの父さんは安あん堵どの混ざった笑みを浮かべた。

　こちらを見つめる視線はとても和らいでいる。

　どうやら愛する娘が男を連れてきたと警戒していただけで、悪い人ではないようだ。

「誤解でいいの？」

「お母さん！　やめてください！」

　シエナに茶化されてメルシアが顔を赤くする。

　帝国ではクールキャラであるが、こちらでは割といじられキャラなのかもしれない。

　プルメニア村にやってきて早々、メルシアの知らない一面をたくさん見られて面白いや。










５話　錬金術師、村長と対面する




「コホン……改めて自己紹介をしよう。メルシアの父であり、村長のケルシーだ」

「妻のシエナです」

「錬金術師のイサギと申します」

　誤解が解けたところで俺たちは穏便に自己紹介をした。

「イサギ君がこちらにやってきた目的は我が村への移民だな？」

「はい。できれば、こちらの村で錬金術師として活動させていただければと思います」

「「…………」」

「あれ？　なんで無言なんです!?」

　こちらにやってきた理由を告げるも、なぜかケルシーとシエナは無言だった。

「おそらく、父と母は錬金術師がどのようなものかわからないのだと思います」

「え？　そうなのですか？」

「恥ずかしながらメルシアの言う通りだ。我々は錬金術師がどのようなことをするのかまったくわからん」

「私たちの住んでいるような田舎には、錬金術師はいないものね」

　きっぱりと告げるケルシーと、困ったように頬に手を当てるシエナ。

「え？　そういうものなの？」

「錬金術師は才能のある者しかなることができません。その多くは王族や貴族に召し抱えられ、帝都のような大きな都市にだけ集まるのです」

「そ、そうだったんだ」

　帝城の工房に籠もっていることが多かったし、そういった世間一般の評価をまるで把握していなかった。

「自分で言うのもなんだけど、どうして解雇されたんだろう？」

「普通は宮廷錬金術師を解雇するなどあり得ません。よっぽどイサギ様にいてほしくない理由があったのかもしれませんが、愚か者の思考などこれ以上考えたくもないですね」

「ソ、ソウデスネ」

　俺を解雇したせいかメルシアのガリウスへの評価は氷点下だ。

　この辺はあまり突かないようにしよう。

「とりあえず、錬金術師の説明ですね。錬金術師とは簡単に言えば、魔力を使った物質操作を行う者です。素材の構造を魔力によって加工したり、変質させたりすることができます。物質本来の性質から大きく外れたものを作り出すことは難しいですが、応用性は非常に高い技術です」

「「…………」」

　ざっくりとした錬金術師の説明を行うが、ケルシーとシエナは神妙な顔をするだけで反応がない。

「省略しすぎましたかね？」

　錬金術師をまったく知らない人のために、かみ砕いて説明したのだがわかりにくかっただろうか。

「いえ、イサギ様のご説明があまりに濃いせいで理解できなかっただけかと」

「もっと簡単ってどう説明すればいいかな？」

　生憎と俺は誰かに錬金術を教えたりするような機会に恵まれなかった。

　教えるのが上手い人ならば、二人にも理解できるように伝えることができたのかもしれないが、俺にはこれ以上わかりやすい説明が思いつかない。

「実際に錬金術をお見せするのが早いと思います」

「そ、そうだな！　イサギ君、何か作れるものはあるかね？」

「錬金術は無から有を作ることはできません。行えるのは有から別の物に加工したり、変質させたりすることです」

「お、おお。そうなのか……」

　錬金術はわかりやすく言うなら加工技術。何をするにも元になる素材は必要だ。

　今、それをわかりやすく伝えるとすれば……。

「ケルシーさん、腰にある短剣を拝借してもよろしいでしょうか？」

「いいぞ！　これは先日街に出た時に買ったものでな！　貴重なマナタイトで作られている優れものなのだ！」

　自慢げに言いながら短剣を渡してくるケルシー。

　マナタイトとは魔力を含んでいる鉱石だ。武器や防具などの素材に使い、魔力を込めてなじませることで切れ味が鋭くなったり、防御力が増加したりといった効果がある。

　武器や防具に使われるポピュラーな素材なのだが……。

　明らかにこれは偽物だ。ウキウキで話してくれたところ申し訳ないのだが、ありのままの真実を告げるしかない。

「……残念ながらこの短剣にマナタイトは含まれていませんね」

「な、何だと!?」

「錬金術師には素材の本質を見抜く能力が備わっています。私の見立てでは、この短剣を構成しているのはナマタイトという魔力にほんの少しだけ反応する、マナタイトに酷似した性質を持つ劣化鉱石ですね」

　ナマタイトは魔力による強化の割合が微量しかない上に、見た目もマナタイトに非常に似ているので間違いやすい。それを利用して、質たちの悪い武器商人がよくやるのだ。

　宮廷錬金術師の仕事には、武器や防具の鑑定も頼まれることが多かったので、こういった事例は多く耳にしている。

「そ、そんなバカな……銀貨二十枚もしたというのに……」

　俺の鑑定結果を聞いて、項うな垂だれるケルシー。

「大丈夫です。俺が本物のマナタイトの短剣に作り替えますから」

　俺はきっぱりと宣言すると、錬金術を発動。

　短剣に魔法陣が浮かび上がる。

　ケルシーの短剣の形状、重さなどを把握。

　不純物となるナマタイトを分離させる。

　代わりにマジックバッグからマナタイトを取り出すと、魔力によって物質変化で元の短剣の形状に沿うように変化させた。

「できました！　これが本物のマナタイトの短剣です！」

　錬金術による加工により、マナタイトで構成された一振りの短剣が生まれた。

「こ、これがマナタイトでできた短剣なのか？」

「確かめるために魔力を流してみてください」

「わ、わかった」

　魔力の扱いが不得手と言われる獣人だが、魔力を流すことくらいは誰でもできる。
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　ケルシーは深呼吸をすると、おそるおそる短剣に魔力を流した。

　すると、刀身が淡い水色の光に包まれた。

「こ、これは……ッ！」

　驚きょう愕がくの表情を浮かべるケルシー。

　本質的に見抜けずとも、魔力を流したことで偽物と本物の違いがわかったのだろう。

　ケルシーは表情を真剣なものに変えると、壁に掛けてある木製の的へと投とう擲てきした。

　投げられたマナタイトの短剣は的の中心部を見事に直撃し――止まることなく集会所の壁まで貫通させた。

「え、ああああああああっ!?」

　壁まで貫通するとケルシーは思っていなかったのだろう。本人も予想外といった様子で驚いている。

「あなた？　一体何をやってるの？」

　傍そばで見ていたシエナが底冷えするような視線と笑みを浮かべていた。

「まさか、ここまでの威力が出るとは思わなかったんだ！」

「言い訳しない！」

「ごめんなさい！」

　シエナに怒鳴られて、すんなりと頭を下げるケルシー。

　夫婦の明確な力関係を目にしてしまった。

　正直、俺はこうなることがわかっていたが、ケルシーの投擲があまりにもスムーズで止める暇もなかった。

　鍛えられた肉体からして戦えることはわかっていたが、想定していた以上に実力のある戦士なのかもしれない。

「すみません。私が先に注意しておくべきでした。これくらいでしたらすぐに直せますので」

　壊れた壁に近づくと、マジックバッグから木材を取り出し、魔力で変形させて穴を埋める。

「使用している木材が違うせいか色合いの違いが目立ちますね。これは応急処置なので後日きちんと修復させてください」

「いえ、これで十分です。イサギさんにそこまでしてもらうわけには……」

「いえ、俺が気になるのでやりたいんです」

　自分が錬金術で修復した壁が、こんな中途半端なものだと非常に気になってしまう。

　注意を怠った罪悪感だけでなく、単純にちゃんとした仕事をやらないと俺自身が納得できない。

「何から何までありがとうございます、イサギさん」

「いえいえ」

　そんな俺のこだわりを察したようで、シエナは申し訳なさそうにしつつも礼を述べてくれた。

　俺の作った短剣のせいで夫婦喧げん嘩かをされると後味が悪いし、何とかなってよかった。

「短剣を回収してきました」

「ありがとう。怪我人とかいなかった？」

「幸いなことに投げた方角は庭でしたので」

　メルシアの報告を聞いて、心底ホッとした。

　やってきて早々に自分の作った武器が、村人を傷つけたとかしたらシャレにならない。

「こういった感じで装備の加工や土木工事などが錬金術でできます。他にも素材さえあれば、魔道具やポーションの作成といったことができますが、俺がこの村で一番やってみたいのは錬金術を使った農業です」

　宣言した瞬間、ケルシーの耳がピクリと動いて険しい顔になる。

「イサギ君、残念ながらここの土地は痩せているせいで農業に期待はできないぞ」

「承知しています。それが原因で年々山や森の恵みが減少していることも」

「それを知っていながらなぜここへ？」

「錬金術で食料事情を改善するためです」

「……具体的にはどうするんだ？」

「錬金術で品種改良をした作物がいくつかあります。それを植えれば、痩せた土地でも十分な収穫が見込めるはずです。土壌が違うためここでも同様に育つ確証はありませんが、調整次第で確かな結果が出るかと」

「このままでは山や森の恵みは減少する一方です。村の未来のためにイサギ様の錬金術を使った農業の許可を貰えませんか？」

　俺とメルシアの言葉を聞いていたケルシーは、じっくりと思考した末に口を開いた。

「……錬金術でそのように農業ができるなど、にわかに信じがたいが、あっという間にこの短剣を作ってしまったイサギ君ならできるのかもしれんな。イサギ君の移民と錬金術を使った農業の許可を出そう」

「「ありがとうございます！」」

　よかった。これで俺はプルメニア村に住むことができるし、錬金術を使った農業を行うことができるんだ。

「移民となると、イサギ君の家が必要だな。いくつか空いている家はあるが具体的な希望はあるか？」

「落ち着いたら工房も作りたいですし、様々な農業を試してみたいので、できれば他の家と密接していない広い場所だと助かります」

　錬金術師とはいえ、失敗することだってある。

　派手に爆発なんてことにはならないが、薬品の臭いや粉ふん塵じんが飛び散って近所迷惑になることがあるかもしれない。

　そういったことを想定すると、村の中心地よりも外れの人気のないところが望ましい。

「だとすると、東の空き家がいいだろう。少し年季が入っているせいで家が古いが、それ以外の条件はすべて満たしている」

「メルシア、イサギさんを案内して差し上げて」

　シエナはサラサラッと羊皮紙に空き家の場所を描くと、メルシアに手渡した。

「わかりました。イサギ様、行きましょう」

「わかった」

　こうして俺は移民が認められ、新しい住処すみかへと移動するのだった。










６話　錬金術師は新居を貰う




　中心部にある村長の家から東に移動すること二十分。

　俺とメルシアはあてがわれた空き家の前で立ち尽くしていた。

　目の前に立っているのは平屋の木造建築。

　造り自体は他の村人の家とほとんど変わりないが、屋根の一部分が剥がれている。

　壁にいくつもの穴が空いており、伸び放題の雑草や蔦つたが絡みついていた。

　はっきり言ってボロ家だ。住めないこともないが、進んで住みたい環境かと言われると否だろう。

「……これは思っていた以上に年季が入っているね」

　ケルシーとシエナがやけに申し訳なさそうにしていると思ったら、そういうことだったのか。

　ふと視線を隣にやると、メルシアは怒りで身体を震わせていた。

「イサギ様をこんなボロ家で生活させようとするなんて許せません。ちょっと父に文句を言ってきます！」

「別にいいよ、メルシア」

「ですが、このような生活できるかも怪しいような家はイサギ様に相応しくありません」

「住みにくいんだったら作り変えればいいんだよ。それが錬金術師ってものさ」

「イサギ様がそうおっしゃるのであれば……」

　俺がきっぱりと告げると、メルシアは気持ちを抑えてくれた。

「それに自分の力で家を作ってみるって夢の一つだったんだ」

　宮廷錬金術師とはいえ、帝城では何かと制約が多かった。特に俺は孤児院出身の平民ということもあって、何かと目をつけられていたので尚なお更さらだ。

　でも、ここではそんな風に俺を抑えつける人や、うるさく言ってくる人もいない。

　だったら、俺の錬金術で理想の家を作ってやろうじゃないか。

「まずは一旦家をバラしちゃおう」

　素材が良質であれば、そのまま利用して作り変えることができるのだが、ここまで劣化していると再利用は不可能だからね。

　俺はボロ家に近づいて手で触れた。

　魔力を流して重要な支柱を変質させると、支えがなくなってしまいひとりでに家は崩壊した。

　錬金術を使えば、こういった解体工事もお手のものだ。

「解体した木材は私が退のけておきます」

「お願いするよ」

　解体した木材をメルシアは軽々と持ち上げて端に置いていってくれる。

　摩耗しているとはいえ、民家に使用していた木材だ。

　かなりの重さがあるはずだが、メルシアにとっては大して重い物ではないようだ。

「じゃあ、俺は雑草の除去をしようかな」

　中途半端に木材の撤去を手伝うよりも別の作業を選択。

　このまま家を建てるには、周囲にある雑草があまりにも邪魔だ。

　除草しておかないと次々と生えてくる雑草や蔦なんかに悩まされる恐れがある。

　そうなる前に対処しておくのが賢明だ。

　こんな時に役立つのが錬金術で作った液体除草剤。

　元々薬屋で販売されていたものを買い、錬金術で成分を変質させることによって、除草成分や即効性を大幅に強化したハイブリッド除草剤だ。

　俺は除草剤の入った瓶の蓋を開けて、撒まき散らす。

　すると、周囲に生えていた雑草が茶色く変色し、スーッと音を立てて枯れた。

　俺が除草している間にメルシアも廃木材を片付けてくれたようで、民家の跡地とその周りは綺麗な更地になっていた。

「よし、それじゃあ家を建てよう」

　錬金術で家を作るのは俺の夢の一つだ。帝都にいた頃から何度も脳内で妄想していた。

　既に理想の家の設計図は頭の中でできている。

　あとはそれを実行するだけだ。

　俺はマジックバッグから建築に必要な木材を取り出す。

　勿もち論ろん、これはただの木材ではない。

　トレントと呼ばれる植物型の魔物の素材、トレント木材だ。

　トレント木材は魔力を通すことで耐久性が高くなる。普通の木材よりも割れや反りが起こりにくく、非常に便利な素材だ。

　それを錬金術で意のままに変形。

　土台を作り上げると、浮遊魔法のレピテーションを使ってトレント木材をドンドンと積み上げる。

　ひたすらにそれを繰り返すこと小一時間。

「よし、家の完成だ！」

　目の前には立派な二階建ての家ができていた。

　作っていくうちに色々な案が湧いてきて、作っては修正を繰り返していたので時間がかかってしまった。

　扉を開けると、ゆったりとした玄関がお出迎え。

　トレント木材の優しい香りに包まれる。

「なんだかうちの玄関と似ていますね？」

「内靴で過ごすのが心地よかったから取り入れることにしたんだ。メルシアの家の玄関を参考にさせてもらったよ」

「なるほど」

　帝国の文化であれば室内でも外靴のまま過ごすので、玄関にゆとりを持たせる必要はない。

　だけど、内靴で過ごす文化を取り入れたので、靴の履き替えをするためにしっかりとスペースを取った方がいいと思ったのだ。

　廊下を進んでいくと広いリビングとダイニングスペースがある。

「とても素敵な内装ですね」

「ちょっと張り切りすぎちゃったよ」

「イサギ様がどのように過ごしたいのか伝わってきます」

　リビングを歩き回りながらメルシアが微ほほ笑えむ。

　幼い頃からの妄想が詰まっているだけに少し恥ずかしい。

　一人で悠々と暮らすことを考えると、少し広すぎるかもしれないが、客人を招いて過ごすことを考えればちょうどいい塩あん梅ばいだと思う。

　ダイニングスペースの奥には台所があり、ゆったりと料理が作れるようになっている。

　ただでさえ自炊しないのに台所が狭いと余計にやる気が削そがれるからね。

　さらに奥には応接室、浴場、脱衣所、洗面室、トイレ、簡易工房などが設置されている。

　二階には自分の寝室や、来客用の寝室などを用意しており、残りは書庫や素材を保管するための倉庫で占められている。

　ところどころ空き部屋もあるが、実際に生活をする上で埋まっていくことだろう。

　錬金術を行うための簡易工房を作ってあるが、そこではちょっとした素材の加工や変質をさせるためだけのスペースだ。本格的な作業場については後日じっくりと作ることにする。

「とりあえず、一休みしようかな。家具を設置したいから手伝ってくれる？」

「お任せください」

　帝城で使っていたベッド、ソファー、イス、テーブルなどをマジックバッグから取り出すと、それらを設置していく。

「こうやって見ると、帝城に住んでいた頃の俺って全然家具を持っていなかったんだな」

「あのような倉庫に押し込まれれば、仕方のないことかと」

　宮廷錬金術師には城内に部屋は勿論、工房だって与えられる。

　しかし、ガリウスをはじめとする城務めの貴族に疎まれていたせいか、俺に与えられたのは古びた倉庫だった。

　僅かなスペースを有効活用するために、結果として俺の持っている家具は最低限の物だけだった。

「足りない物は私が実家から――」

　メルシアが言葉を発していたが、途中で耳がピクリと動いて玄関に向かった。

　後ろから付いていくと、扉を開けた先には呆けた顔をしたシエナが立っていた。

「ねえ、メルシア。この村にこんな立派な家ってあった!?」

「イサギ様が錬金術で住みやすいように作り変えました」

「すみません。勝手に改装しちゃって」

「それはまったくいいの。でも、錬金術を使うと、こんな短時間でリフォームできるものなの!?」

「イサギ様だからこそできるのです」

「……うちもリフォームしてもらおうかしら？」

　誇らしげに語るメルシアの言葉を聞いて、シエナは神妙な顔で唸うなっていた。

　できないこともないが、今はそれよりも農業を優先したいので落ち着いたらということで。

「急に押しかけちゃってごめんね。すぐに生活できるようにお掃除でも手伝おうと思ったのだけど、これなら必要はなさそうね」

　苦笑するシエナの手にはバケツがあり、いくつもの掃除道具が見えていた。

　どうやら俺たちがスムーズに生活できるように手伝いにきてくれたらしい。

「いえ、お気持ちだけで十分に嬉しいですよ」

　結果として掃除の必要はなくなったが、こういった時に手助けしてくれる人がいるというだけで嬉しい。

　帝城にいた頃はメルシア以外に誰も助けてくれる人はいなかったからね。

「ねえ、ちょっと家を見せてもらってもいいかしら？」

「どうぞ」

　自分の家に誰かを招くというのは、家を作ったらやってみたかったことの一つだ。

　錬金術師として作り変えた家を、第三者がどう思ってくれるかも気になる。

「わー！　すごいわ！　とっても素敵じゃない！」

　リビングにやってくるなりシエナは目を輝かせながら言った。

「特に台所が広いのがいいわね！　でも、戸棚がこの高さだと、メルシアが使うにはしんどいかしら？」

「メルシア、ちょっと手を伸ばしてくれるかい？」

「……背伸びをすれば届きます」

「もう少し位置を低くするよ」

　魔力で変形させて食器棚の位置を下げてみる。

「これなら私でも楽に収納できそうです」

「よかった」

　今度は背伸びをする必要もないようだ。

　俺だけが使うのであれば元のままでも問題ないが、台所はメルシアも使って料理を作ってくれる可能性が高い。

　メルシアの方が使う頻度は高いだろうから、彼女に合わせておくのが得策だろう。

「他に気になるところはある？」

　尋ねてみると、メルシアとシエナが台所を動き回る。

　まな板を置いて包丁を構えてみたり、二人で通路をすれ違ってみたり。

「うん、他は問題ないんじゃない？　調理器具さえそろえば、うちの台所よりも立派よ」

「はい。今のところ問題なさそうです」

「ならよかった」

　使い心地が悪かったのは戸棚だけで、他は問題ないようだ。

「貴重なご意見ありがとうございます」

「いえいえ」

　こういった細かい点で至らないのは俺があまり料理をしないからだろう。

　これからはもうちょっと料理をしてみようかな。

「お母さん、使わない家具や生活道具があれば、こちらに運び込んでもいいですか？」

「いいわよ。使っていないお皿なんかがあるから持っていっちゃって」

「俺も手伝おうか？」

「いえ、イサギ様は旅でお疲れでしょうし、ゆっくりしていてください」

　俺も付いていこうとしたが、メルシアにやんわりと止められた。

　どうやら俺が疲れていることはお見通しみたいだ。

「なら、マジックバッグを使うといいよ」

「ありがとうございます。助かります」

　マジックバッグさえあれば、どんなに大きなものや重いものでも楽に持ち運びできる。

　これさえあれば、人手はほとんどいらない。

　マジックバッグを渡すと、俺はメルシアとシエナを見送り、ソファーで一休みすることにした。










７話　錬金術師はメイドと夕食を共にする




「これで生活感が出てきましたね」

　室内を見回したメルシアが、満足感のこもった表情で呟いた。

　大きなダイニングテーブルが鎮座し、四つのイスが並んでいる。

　リビングには若草色のカーペットが敷かれ、その上には大きなソファーとクッションが。

　台所にはたくさんの調理器具が並び、設置された食器棚の中には用途多彩な食器が収納されていた。

　小さなテーブルやイスしかなかった寂しいリビングが、一瞬にして生活感のあるものに変化した。

「すごいや！　メルシアのお陰で家らしくなったよ！」

「ですね。あとは壁が寂しいので何か絵を飾りたいのと、テーブルの上に花瓶でも置きたいところです」

　俺としては既に満足できる出来栄えなのだが、メルシア的にはまだ納得できてはいないらしい。

「まあ、やってきて初日ですし、足りないものはおいおい追加していきましょう」

「そうだね」

　家を一から作り直し、ある程度の内装が整った。

　一日目の成果としては十分だろう。

　ホッと一息つくと俺のお腹がぐーっと音を鳴らした。

「夕食にいたしましょうか。母から料理を貰ってきたのですぐに召し上がれますよ」

　クスリと笑いながらメルシアがマジックバッグから鍋を取り出した。

　実家に戻った際に、シエナが持たせてくれたのだろう。長旅を終えて疲れていたので、その気遣いがとても嬉しかった。

「ありがとう。早速、食べさせてもらうよ」

　すぐに食べられると聞いて、俺はソファーからすぐにダイニングスペースへ移動。

　テーブルを形状変化させて簡易鍋敷きを作り上げると、メルシアがその上に鍋を置いた。

　蓋が開くと、白い湯気が上昇した。

　覗き込んでみると、山菜とキノコのミルクスープが入っている。

「うわあ！　ミルクスープか！　いいね！」

「質素なものですみません」

「そんなことないよ。とても美お味いしそうだし、こういうのが食べたかったんだ」

　マジックバッグのお陰で立ち寄った街で屋台料理を買って自由に食べていたが、そういった場所での料理は揚げ物や味付けの濃いものが多い。

　落ち着いた場所にやってきたからには、落ち着いた料理が食べたかった。

　だから、シエナがくれたミルクスープは今の俺にぴったしの料理だった。

「ありがとうございます」

「スープ皿を取ってくるよ」

　食器棚から食器類を持ってくると、メルシアがお玉でよそってくれる。

　その間に俺はマジックバッグから付け合わせのパンを取り出した。

　これで夕食の用意は完成だ。

「それじゃあ、食べようか」

「どうぞ。お召し上がりください」

　俺が席について言うが、メルシアはなぜか隣に立ったままだった。

「え？　一緒に食べないの？」

「……よろしいのですか？」

「ここはもう城内じゃないし、誰からも文句は言われないさ」

　宮廷錬金術師として働いていた頃は、メルシアが料理を作って持ってきてくれることがほとんどで一緒に食べることはなかった。

　それに城内では血筋や立場というものが重要視されているので、宮廷錬金術師とメイドが同じ食卓につくなどあり得ないという風潮があったのも大きい。

　でも、仕事を辞めて、帝国から去ってしまった今の俺たちにそんなものは関係ない。

「メルシアも一緒に食べよう」

「ありがとうございます。では、ご一緒させていただきます」

　もう一度誘ってみると、メルシアは嬉しそうに頷いて向かい側のイスに座った。

「メルシアが対面に座っていると、なんだか新鮮だ」

「私も同じ気持ちです。なんだか後ろに立っていないと落ち着かない気持ちもあります」

「さすがにそれは抑えて」

「はい。イサギ様と一緒に食事ができるのですから抑えます」

　ややソワソワとしていて落ち着かない様子のメルシアだが、それ以上に食事をしたい気持ちがあるようだ。嬉しい。

「それじゃあ、改めて食べようか」

「はい！」

　メルシアの準備が整ったところで、俺たちは食事にとりかかる。

　スープ皿に盛られたミルクスープには見たことのない葉野菜やキノコ、細かくカットされたベーコンなどが入っている。

　匙さじですくい上げて口に運ぶと、ミルクの甘みを帯びたスープが口内を満たした。

「うん、美味しい！」

　素直な感想を述べると、メルシアが少しホッとしたように笑みを浮かべた。

「この葉野菜は見たことがないけど、何ていう食材？」

「キルクク草といって、この辺りの森でよく生えている野草です」

　ほうれん草のような味だが、茎にしゃっきりとした食感が残っており食べると面白い。

　葉っぱの部分はしっかりと煮込まれているお陰でとても柔らかかった。

　煮込んでも炒いためても美味しい食材らしいので、この村では重宝されている野草のようだ。

　キノコは旨うまみをたっぷりと吸い込んでおり、歯を立てると豊かな旨みと共に甘さを感じられた。時折、ベーコンの味が感じられ、優しいミルクの味と肉の塩っけが非常に合っている。

　付け合わせのパンは保存用の硬パンではあるが、温かいミルクスープに浸せば柔らかくなって食べやすい。

　ミルクの甘みと野菜の旨みをたっぷりと吸い込んだパンは、それだけでご馳ち走そうだ。

「ふう、お腹いっぱいだよ」

「お口に合ったようで何よりです」

　そうやって夢中になって食べ進め、お代わりを三杯したところでお腹が膨れた。

　やっぱり日常的に食べるなら、こういった家庭的な料理がいいや。

「お皿を洗いますね」

「いや、あと片付けは自分でするよ。そろそろ日が暮れるし、メルシアはお家に戻った方がいいよ」

　窓の外は茜あかね色いろに染まっている。

　いくら地元とはいっても、夜遅くにメルシアを帰すわけにはいかない。

　それにメルシアも久しぶりに故郷に帰省したんだ。

　ご両親もゆっくりと彼女とお話したいだろう。早めに帰してあげる方がいい。

「いえ、私は帰りません」

「え？　じゃあ、ここに泊まるってこと？」

「泊まるというより、住み込みでイサギ様にお仕えするつもりです」

　尋ねてみると、メルシアが俺の予想を超えることを言ってきた。

「メイドが住み込みで主にお仕えすることはおかしくありませんよ？」

「一般としてはそうだけど、ここは帝城じゃないし、俺はもう宮廷錬金術師でも何でもないよ？」

「はい。ですので、思う存分イサギ様にお仕えすることができます」

　嬉しそうに語るメルシアの言葉を聞いて、空いた口がふさがらない気分だった。

　そうきたか。どうやらメルシアの意志は固いらしい。

「でも、メルシアが寝泊まりするための部屋の準備が……」

「既に二階の空き部屋に荷物は運び込んでおります」

　そう言われて二階に移動してみると、空き部屋にはしっかりとメルシアのベッドをはじめとする私物が運び込まれていた。

　どうやら俺の渡したマジックバッグを利用して、ちゃっかりと準備を整えていたようだ。

　相変わらず仕事が早い。

「……ダメでしょうか？」

　メルシアが不安そうにこちらを見上げながら言う。

　元々一人で住むには広すぎるくらいだったので、メルシアが住むのは問題ない。

「俺としては嬉しいし助かるよ」

　研究に没頭すると日常生活が疎かになる俺にとって、メルシアが住み込みで働いてくれるのは願ってもないこと。

「本当ですか！　ありがとうございます！」

「ただ、ご両親が何か言ってこないか心配なんだけど……」

　具体的にはメルシアを溺愛しているケルシー。

　結婚の承諾を貰いに来たと誤解していた時は、すごく怖い顔をしていた。

　そんな親バカな父が、娘と同年代の男と同居することを認めるだろうか？

「母の許可は貰っています」

　うん、あの人はそういうところ面白がりそうだから許可する気がした。

「ケルシーさんは？」

「……そちらはおいおい何とかします」

　尋ねてみると、メルシアが視線を逸そらしながら言った。

「そういうわけで、お皿を洗いますね」

　ジーッとした視線で見つめると、メルシアはそそくさとお皿を回収して台所に向かった。

　どうやら肝心のそちらに関しては説得できていないようだ。様子からみると、ちゃんと話を通しているかも怪しいな。

　大丈夫なんだろうか、と心配していると案の定ケルシーが家に乗り込んできたのだった。

「メルシア！　帰ってこい！　イサギ君と同どう棲せいなんて父さんは認めんぞ！」










８話　錬金術師は土づくりをする




　翌朝。リビングのソファーでゆったりとしていると、扉がノックされた。

　扉を開けると、そこに立っていたのはメイド服に身を包んだメルシアだった。

　いつもは凛りんとしたクールな表情をしているのだが、今日はわかりやすいほどに不ふ貞て腐くされている。

　何となく理由は察せられるけど、きちんと聞かないとね。

「おはよう、メルシア。昨日はケルシーさんとちゃんと話し合えた？」

「……残念ながら父の許可は下りず、実家から通ってお仕えすることになってしまいました。イサギ様、申し訳ありません」

　おずおずと昨晩の経緯を尋ねると、メルシアは悔しそうな顔で告げた。

「そうなんだ。まあ、ちゃんと話し合えたようでよかったよ。俺としては実家からの通いでも十分すぎるほどだから」

　元から一人で暮らし、身の回りのことはできるだけ自分でするつもりだった。

　こっちにやってきてからも手伝ってくれるだけで十分に有り難い。

　それに帝城のような広い場所ならともかく、一つ屋根の下で共に暮らすというのはちょっと緊張するものだし。これでよかったのだろう。

　しかし、メルシアとしてはそれでよろしくないようだ。

「私は不十分です。いずれ父を説得して、住み込みでお仕えできるようにいたします。その時まで少々お時間をください」

「無理はしなくていいからね」

　せっかく故郷に帰ってきたのに父親と喧嘩になったら悲しいから。

「こっちでもメイド服なんだ？」

「私はイサギ様のメイドですので」

　どうやらメルシアにとって場所は関係ないらしい。仕事を辞めて帝城を出ようともメイド服を着続けるようだ。

「そうなんだ。メイド服以外の私服も見られると思ったから、ちょっと残念かな」

「イサギ様がそうおっしゃるのであれば、たまにであれば私服というのもアリかもしれません」

　ふむ、それでもたまにしか着ないらしい。

　メルシアはメイド服に並々ならぬ執着があるようだ。

　あまり無理強いするのはやめておこう。

「朝食は召し上がりましたか？」

「うん、昨日のミルクスープを温めて食べたから大丈夫だよ。メルシアは食べた？」

「はい。実家で済ませてきたので問題ないです」

「じゃあ、早速仕事にとりかかろうか」

「もうですか？　こちらにやってきたばかりなので、もう少しゆっくりなさっても問題ないと思いますが？」

「昨日ぐっすりと休んだから大丈夫だよ。それにできるだけ早くとりかかりたいし」

　自分が品種改良を施した作物が、こちらでも育つのかどうか早く確かめたい。仮に何かしらの調整が必要であれば、時間がかかることになる。

　もしものことを考えると、早めにとりかかっておくのがいいだろう。

「わかりました。イサギ様がそうおっしゃるのであれば」

　そんなわけで俺とメルシアはすぐに外に出た。

　新居の周りには昨日除草剤を撒いたからか雑草は生えていない。

　だが、少し外れた場所に移動すると、雑草が伸び放題だった。

「あっ、でも土は柔らかいや」

　歩いてみると、家の周囲とは明確に土の柔らかさが違った。

「この辺りは少し前まで細々と作物を育てていたそうです。その名残があるのでしょう」

　なるほど。そういう理由もあってケルシーはこの辺りの土地をあてがってくれたのか。

　放置されていたとはいえ、一度畑として使われた場所なら再利用しやすい。好都合だ。

「まずは除草しよう」

　畑を作るにせよ、まずは雑草が邪魔だ。

　メルシアにも除草液を渡し、畑として活用したい範囲の雑草を一掃する。

　とぽとぽと除草液を撒くと、周囲に生えていた雑草はすぐに枯れてくれた。

「……イサギ様の除草液はすさまじいですね。これを売るだけでぼろ儲もうけできそうです」

「そうなのかな？」

「はい。きっともう爆売れです」

　地味に調整を施すのが難しい代物だが、そこまでの人気が出るのだろうか。

　お金に困った時は、メルシアの言う通り売ってみるのも一つの手かもしれない。

　まあ、今は農業に専念したいので本当に困った時の一つの金策だ。

　枯れた大量の雑草はメルシアと一緒に端に避よける。

　雑草がなくなると土が露あらわになった。

　次はこれを耕していくのだが、手作業でやっていては時間がかかってしまう。

　ここでも使うのは錬金術だ。

「おっ、ちょうど邪魔な石があるし、これを元にしよう」

　畑の傍にある大きな石に触れると、錬金術を発動。

　石の成分を解析し、魔力を流すことで瞬時に形を変える。

　石が象かたどったのはゴーレムだ。

　体長は約二メートル近く、細かい動作ができるようにしっかりと手足まで作り込んである。だが、このままではゴーレムは動かない。いくら錬金術でもただの石人形を動かすことは不可能。だから、動力となる魔石をぽっかりと開けておいた胸元にはめ込んだ。

　すると、ただの石人形だったゴーレムが目を赤く光らせる。

　魔石から魔力が循環し、起動した証あかしだ。

「前に歩け」

　俺が命令をすると、ゴーレムは歩き出す。

　今度は後ろに下がるように命令すると、同じように後ろへと歩いた。

　魔石に刻まれた命令式は問題なく作動しているようだ。

　動きに不自然な点や命令を受け取るまでのタイムラグもほとんどない。

「うん、動作や魔力の流れに問題はないな。ゴーレム、この鍬すきを使って土を耕してくれ」

　マジックバッグから取り出した鍬を渡すと、ゴーレムはこくりと頷いた。

　鍬を振り上げてザックザックと土を耕し始める。

　邪魔な石を除去すると同時に頼もしい労働力を手に入れることができた。一石二鳥だな。

　人間とは根本的に馬力が違う上に、疲れを知らない体なので耕す速度が段違いだ。

　俺とメルシアが二人がかりで耕してもゴーレムの速度に追いつくことはできないだろう。

「イサギ様のお作りになるゴーレムは、やはり動きが違いますね。とても動きがスムーズでまるで人間のようです」

「単純労働に最適だからこそ、色々なことができるように工夫しているんだ」

　帝城にも宮廷錬金術師の作ったゴーレムが警備として動いていたが、彼らは侵入者を排除するという役割に最適化されていたせいか、それ以外の命令に対しての反応は緩慢だった。

　錬金術師にとってゴーレムは頼もしいパートナーだ。

　一つの役割だけでなく、色々な役割をこなせる存在でいてほしいと俺は思っている。

　ゴーレムが畑を耕していると、ケルシーがやってきた。

「イサギ君、一体あれは何だね？」

　俺たちの様子を見に来たら、いきなりゴーレムが畑を耕しているのが見えて驚いたのだろう。

「錬金術で作り出したゴーレムです。人を襲うようなことはないので安心してください」

「そ、そうか。錬金術師とは便利なのだな」

　納得したように頷いてはいるもののやはり気になるようで、ケルシーの視線はゴーレムに向いている。

　とはいえ、慣れればまったく気にならなくなるので時間の問題だろう。

「コホン。二人とも、もう仕事を始めていたのだな」

「はい。自分の作った作物がここでもちゃんと育つのか確かめたいので」

「イサギ君の見立てではどうだい？」

「土質が帝国とそう変わりはないので問題なく育つのではないかと思っています」

「それが本当であれば嬉しいものだな」

　ちなみにここまでメルシアは一切ケルシーの言葉に反応していない。

　除草液で枯らした雑草を黙々とひとまとめにしている。

　おそらく、住み込みで働く許可をケルシーから貰えなかったので拗すねているのだろう。

　ケルシーもそれがわかっているからか、どう接すればいいのかわかりかねている様子だ。

　板挟みになっている俺が一番気まずい。

「これからちょうど錬金術で作物を育てますのでよければ見ていってください」

　ゴーレムが土を耕し終えたので、俺はこれ幸いと作業を進めさせてもらう。

「う、うむ。他にも仕事があるので少しの時間だけ観察させてもらおう」

「大丈夫ですよ。上手くいけば、すぐに収穫できるようになりますから」

「すぐに収穫だと？」

　俺の言葉にケルシーは胡う乱ろんな顔つきになる。

　まあ、それはすべてが上手くいけばという話だし、口で説明するよりも工程を直接見せてあげる方が早い。俺はそれ以上の説明はせず、作業を進めることにした。










９話　錬金術師のチート農業




「まずは錬金術で作った特製の肥料を撒きます」

　マジックバッグから取り出したのは麻袋に入った肥料だ。

「原料は帝国で一般的に使われている肥料です。それらの素材を俺が独自に性質変化や強化を加え、より土の栄養がよくなるように調節してあります」

「…………？」

　また説明が煩雑だっただろうか？　ケルシーがすっかりと首を傾かしげている。

「……ざっくりと言いますと、痩せた土を強化するために錬金術で作った肥料です」

「そ、そうか！」

　大きくため息を吐かれながらであったが、ようやくメルシアが返答してくれたことでケルシーはとても嬉しそうだった。わかりやすいほどに尻尾が揺れている。

「申し訳ありません、イサギ様。気を遣わせてしまって……」

　麻袋の紐ひもを解ほどいていると、メルシアが申し訳なさそうに言ってきた。

「うん、互いに言い分はあると思うけど仲良くね。家族っていうのはかけがえのないものだから」

「……はい」

　俺には生まれた時から両親がいない。だから、家族である二人が仲なか違たがいしている姿を見ると、切ない気持ちになってしまう。喧嘩するなとは言わないけど、できるならば仲良くはしてほしい。

「じゃあ、肥料を撒いていこうか」

　気持ちを切り替えたところでメルシアと一緒に肥料を撒いていく。

　肥料の撒かれたところはゴーレムが鍬でかき混ぜていって、しっかりとした畝うねにしてくれる。

「土づくりができたところで種を蒔まきます」

「待て。土と肥料が混ざるまで放置するものではないのか？」

「通常の肥料を混ぜた場合はそうですが、俺の作った肥料は分解速度も引き上げられていますので、時間を空けて馴染ませる必要はありません」

　通常の畑であれば、土と馴染ませるために一週間から二週間放置しつつ、かき混ぜるわけだが俺の肥料には必要ない。土と混ぜたらすぐに種や苗を植えることが可能だ。

「イサギ君の作った肥料はすごいのだな」

「イサギ様なのですからこれくらい当然です」

　なぜかメルシアが自慢げに言う。

　ここまで持ち上げられると育たなかった時が非常に怖いので、無事に一発で育つことを願うしかない。

「では、俺が品種改良を施したジャガイモを植えます」

　最初に植えるのは救荒作物としても有名なジャガイモだ。

　プルメニア村でもいくばくか栽培されているらしいが、それでも豊富に収穫できるほどではないらしい。

　身近な作物で試す方が、より効果がわかりやすいだろう。

　帝国産のタネイモを畝の中に入れ、土を覆い被せてやる。

「あとは水をかければ、すぐに育って収穫できるはずです」

「いや、さすがにそんなにすぐにジャガイモが育つわけはないだろう。早くても三か月から四か月の時間は必要――ッ!?」

　ケルシーの言葉が途切れたのは、言葉の途中で芽が出てきたからだ。

　ニョキニョキと出てきた芽は、葉を茂らせて花を咲かせる。

　花が終わる頃には栄養分が根に回り、茎と葉が黄色くなってしなった。

　収穫できるようになった証だ。

「さて、どうだろう？」

　すっかりと太くなった茎をおそるおそる引っこ抜くと、根本には大きなジャガイモがたくさん実っていた。
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「よし、成功だ」

「おめでとうございます、イサギ様！」

「ありがとう」

　帝国と土質が似通っていたので成功する自信はあったのだが、それでもホッとした気分だ。

「し、信じられん！　たった一分でジャガイモが収穫できるなんて！」

　収穫されたジャガイモを見て、ケルシーは驚愕していた。

　ジャガイモは植え付けてから収穫まで三か月から四か月の期間を必要とする。

　たった一分で収穫できるなどあり得ない。

　さらにはまともに作物が育たない土地であれば尚更だ。

　ケルシーが驚くのも無理はない。

「試しに食べてみようか」

「では、シンプルにソテーにしましょう」

「お願いするよ」

　ジャガイモ本来の味を確かめるのであればシンプルなものの方がいい。

「天気もいいから外で調理をしちゃおうか」

「いいですね」

　俺はマジックバッグの中から調理器具を取り出す。

　腰を落ち着かせるためのイスは、錬金術で土を操作し、固めることで用意。

「これは何だ？」

「火を生み出すことのできる魔道具です。こんな風にボタンを押せば火がつき、レバーを操作すれば自在に火の強さを変えることができます」

　突然点火し、自在に炎の大きさを変える魔道コンロを見て、ケルシーは目を丸くしていた。

「街では便利な魔道具があるとは聞いていたが、これはすごいものだな。いつでも簡単に火を起こせるというのは有り難い。これもイサギ君が作ったのか？」

「こういった魔道具を作るのも錬金術師の仕事なので」

　錬金術師のいないプルメニア村では、こういった魔道具も普及していないようだ。

　とても便利なので普及させてあげたい思いはあるが、さすがに俺一人の作業で村全体に普及させるのはしんどいのでゆっくりおいおいとさせてもらおう。

　そんな会話をしている間にメルシアはジャガイモを洗い終え、包丁で厚切りにしていた。

　フライパンに油をひくと、コンロのレバーを調節して中火で炒める。

　こんがりときつね色の焼き色が付いたらひっくり返す。

　フライパンに蓋をして、弱火で四分ほど火を入れたら器に盛りつけて完成だ。

「できました。ジャガイモのソテーです。味付けはバターと塩、胡こ椒しょうがありますのでご自由にどうぞ」

「ありがとう、メルシア。ケルシーさんもどうぞ」

「うむ」

　ケルシーにも勧め、出来上がったばかりのジャガイモのソテーを食べる。

　口の中いっぱいにほんのりと甘みのあるジャガイモの味が広がった。

　熱を通されたばかりのジャガイモはとても熱く、口の中で転がしていくうちに崩れた。

「うん、美味しい！」

「味の方も問題ありませんね」

「うちの村で育てているものより味が段違いだ」

　ジャガイモを食べたケルシーは驚いている様子だった。

　痩せ細った土で育てられた故に、この村で育てられたジャガイモは味が薄いようだ。

　錬金術で強化した肥料、痩せた土地でも十分に育つように改良された俺のジャガイモと違いが出るのは当然と言えるだろう。

「……それに不思議と力が湧いてくるような？」

　過去にメルシアが食べた時もそうだったが、一口食べただけで気付くとは獣人というのは感覚が鋭敏なのだとわかる。

「改良を加えたジャガイモには、食べることで活力が得られるように調整もしているので」

「そんなことができるのか。錬金術というのは本当にすごいのだな」

　とはいっても、ちょっとした疲労回復効果や活力アップ程度だ。

　その気になれば、もっとパワーアップできるように調整もできるが、日常的に口にする食材にそこまでの強化は必要ないだろう。

　ほんの少しバターをつけて食べると、さらに美味しい。塩、胡椒を軽く振りかけて食べると、これまた美味しかった。

　ちょうど昼時とあってか俺たちは、あっという間にジャガイモのソテーを平らげた。

　メルシアが調理器具を洗いに家に戻ると、座っていたケルシーがおもむろに口を開いた。

「イサギ君が錬金術で改良した作物なら、この村でも育てることができるのか？」

「できます。できなくても、育てられるようにします。それが俺の仕事ですから」

　そのために俺はプルメニア村にやってきた。

　ならば、この村が豊かになるように力を尽くすまでだ。

「そうか。ならば思う存分にやってみてくれ。困ったことがあれば、俺が力になろう」

「ありがとうございます！」

　錬金術に懐疑的だったケルシーだが、この村の畑でジャガイモを育てた上げたことで有用性を認めてくれたようだ。村長がバックアップしてくれるのであれば非常に心強い。

「では、早速お願いがあります！」

「何だね？」

「畑をもっと広げてもいいですか？　ジャガイモを安定して供給するのは勿論、他にも色々と改良した作物があるので育ててみたいんです」

「構わん。そのためにここの家をイサギ君に譲ったんだ。この辺りには他の村人もいないから好きにしてくれていい」

「ありがとうございます！　では、ドンドンと作りますね！」

　ケルシーからさらなる開墾許可を貰ったので、俺は嬉々としてゴーレムに命令して畑を作らせることにした。










10話　錬金術師は作りすぎる




　ジャガイモ畑と同じように土に特製肥料を混ぜて、品種改良をした作物を片っ端から育てた翌日。家の傍にはジャガイモ、ニンジン、タマネギ、ほうれん草、トマト、キュウリ、ナス、カブと幅広い種類の作物が広がっており、通常なら春や冬に植えるであろうトウモロコシ、大根、ブロッコリーなども既に存在していた。

　これだけ種類が豊富で広範囲に広がった姿を見ると、もはや畑と言うより農園と言う方が正しいような気がする。

「ちょっと作りすぎたかな？」

「……かもしれません」

　冷静になって見渡すとつくづくそう思う。

　帝城では限られた土地しか使わせてもらえず、いかに少ないスペースで品種改良した作物を育てるか苦労していた。

　そんな抑圧されていた状態の俺たちが、好きなだけ土地を使ってもいいなんて言われたら舞い上がってしまうのも仕方がないわけで。要するに調子に乗って作りすぎたのである。

　保存自体はマジックバッグがあるので何とでもなるが、収穫が一番の難題だ。

「追加でゴーレムを作ることは可能でしょうか？」

「生憎、魔石を切らしていてね。今はこれ以上作ることができないんだ」

　その辺にある石や土を利用すれば、体を作ることはできるが、肝心の動力となる魔石がなければ動かすことはできないの。よって、ゴーレムを大量に生成することで収穫を乗り切るといった方法は実現できなかった。

「父と母を応援として呼びましょうか？」

「そうしてくれると助かるよ」

　俺たちだけで行えば、確実に半分は収穫期を逃すことになる。

　迷惑をかけることになるが、せっかく育てた野菜を台無しにしたくない。

　ケルシーも力になってくれると言っていたので、早速頼らせてもらうことにしよう。

「わかりました。少々お待ちを」

　メルシアはこくりと頷くとシエナとケルシーを呼ぶために実家へと向かった。

「よし、とにかく俺とゴーレムだけで頑張るか」

「にゃー!?　何これー？」

　ゴーレムを呼び寄せて腕まくりをしていると、後ろからそんな驚きの声が聞こえた。

　聞き覚えのある声に反応して振り返ると、メルシアの幼馴染みであるネーアがいた。

「あっ、ネーアさん。おはようございます」

「この村にこんな大きい畑なんてなかったよね!?　いつの間にできたの？」

　とりあえず、挨拶をしてみるが驚いているネーアはそれどころではない様子だった。

「昨日、作ったんです」

「どうやって？」

「錬金術です」

「いやいや、おかしくない？　イサギさんたちがやってきてまだ二日目だよ？　この村で作物が育つこと自体がおかしいし、もう収穫できるようになってるのもおかしいんだけど！」

「それをどうにかできるのが錬金術なんです」

「それしか言ってないじゃん！」

　だって、その通りなんだからそうとしか言いようがない。

「ネーア、イサギ君の言っていることは本当だ。実際、俺はイサギ君が錬金術で作物を実らせるのをこの目で見た。イサギ君が改良した作物なら、この村でも育つ」

　唖あ然ぜんとしているネーアと俺たちのところにやってきたのはケルシーだ。

　後ろにはメルシアとシエナもいる。

「ケルシーのおじちゃんがそう言うってことは本当なんだね。この村で農業なんてできっこないと思ってたけど、すごいじゃん！」

「ありがとうございます」

　称たたえるように俺の背中を叩くネーア。

　獣人だからだろうか予想した以上に力が強かった。

「それで今から収穫作業ってわけ？」

「はい。少し育てすぎてしまったので作業が大変です……」

「面白そうだし、あたしも手伝うよ！」

「本当ですか？　助かります！」

　これだけ作物が多いとなると、人手は少しでも多い方がいい。

　俺はネーアの申し出を有り難く受けた。

「ケルシーさんとシエナさんもいきなり手伝ってもらうことになってすみません」

「昨日の今日でここまで畑が広がるとはな」

「すみません。つい楽しくなってやりすぎてしまいました」

「全体的に食料が不足しているこの村で作物が豊かに実るのは素晴らしいことだ。気にしなくていい」

「これだけ大規模な収穫だなんてワクワクするわね」

　よかった。突然手伝ってもらうことになったが、ケルシーもシエナも純粋に喜んでくれているみたいだ。

　とはいえ、毎度こんな風に呼びつけたら迷惑だろうし、これからはきちんと収穫のことも考えて実験することにしよう。

　錬金術で収穫用のコンテナを作り上げると、それぞれが各作物の畑で収穫作業に移っていく。

　ゴーレムにはキュウリの収穫を命じて任せ、俺はナスの収穫にとりかかることにする。

　刺が刺さらないように手袋をつけて、ハサミを手に取る。

「うん、どれもいい色艶だ」

　実っているナスはどれも丸々としており、とてもいい色合いをしているのがわかる。

　成長が促進されているのでほとんどが収穫期に達していると言えるだろう。

　葉っぱをかきわけると、わき芽の根元をハサミで切る。

　不必要なわき芽をハサミで落としたらコンテナに入れる。

　あとはこれを延々と繰り返すだけ。

　だけど、その数が膨大なためにかなり時間がかかる。根気と体力が必要だ。

　特にこういった収穫作業は何度も屈かがんだり、立ち上がったりするために中々に腰にくる。

　キュウリ畑ではゴーレムがノシノシと歩いてはキュウリを収穫してコンテナに入れるのを繰り返していた。無尽蔵な体力がとても羨ましい。

「……ねえ、イサギさん。このトマトちょっと味見していい？」

　黙々と作業をしていると、畑を越えてきたネーアが笑みを浮かべながら言ってきた。

　まだ収穫中なのだが、きちんと許可をとりにきている。能天気なのか律儀なのかよくわからない性格だな。

　まあ、ネーアは関係者でもないのに善意で手伝ってくれているんだ。

　作業中の味見くらい目くじらを立てることもないだろう。

「いいですよ」

「わーい！」

　許可すると、ネーアは嬉しそうな声をあげてトマトを食べた。

「何これ！　めっちゃ美味しい！　あたしの知ってるトマトとぜんぜん違うんだけど!?」

「成長速度だけでなく、甘み成分も向上させているんですよ」

「錬金術ってそんなこともできるの!?　本当にすごいね！」

　驚きつつも食べる手は止めないあたり、収穫したトマトを相当気に入ってくれたようだ。

「俺も食べちゃおうかな」

「うんうん、イサギさんも共犯者になるといいよ」

　ネーアの甘い誘惑に乗った俺は差し出されたコンテナから真っ赤に染まったトマトを手に取る。ヘタもしっかりと緑色で皮の張りも見事だ。

　軽く布で表面の汚れを取ってしまうと、そのまま豪快に齧かじりつく。

　しっかりとした皮の中には柔らかい果肉がたくさん詰まっており、トマト特有の甘みと酸味が口の中で弾けた。

「うん、美味しい！　自分の好みの味に調整しただけはある！」

　ベースとなっているのは帝国産のトマトだが、あちらのトマトは甘みが少なくて酸味が強かった。それがどうにも気に入らなかったので甘みを増強させ、酸味を減衰させたのだが正解だったようだ。

　しっかりとした甘みのあるトマトは、まるでフルーツのようだった。

「……なんだかそちらの方だけ随分と楽しそうですね？」

　なんて風に一休みしながらトマトを食べていると、ぬっとメルシアが顔を出してきた。

　表情はいつもと同じように澄ましたものであるが、どことなく不満そうに感じる。

　ただ試食していたところを見られただけなのに、妙に焦るのはなぜだろう。

「俺は作物の味見をしていただけだよ。ほら、錬金術師として改良した作物の味は確かめておかないといけないし」

「でしたら、私も味見をします」

「ああ。うん。どうぞどうぞ」

　俺の隣にやってくると空のコンテナを置いて腰掛けるメルシア。

　そんなメルシアの姿を見たネーアがからかうような笑みを浮かべた。

「にゅふふ、少し見ない間にメルシアちゃんも可愛らしいことをするようになったね？」

　俺には意味がわからなかったが、二人の仲では通じる言葉だったらしい。

　メルシアがサッと頬を赤くすると、勢いよく立ち上がった。

「ネーア！」

「にゃー！　メルシアちゃんが怒ったー！」

　試食なんてそっちのけでネーアを追いかけるメルシア。

　なんかよくわからないけど二人とも楽しそうで何よりだ。










11話　錬金術師は準備を手伝う




　メルシア、ネーア、ケルシー、シエナに収穫を手伝ってもらうこと三日。

　ようやく収穫期の作物を収穫することができた。

　まだ収穫期に達していない作物が、ちょいちょいと残っているがそれは俺とメルシアで十分にこなせる作業量だ。

「これで収穫は終わりかな？」

「はい、終わりです！　手伝ってくださって本当にありがとうございました！」

　ネーアの言葉に頷いて頭を下げると、ケルシーやシエナもホッとしたような顔になった。

　一日ならまだしも結果として三日も手伝ってもらうことになった。本当にこの三人には頭が上がらない思いだ。今後はこんなことにならないように考えて作物の実験をすることにしよう。

「ところで収穫した作物はどうするつもりだ？」

　自らの行いを振り返っていると、ケルシーが尋ねてくる。

「こちらに越してきた挨拶としてプルメニアの皆さんにお配りしようかなと思っています。さすがにずっと保管しておくのもマジックバッグを圧迫するので」

　収穫したすべての作物を収納することができたが、容量的には結構限界だ。

　バッグの中に入れておけば、保存という面では問題ないが、日常生活や仕事を行う上ではもう少し軽くしておきたい。なんて理由も述べると、シエナがポンと手を合わせながら提案してきた。

「それなら宴を開いちゃうのはどう？　イサギさんの畑で穫とれた作物を作って料理を振る舞うの。村人全員に顔を見せることができるから挨拶も楽になるわよ」

「宴を開くとなると大変なのではないでしょうか？」

　帝城でもパーティーの類いが頻繁に行われていたが、準備がとても大変そうだったのを覚えている。

「イサギ様、宴とは申しましても帝城で行われるような豪ごう奢しゃなものではありませんよ。中央広場に人を呼んでイスやテーブルを並べるだけの気楽なものです」

　俺の想像しているパーティーに気付いたのか、メルシアがイメージを訂正してくれる。

「そうだった。帝城での生活が長かったから勘違いしていたよ」

　考えれば、ここは帝都ではない。

　帝城のような豪奢なパーティーと同じなわけがなかった。なんだか恥ずかしい。

「料理についても私やメルシアだけでなく、参加する村人たちも手伝ってくれるから問題ないわよ」

「でしたら、収穫した作物は宴で使っちゃいましょう！」

　この作物は俺とメルシアだけでは収穫することのできなかったものだ。

　だったら、手伝ってくれた皆や村のために使ってあげるのが正しい。

　この量だと俺とメルシアだけで消費しようにも年単位で時間がかかるだろうし。

「決まりだな。今夜は宴だ！」

「はい！　――って、今夜ですか!?」

　現在は日中。今夜となると、あと数時間程度しかない。

「じゃあ、村の人たちに声をかけて準備を進めるわ！」

　俺が戸惑うのをよそにケルシーやシエナは嬉しそうに頷いて動き出した。

　まさか今日の今日にやるとは思わなかった。

「大丈夫かな？　ちゃんと皆来てくれるかな？」

　俺は人間族であり、プルメニア村にやってきたばかりだ。

　そんな俺が錬金術で育てた作物を、この村の人たちは食べに来てくれるだろうか。

　帝都ではパーティーを開いたが、人望がないせいで参加人数が悲惨だったという事件もよく耳にしていた。それと同じことが起きないか心配でならない。

「当日でも皆さんいらっしゃると思います。何せこんな風に宴を開くなど久しぶりですから」

「にゃー！　ここに住んでる人はそういう楽しそうなの大好きだしね！」

　メルシアとネーアには確信があるのか、俺が抱いている心配はまるでしていないようだった。二人がそこまで言うならやってくる人が皆無ということはないのだろう。ウジウジと心配するのはやめて、二人を信じてどっしりと構えることにした。

「あたしは荷物を持って帰って準備してくるよ」

　作業道具を一通り片付け終えると、ネーアはたんまりと収穫した作物を持ちながら走っていった。一旦家に戻って宴の準備を手伝いに来てくれるのだろう。

「では、私たちは広場に作物を持っていきましょうか」

「そうだね」

　宴に使う食材は俺たちが持っている。早く運び込んであげないと準備ができないだろう。

　俺は作業着から私服に着替えると、メルシアと共に中央広場に向かった。

　中央広場にやってくると、既に大勢の村人たちがいた。

　舗装された地面の上には大きなテーブルやイスが並んでいる。

　しかし、集まってくる村人の数はそれ以上に多いからか、各家庭から追加でテーブルやイスを持ち出している様子だった。

「もうこんなにたくさんの村人が集まってるんだ」

　ケルシーやシエナが情報を広めて小一時間しか経過していないはずだが、既に多くの村人が集まって準備を始めていた。

　恐るべきは田舎の村の情報伝達力か、あるいは宴という楽しそうな催しに対する好奇心だろうか。

「あっ！　イサギさん！　ちょうどよかった！　そろそろ調理を始めたいから食材を出してくれると助かるわ！」

　想像以上の人の集まりに驚いていると、シエナがこちらに寄ってくる。

「わかりました。どこに置けばいいでしょう？」

「こっちのテーブルに置いていってくれれば、私たちが勝手に調理するわ」

　シエナの周りには多くの獣人女性たちが集まっている。

　たくさんの視線が集まり、いまかいまかと食材を吐き出すのを待っているようだ。

「わかりました！　では、食材を置いていきます！」

　俺はマジックバッグを開けると、収穫した食材をひたすらにテーブルの上に吐き出していく。

　その瞬間、わっと湧き上がるような歓声が出た。

「こんなにも食材がたくさん！」

「このトマト、とてもヘタが綺麗だし皮に張りもあるわ！」

「これ全部イサギさんの畑で収穫したものなの？」

「はい。シエナさんやケルシーさんたちに手伝ってもらいながら収穫しました。穫れたてですよ」

　なんて相あい槌づちを打つと、女性たちがきゃいきゃいと元気な声をあげながら食材を手にしていく。

「これだけ新鮮な食材を使うのは久しぶりだね。腕が鳴るよ」

「何を作っちゃいましょうか～？」

　などと言いつつも女性たちは食材を手にして、広場で食材の下ごしらえを始めた。

　口では迷っちゃうと言いながら手が休まないのは、既に何を作るか決定しているか、あるいは作りながら決めているのかもしれない。料理が得意な人ってすごい。

「それでは私も調理を手伝ってまいります」

「俺に手伝えることはあるかな？　せっかくだから何か手伝いたくて」

　俺が申し出ると、メルシアは周囲を見回して言った。

「でしたら、イサギ様のお力で大人数用の大きな鍋やフライパンを作ってくださると助かります。私が想定している以上に村人が集まってきているので」

　炊き出し用の大きな鍋やフライパンを持ち寄っているようだが、これだけ大人数の料理を作るには小さいように感じた。

「わかった。錬金術で作るよ」

　俺はマジックバッグから鉄塊を取り出すと、魔力を流して形状を変化させた。

「……これは大きすぎるかな？」

　帝都の騎士団や修道女たちが炊き出しで使っている大鍋をイメージして作ってみたが、さすがに大きすぎたかもしれない。

　およそ百リットルは入るだろう。空のままでもかなり重く、俺自身では両手でようやく持ち上げられるかといったところ。

　ここに食材が入っていくことを考えると持ち運ぶのは不可能なのではないだろうか。

　もうちょっと小さくしようと考えたところでメルシアがやってきた。

　彼女はぺこりと頭を下げると、大鍋を軽々と片手で持ち上げた。

「助かります。このサイズであれば、大人数用のスープ料理ができますので」

「あっ、うん。役に立てたようでよかったよ」

　呆あっ気けにとられながら見送った先では、メルシアが持ってきた大鍋を華きゃ奢しゃな女性獣人が軽々と受け取っていた。

　やはり人間族と獣人族では根本的な膂りょ力りょくが違うようだ。

　わかっていても重いものを軽々と持ち上げる姿には驚いてしまう。

　とはいえ、使いやすい大鍋のサイズがわかったのはいいことだ。

　俺は追加で大鍋を四つほど量産する。

　作り上げた瞬間にメルシアが調理場に運んでいく。

「イサギ様、次は大きなフライパンを五つほど作ってもらえると助かります」

「わかったよ」

　同じように錬金術で大きなフライパンを五つほど作ると、屋外の竃かまどに運ばれてカットされた食材と肉で豪快に炒めものが作られていく。

「このフライパン、とても使いやすくていいね！　ありがとう！」

「鍋も大きくてまとめて調理できるから助かるわ」

　鍋やフライパンを作り終えると、調理場の女性たちからそんな感想を貰えた。

　帝城での錬金術による作業は、ひたすらに流れ作業で割り振られたものを淡々とこなすだけ。たとえ、何かを加工しようと修理しようと感謝されることはない。

　だから、こうやって直接感謝されるのは初めてだった。

「ありがとうございます！」

　なんだかこういうのっていいな。










12話　錬金術師は種を分ける




　多くの村人が調理や準備を手伝ってくれたお陰で、日が暮れる前に宴の準備が整った。

　中央広場には多くの村人が集い、テーブルには多くの料理が並んでいる。

　野菜と香辛料をふんだんに使ったポトフにミネストローネ、たくさんの野菜と肉を使った炒め物、焼きトウモロコシ、生野菜サラダ、小麦粉を薄く伸ばして焼いたチャパティにローストチキンなど。

　俺が提供した作物だけでなく、狩人が持ってきてくれた肉や、各家庭が持っている秘蔵の食材や香辛料なども合わさっていた。

　普段は食べられない豪勢な料理らしく、集まっている村人たちはとても興奮しているようだった。腰を下ろしている獣人たちの尻尾がブンブンと揺れていた。

　俺も美味しそうな料理を前に涎よだれを垂らしてしまいそうな勢いだ。

「イサギ君、ちょっと来てくれるか？」

「はい」

　彩り豊かな料理を眺めていると、ケルシーに呼ばれたので前に出る。

「皆、今日は急な呼びかけにもかかわらず集まってくれて感謝する。食料に乏しい我が村でこれだけ豪勢な食材が集まったのは、先日越してきたイサギ君が錬金術によって作物を育て上げてくれたお陰だ」

　ケルシーは威厳を感じさせる口調で述べると、村人たちが歓迎するように拍手をしてくれて口々に感謝の言葉を述べてくれる。

　それらが落ち着くと、ケルシーはポンと俺の背中を叩いた。

　どうやらここで自己紹介をしろということらしい。

　いきなりハードルが高い。だけど、村人たちに顔と名前を覚えてもらういい機会だ。

「はじめまして、錬金術師のイサギです。先日この村に越してきたばかりで、わからないことも多いですが、何なに卒とぞよろしくお願いいたします」

「硬い！」

　少しバカ丁寧すぎたようだが、ケルシーの突っ込みのお陰で広場では笑いの声があがった。

「食材はまだまだありますので今日は思う存分食べてください！」

「そういうわけだ！　プルメニア村に加わった新たなる住民を歓迎して乾杯！」

「「乾杯！」」

　ケルシーが杯を掲げると、村人も同じように杯を掲げた。

　あちこちで杯がぶつかり合う音が響く。

　俺はケルシーやシエナと乾杯し、声をかけてくれる村人たちと乾杯を交わす。

　一通り杯を交わして元の席に戻ろうとしたら、なぜか他の村人が座って食事を始めていた。

　遅れてやってきた人が座ってしまったのだろうか。

「イサギ様、こちらが空いております」

　どうしようかと悩んでいると、メルシアから声をかけられた。

　周りにはネーアや同じ年齢くらいの女性が多くいるが、そこ以外に空いているところも見当たらないので素直にお邪魔することにした。

「料理は取り分けておきました」

「ありがとう」

　席に座ると、メルシアによって一通りの料理が取り分けられていた。

　甲か斐い甲が斐いしいのはいつも通りであるが、ネーアをはじめとする村人たちの視線が妙に生温かいのが気になった。

　とはいえ、今はそれよりも料理だ。

　目の前の深皿には豪快にカットされた具材が入ったポトフがある。もうもうと白い湯気を上げており、とても美味しそうだ。

　匙ですくって口に運ぶと、ニンジンとタマネギの甘みが口内を満たした。

「うん、美味しい」

　ごろりとしたジャガイモがほろりと崩れ、スライスされたキノコから豊かな風味が吐き出される。大きなウインナーからはしっかりとした肉の味を感じ、ほのかに混ざった胡椒がピリッと味を引き締めていた。

「にゃー！　こんなに野菜たっぷりのスープは久しぶり！」

「普段は多くても三種類程度だし、節約して屑くず野菜を使うことも多いもんね」

　すぐ傍ではネーアをはじめとした獣人たちが料理を食べてそんな感想を漏らしていた。

　俺の育てた食材で皆がこんなにも喜んでくれて嬉しい。

「でも、この宴が終わると、またいつもの食事に逆戻りなのか」

　しかし、一人の村人の言葉でどんよりとした空気に包まれる。

　これだけ豪勢な料理を食べられても、明日にはまた貧しい食事に戻ってしまう。

　そう思うと憂鬱になってしまうのもしょうがないだろう。

　だが、俺がやってきたからにはそんな生活を送らせはしない。

「安心してください。俺が品種改良をした作物であれば、この村でも栽培することができるんです。痩せた土地でもしっかりと育ち、寒さや病気にも強い。そんな作物の種を皆さんにお分けします」

　品種改良した作物を俺だけが独占しても意味はない。

　この村に住んでいる村人が各々で育て上げ、収穫できなければ、各家庭の食料レベルが上昇したとは言えないだろう。

　だから、俺はこの村の人たちにも品種改良した作物を育ててほしいと思っている。

「でも、それは錬金術師のイサギさんじゃないと育てられないんじゃないの？」

「急激に育てるには錬金術による調整が必要ですが、錬金術師じゃなくても短期間で収穫することは可能です」

　元々これらの作物は誰でも栽培できるように改良したものだ。錬金術師がいないと作れないのでは意味がない。

「じゃあ、あたしでもできるの？」

「はい。きちんと手入れをしてあげればネーアさんでも育てられます」

　ネーアの質問に答えると、周囲で聞いていた獣人たちがどよめきの声をあげた。

「ですから、もう一度皆で作物を育ててみませんか？」

「それが本当なら夢のようだ。だが、君はこの村にやってきたばかり。どうして俺たちにそこまでしてくれる？」

　改めて問いかけると一人の獣人が言った。

　品種改良をした作物を育ててみたい気持ちはあるが、やってきたばかりの俺がどうしてここまでしてくれるのか不思議でならないのだろう。

　獣人の疑問にメルシアがムッとして立ち上がろうとするが、俺は静止した。

「俺は孤児です。赤ん坊の頃に帝都の教会の前に捨てられ、配給される僅かな食料を奪い合い、それでも足りずにお腹を空かせながら過ごしてきました。だから、空腹の辛つらさは知っています。生きてきたからには誰だってお腹いっぱいに美味しい料理を食べたいじゃないですか」

　どんなに強い人でも、どんなに偉い人であっても空腹は等しく訪れる。

　貧しい食事をすれば心が荒すさみ、何のために生きているのかわからなくなる。

　そんな苦しい思いは誰にもしてほしくない。

　だから、俺は錬金術師となってからも、食材の研究をしていた。

　より多くの人が美味しい食べ物をたくさん食べられるために。

「……すまない。君を疑うようなことを言ってしまって」

「いえいえ、俺が逆の立場でも同じ疑問を抱きますから」

「イサギ君が品種改良したという作物の種を譲ってくれ。食卓が豊かになるなら俺も農業をやってみたい」

「俺も俺も！　山や森の恵みにも限りがあるしな！」

「私も農業をやってみたいわ！」

　質問をしてきた獣人がそう言うと、次々と獣人たちが集まってきて種を求めてきた。

「落ち着いてください。種はたくさんありますから！」

　俺はもみくちゃにされながらも村人に種を分け与えた。

　すべての村人が農業を始めるわけではないが、これだけ大人数の村人が農業を始めれば十分に食料がいきわたるようになるに違いない。これでプルメニア村の食料事情は大幅に改善されるだろう。

「よし、プルメニア村の新たな希望に乾杯だ！」

　ケルシーの音頭に村人たちはさらなる熱を帯びた声で応えた。










13話　錬金術師のいない帝国１




　イサギがプルメニア村で錬金術による農業を行っている頃――。




　レムルス帝国の錬金課を統括しているガリウスは、皇位継承権第一位のウェイス・ドレバンシェア・レムルス皇太子に呼び出されていた。

　レムルス帝国の錬金課に資金を回しているのはウェイス。いわば、ガリウスの上司となる人物故に、ガリウスが定期報告を行うのはいつものことだった。

　呼び出されたガリウスはいつものように定期報告を行う。

　今月は特に問題もない。むしろ、イサギを解雇し、魔道具やアイテムの製作を率先して行う錬金術師を雇い入れたために生産も上がっている。褒められることはあっても、叱責されることはないだろうとガリウスは思っていた。

　ガリウスからの一通りの報告を終えると、ジーッとイスに腰掛けて耳を傾けていたウェイスが口を開いた。

「ガリウス、今月はイサギについての報告がないのだが奴は何をしている？」

　第一皇子であるウェイスがなぜ平民であるイサギを気にかけているのか、理解ができないし、まるで繋つながりが見えなかったのだが、ガリウスはありのままを報告することにした。

　あの生意気な平民がいなくなったことを聞けば、きっとウェイスも気をよくするに違いない。

　内心でそんなことを思いながら笑みを浮かべて告げる。

「ああ、あの無駄飯食らいの平民は解雇いたしました」

「何？」

　ウェイスが満面の笑みを浮かべるだろうと思っていたガリウスは、予想とは違った反応に戸惑う。

「なぜ、イサギを解雇した？」

「帝国における錬金術師の役割は戦争のための魔道具とアイテム作成……それを最低限しかこなさず、土いじりばかりを行う彼は錬金課の足手まとい以外何ものでもありません。そもそも、尊き御方と貴族が住まう帝城に下賤な血を引く、平民がいるべきではありませんから」

「バカ者！　お前は何ということをしてくれたのだ！」

「は？」

　イサギを解雇したことについて褒められると思っただけに、ガリウスは硬直してしまう。

「イサギには錬金術によって作物を品種改良し、深刻な帝国の食料生産を改善するための役割を与えていたのだ！　あいつの作り出した作物に確かな希望があったからこそ、余は周囲を説得して軍事費のさらなる拡大をさせたのだぞ！　どうしてくれる！」

　込み上げた怒りをぶつけるかのようにウェイスはテーブルを叩いた。

　イサギとウェイスに面識があるとは知っていたし、数年前に興味を示していたことは知っていた。しかし、その興味が今も続いていると思っていなかったガリウスは叱責を受けて焦った。

「恐れながらイサギはそのような研究をしていましたが、奴ごときの実力で形になるとは到底思いません」

「貴様はそう言うが、余は実際に奴から提出された研究データや、城内にある実験農場を目にしたことがある。そこでは帝国と同じ土が使われ、従来の作物とは比べ物にならない速度で農作物が生産されていたぞ」

「そ、そんなバカな……」

「お前はイサギの上司であろう？　一体、部下の何を見ているのだ！　この無能め！」

　さらに鳴り響くテーブルの音。

　相手は未来の皇帝だ。

　ウェイスからすれば、自分のような地位の高い貴族でも虫けらのようなものだ。

　叱責を受け、印象が悪くなるだけで未来は真っ暗になってしまう。

　深刻な状態に陥ったガリウスは焦りに焦った。

　少し無言の時間が経過すると、ウェイスはゆっくりと深呼吸をして、心を落ち着かせた。

「……イサギが残した研究データや実験農場の作物はないのか？」

「ありません」

　イサギを辞めさせた当日に、ガリウスは彼が出ていったかをすぐにチェックした。

　小汚くて狭い工房兼私室には彼の痕跡はなくなっていた。

　宮廷錬金術師であれば、自作したマジックバッグを持っているのは当然だ。

　たとえ大きな荷物でもマジックバッグに詰めてしまえば、すぐに荷造りは終えてしまう。

　大きくて邪魔になるから残すといったことはほぼほぼない。

「チッ、それらがあれば他の奴らに引き継がせたものを……至急イサギを連れ戻すか、代わりとなる食料生産の改善案を提出しろ！」

「はい！」

　ウェイスからの勅命にガリウスは即座に身をすくめながら返事をし、そそくさと部屋を退出する。

　そして、しばらく城内の廊下を歩くとウェイスとのやり取りを思い出して、屈辱に身を震わせるのだった。










14話　錬金術師は森に向かう




　品種改良した作物の種を村人たちに分けることによって、プルメニア村では農業ブームがきていた。今までロクに育たないからと放置されていた土地が、ドンドン耕されている。

　そんな中、俺とメルシアはより土を掘りやすいように改良した鍬や、作物が育つための肥料を与えたりなど支援していた。

「このまま順調にいけば、多くの食材が収穫できそうです」

　長年夢見ていた光景だけあって嬉しいのだろう。土を耕す村人たちを見て、メルシアが穏やかな笑みを浮かべる。

　そんなメルシアに水を差すようで悪いが、現状には大きな問題がある。

「うん。でも、このままじゃいけない部分もあるんだよね」

「何かご心配なことでも？」

　俺の呟きを聞いて、メルシアが怪け訝げんな顔になる。

「今、俺たちが使っている肥料は帝国の肥料を改良したものなんだ」

「……つまり、数年後には今ほどの成長率は期待できないということですか？」

「うん、このままでいけばだけどね」

　俺や村人たちが畑で使っているのは、帝国の肥料を改良させたもの。

　マジックバッグには数百トン入っているのですぐになくなることはないが、数年後には尽きてしまうだろう。それまでにプルメニア村で生産できる新しい肥料を作らなければいけない。

　勿論、肥料がなくても俺の作物は育つが、収穫するなら美味しくて栄養たっぷりなものの方がいいに決まっている。

「そうですね。いつまでもイサギ様の懐から与えてばかりでは根本的に解決したとは言えませんから」

　商人に頼って帝国の肥料を買い付ける選択肢もあるが、プルメニア村が本当の意味で自立して豊かになるには、ここの材料で作り上げるのが一番だ。

「そんなわけで、この村で使われている肥料を集めたいんだ」

「かしこまりました。知り合いの農家に声をかけて肥料を分けてもらってきます」

　支援している村人の中には農家の人もいる。

　俺とメルシアは手分けして農家や元農家の人に声をかけて、使っている肥料や使っていた肥料を片っ端から集めていくことにした。

「……薄々予想していたけど、やっぱり少ないね」

「痩せ細った土地のせいで農業をしている方も少ないですから」

　午前中を費やして集まった肥料は、たったの三種類だった。

　この村は土が痩せているせいか、農業に向いていないのだ。

　ロクに農業も行えない土地で、豊かな肥料が存在するはずもなかった。

　現在では過去に試した肥料の中でいい感じのものを共有し、栽培できるものを細々と作っている感じらしい。

「ベースとしての素材はこれらでいいとして、もうちょっとこの村にある素材を集めたいかな」

　錬金術は素材を加工し、変質させる技術だ。

　良質な素材があればあるほど、選択肢は増えていき、より良質なものへと変えられる可能性が高くなる。これらを改良するためにもう少しこの村独自の素材がほしい。

「でしたら、森に入るのがいいでしょう。あそこならば、様々な素材が手に入ります」

「わかった。じゃあ、ちょっと行ってくるよ」

「私も同行いたします」

　方針が決まり、素材を集めに行こうとするのだが、なぜかメルシアが付いてこようとする。

「えっ？　メルシアも？　それは危ないんじゃないかい？」

「ご安心ください。私はメイドです」

「いや、身の安全とメイドに何が関係あるのさ？」

　これは冗談なのだろうか？　真顔で告げられると冗談なのか判断しかねる。

　クールな印象の強いメルシアならば、なおさらだ。

「メイドであれば、主を守るくらいの戦闘力は当然有しているということです」

　首を傾げる俺にメルシアは堂々と言った。

「そういうものなの!?」

「はい。そういうものです」

　ええ？　帝城にいる他のメイドはとても戦闘ができるようには見えなかったんだけど。

　メルシアの身体を眺めてみるも、とても戦えるようには見えない。

　まあ、それは俺も同じなんだけど、本当に大丈夫なのだろうか？

「昔から森には何度も入っております。案内役がいれば採取もスムーズです」

　俺の心配など不要とばかりに淡々と告げるメルシア。

「そりゃ、助かるけど危なくなったらすぐに後ろに下がるんだよ」

「いえ、前に出ます」

「なんで!?」

「主をお守りするのがメイドの使命なので」

　キリッとした顔で告げるメルシア。

　本当に大丈夫なのだろうか。

　もし、魔物と遭遇することがあれば、俺が率先して対処することにしよう。
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　プルメニア村から小一時間ほど歩いて平地を越えていくと、緑豊かな森に辿り着いた。

「獣王国だからか帝国とは植生が微妙に違うね」

　俺が見てきた植生といっても、帝国の周囲や道中での景色と少ないものであるが、一目でわかるほどだ。

　やたらと高い木々が生え、葉っぱの形が見たことのないものが多い。

　それに木の実や果物も色鮮やかで奇妙な形をしているものがたくさんある。

　この星形の木の実とか、何なのだろう？

「自然界の競争が激しく、動物だけでなく植物までも独特な進化をしていますから。その星形の木の実などは、触れると酸が出るので触れないでください」

「はい」

　メルシアにさりげなく注意されてサッと手を引っ込める。




【アシッドスター】

　獣王国南部の森に自生している植物。

　果実は星のような形をしており、斑まだら模様が入っている。

　ゴツゴツとした表皮とは裏腹に果肉はとても柔らかく、迂う闊かつに握ると内部にある酸が飛び出す。

　酸にかかってしまった場合はすぐに水で洗い流し、治療する必要がある。




　錬金術師に備わった力で鑑定してみると、メルシアの言う通り危ない木の実だった。

「危ない木の実だね」

「きちんと水で洗い流し、加工すれば水筒の代わりにもなるので便利な植物です」

　酸を蓄えることができるからか、水分には強いらしい。

「面白いから採取しておこう」

「では、私が支えておきますね」

　メルシアが下から丁寧にアシッドスターを持ち上げて、俺は採取用のハサミで茎を切る。

　パチンと音が鳴ると、アシッドスターは綺麗に切り離された。

「酸はどうされますか？」

「採取しておきたい！　何かに使えるかもしれないし！」

　錬金術で酸性分を強化すれば、より凶悪な強酸液にすることができるし、除草液の材料として使えるかもしれない。どのようなものでも素材になることがあるので、ピンときたものはできるだけ採取するようにしている。

　アシッドスターを慎重に持って軽く針を刺す。

　すると内部に蓄えられていた黄色い酸性液が落ちてくるので採取瓶に入れる。

　これで採取は完了だ。採取瓶とアシッドスターをマジックバッグに収納。

「いやー、やっぱり実地での採取は楽しいな！」

「帝国ではあまりさせてもらえなかったのですよね？」

「そうなんだよ。素材の採取なんて騎士団や冒険者に任せればいいって言われてやらせてもらえなくて。こうやって実際に素材を見て、向き合うことで閃ひらめくこともあるっていうのに」

　宮廷錬金術師になれたお陰で素材が勝手に集まってくるようになるのはいいことだが、身動きがとりづらくもなってしまった。だから、こうして自由に採取に赴けるのは実に楽しい。

　見習い錬金術師の頃を思い出すようだった。

　アシッドスターを採取すると、俺とメルシアは奥へ進んでいく。

　当然、森の中なので舗装された道などはないが、頻繁に採取に出入りしているからか地面は踏み固められていて歩きやすい。

　とはいえ、ロングスカートにフリルのエプロンを着けた状態で歩きやすいわけじゃないんだけどな。

　前を歩くメルシアは相変わらずメイド服だ。これで本当に戦えるのだろうか。

　訝いぶかしんでいると、メルシアの足がピタリと止まった。

「ッ！　イサギ様、魔物です！」

　視界にはまったくそれらしい存在はいない。

　が、ジッと止まって気配を探ってみると、確かにそれらしい気配があるのがわかった。










15話　錬金術師はメイドの事情を知る




「よくこの距離で気付いたね」

「獣人ですので音を拾うのは得意です」

　メルシアが得意げに言ってほどなくすると、前方から大きな猪いのししが姿を現した。

　高さは二メートルを超える大きさでかなりデカい。

　灰色の分厚い毛皮に覆われ、成人男性の腕よりも太い凶悪な牙が二本ずつ生えていた。

　錬金術師による鑑定は素材の構造を見抜くもの。この猪がどれくらいの筋肉量や脂肪量を保有しているかはわかるが、生きている動物や魔物の名称などを知ることはできない。

　ただ、動物と魔物には大きな違いがある。それは魔力を保有しているかどうかだ。

　目の前にいる大きな猪は魔力を保有しているので、魔物ということになる。

「この魔物は？」

「ディアブルという魔物です。荒っぽい気性をしており、牙を生かした突進をしてきます」

　メルシアの言う通り、かなり好戦的な魔物らしい。突然、獣人と人間に出くわしたのに、ディアブルはやる気満々だった。脚で地面を掻いて唸り声をあげている。

「イサギ様、ここは私にお任せください」

　このメイド、本当に前に出た！

　悠然と前に歩いていったメルシアを前に、ディアブルが猛然と突進していく。

　前方に伸びた凶悪な牙はメルシアの身体よりも大きく、貫かれれば命はないだろう。しかし、大きな牙はメルシアを捉えることはなかった。

　気が付けば、メルシアは宙を舞っていた。

　獣人の脚力を生かしたノーモーションからの跳躍だろう。まったく前動作に気付かなかった。

　彼女は空中でグッと拳を握りしめると、ディアブルの横っ面を殴りつけた。

　巨体が大きく吹っ飛び、進行方向にあった木々がへし折れる。

「ええっ!?」

　冗談みたいな光景を見た俺は唖然とした。

　相手の体重は推定で一トン近くはある。

　それを華奢なメルシアが殴り飛ばすなんてどんな冗談だろうか。

　殴り飛ばした本人は猫のように軽やかに着地を決めると、パンパンとエプロンに付いた砂すな埃ぼこりを払っていた。

　殴り飛ばされたディアブルを見に行くと、白目を剥いて動かなくなっていた。

「……一撃だ」

「イサギ様のお手を煩わせるわけにはいきませんので」

　偶然などではなく、狙ってやったらしい。

「ねえ、メルシアって本当にただのメイドなの？」

　獣人だから身体能力が高いのはわかっていたが、メルシアの戦闘力は明らかに異常な気がする。

「……メイドです。が、獣人である私が帝城で仕えることができたのは、この戦闘力が買われていたからだと思います」

　帝国では獣人を見下す風潮がある。

　それなのに彼女が帝城で働くことができたのは、美しく仕事ができたということ以上に、高い戦闘能力を期待されていたようだ。

「それでやたらと夜間勤務が多かったんだ」

「はい。私は夜目が利きますし、メイド姿ですと油断を誘いやすいですから」

　とても実感がこもっているような気がする。

　今まで帝城に侵入してきた者は何人いるのだろう。

　聞きたいけど、ちょっと怖くて聞けないや。

「近頃は暗部の方への勧誘が激しかったので、イサギ様と同時に退職できたのは本当によかったです」

　なんだかシレッと聞いてはいけない帝城の闇を聞いた気がする。メイド長にやたらと引き留められたと聞いたけど、もしかしてそっち方面の理由もあったのだろうか？
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「そんな事情があったなんて知らなかったけど、帝城で俺みたいな人が無事に過ごせていたのは、メルシアのように頑張ってくれた人がいたからだよね。本当にありがとう」

　踏み込んではいけない匂いがプンプンするが、感謝の気持ちだけは伝えておきたかった。

　彼女のように頑張ってくれる人がいたから、俺たちは平和に過ごすことができたのだろう。

「いえ、夜間警備もメイドの仕事なので当然です」

　感謝の気持ちを伝えると、メルシアはそっぽ向きながら言った。

　いや、普通は帝城に仕える騎士の仕事だと思うけど、それを突っ込むのは野暮だろう。

　相変わらずクールだなと思ったけど、尻尾はブンブンと揺れていた。
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　魔物の体内には魔石というものがある。

　魔石には魔物が大気から微量に取り込んだ魔力や、捕食によって得た魔力が宿っている。

　錬金術師はそんな魔石を利用することで、魔道具やアイテムといった加工品を作り上げているのだ。

　つまり、魔石はいくらあっても困らないので、錬金術師にとって実に大切な素材だ。

「さてさて、ディアブルの魔石はこの辺りかな？」

　倒したディアブルに近づき、魔力の流れを確認。

　胸部に魔石があることを見抜き、ナイフを動かしていくと体内に紫水晶のようなものが見えた。これが魔石だ。

「すごい！　とても大きい上に魔力の質がいい！　この魔物って、かなり大物？」

「いえ、この森で出現する平均的な魔物かと思います」

「えっ、これで普通なんだ……」

　両手で支えるような大きな魔石なんて帝都では滅多に手に入らない。手に入ったとしても、かなり稀き少しょうで高額となってしまうのだが、ここではこれが普通のようだ。

　となると、このレベルの魔石がたやすく手に入ることになる。

「……ねえ、メルシア。プルメニア村の周りではよく魔物が出現したりする？」

「それはもうかなりの数が。定期的に間引かなければ、村に群れが押し寄せてくることもあるほどです」

　どうやら周囲に生息する魔物の数は膨大らしい。

「それなら、魔石を肥料の素材とするのはアリかもしれないね」

　帝国式の肥料では別の魔力素材を組み合わせていたが、魔石をバンバンと使えるのであればこっちの方が早い。

　実際にそれで肥料が作れるかは未知数だが、俺の勘ではいくつかの素材を組み合わせればいけると思う。

「かしこまりました。では、魔石を多めに集めることにしましょう」

「うん。そういう方針ってことで、次の魔物を探そうか」

「イサギ様、少しだけお時間をいただいてもいいですか？　ディアブルの肉はとても美味しいので持ち帰っておきたいです」

「あっ、ごめん。肥料に必要な素材のことしか考えてなかった」

　自分が興味のある素材を手に入れると、他のものに興味がなくなるのは錬金術師の悪い癖だ。

　今は新しい土地で新生活を送っているのだ。

　帝城で働いていた時のように衣食住が保障されているわけではない。

　きちんと生きていく上で必要になる食材は自分で手に入れ、食い扶ぶ持ちも自分で探さなければいけない。これまでのように素材だけ仕入れて、依頼されたものを作っているだけでは今までと何も変わらないんだ。

「メルシア、俺にも解体の仕方を教えてくれないか？」

「私でよければ」

　頼み込むと、メルシアはにっこりと笑って解体の仕方を教えてくれた。










16話　錬金術師は鉱石を集める




　ディアブルの解体を終えると、俺とメルシアは肥料に必要になりそうな素材を採取。その道すがら魔物を積極的に倒しては魔石を回収という動きを繰り返した。

「うん、これだけあれば肥料を作ることができそうだよ」

「かしこまりました。では、村に戻りますか？」

　メルシアに提案されて俺は少し考える。

　森の奥深くまでやってきたせいか、前方には大きな山が見えていた。

　空はまだ青く、日が暮れるまでに時間はある。

「……どうせなら山も調査したいかな。見たところ鉱石がありそうだし」

　採取しながら進むごとに、徐々に土質が変化していき、鉱石の類いが発見できるようになった。

　間違いなくあの山には鉱石がある。

「そうですね。あの山からは鉱石が産出されます。ですが、今から採掘するとなると、かなり時間がかかりませんか？」

「大丈夫。俺には大体どの辺りに鉱脈があるかわかるから」

　何せ俺は錬金術師だ。物質の構造を見抜く能力には長たけているわけで、当然どの辺りに鉱石があるかわかるわけで。無駄なく狙い打ちして採掘ができるということになる。

　今から山に向かって採掘をしても、日が暮れる前に村に戻ることができるだろう。

「でしたら問題なさそうですね。採掘ポイントに案内いたします」

　そんなわけで俺とメルシアは続けて山も調査することにした。

　平坦な道から険しい傾斜道へと変化していく。

　この辺りになると、人の通った形跡は薄くなっており踏み固められている道も少なく、切り立った崖のようになっている。

　俺が慎重に足を進めていく中、前を歩くメルシアは軽やかに進んでいく。

　猫獣人だからこれくらいの悪路もなんてことはないのだろう。そうだとしてもロングスカートにパンプスであれだけ動けるのはすごい。

「イサギ様、大丈夫ですか？」

　メルシアが振り返り、心配そうな声をかけてくる。

　運動音痴というわけではないが、彼女からすればモタモタと付いてくる俺の動きは非常に危なっかしく思えるのだろう。こちらを見つめる瞳が「抱きかかえて進みましょうか？」と言っているように感じる。

「ありがとう。大丈夫だよ」

「そうですか」

　甘えたい気持ちもあるが、俺にも男としての意地があるので我慢だ。

　しっかりと返事をしながら足を前に進める。

　メルシアにチラチラと心配げな視線を向けられながら進んでいくと、やがて大きな横穴が見えた。

「……はぁ、はぁ、ようやく着いた？」

「はい、イサギ様。こちらが坑道となっております」

　息を荒くして額から汗を流す俺とは反対にメルシアは涼しげな顔をしており、汗一つかいていなかった。

　その事実にちょっと情けなさを感じながらタオルで汗を拭い、水分補給。

　呼吸と喉の渇きが落ち着いたところで横穴を眺める。

　男性が四人ほど横並びになっても通れそうなほどの幅だった。

　天井や壁は土を焼き固めることで崩落を防止しているらしい。

　とはいえ、錬金術師からすれば少し心許ない処理だ。

　それに単純に年月が経過することによって風化したり、もろくなったりしている部分がある。

「イサギ様？」

　壁をペタペタと触っている俺を見て、メルシアが不思議そうに首を傾げた。

「老朽化していている部分があるから補強してもいいかな？」

「是非、お願いします」

　メルシアの許可を貰ったので錬金術を発動して、魔力で土を圧縮して硬度を上げた。

　手当たり次第に硬質化すればいいというわけじゃない。全体のバランスを見ながら、必要なところだけ強化してやる。

「うん、これでちょっとやそっとで崩落することはないよ」

「大昔に掘られたものなので限界がきていたのでしょう。崩落が起こる前にイサギ様が処理をしてくださって助かりました」

　正直、いつ崩落してもおかしくない状態だった。

　採掘に来た人が事故に巻き込まれる前に、俺が対処できたのは幸運だっただろう。

「では、中に案内いたします」

「お願いするよ」

　メルシアに先導してもらって、俺は横穴に入っていく。

　坑道内は薄暗く、太陽の光が届かなくなると真っ暗になった。

　メルシアは何ら変わらぬ様子で歩いていくが、さすがに真っ暗な状態で歩いていくのは怖い。

「……ねえ、メルシア。ここには灯あかりとかないの？」

「あっ、すみません。私たち獣人は夜目が利きますので、多分そういったものは設置されていないかと思います」

　思わず尋ねると、メルシアは失念していたとばかりに言った。

　坑道内に灯りがないなんて普通ならあり得ないのだが、村人のほとんどが獣人のプルメニア村では普通なのだろう。

「真っ暗じゃちょっと怖いから灯りをつけるよ」

　マジックバッグから俺はランプ式の魔道具を取り出した。

　スイッチを付けると、内部にある光魔石が反応して光がついた。

　真っ暗だった坑道内が明るい光によって照らされる。

「魔道具は私がお持ちします。イサギ様は鉱石の探知に集中なさってください」

「ありがとう。助かるよ」

　先導するメルシアにランプを持ってもらい、俺は壁を触りながら探知する。

　魔力を流し、意識を壁の奥へと浸透させて物質を読み取っていく。

「……あった。この辺りに大きな鉱脈がある」

　そうやって進んでいくことしばらく。坑道内の傍を走る大きな鉱脈を見つけた。

「では、私が掘りましょう」

「いや、その必要はないよ」

　通常ならばツルハシを使って土や岩盤を砕いていくのだが、錬金術師ならばそんなことをする必要はない。

　錬金術は魔力を流して物質の性質を強化することができる。

　ならば、その反対のことができるのも道理。魔力を流すことによって物質を脆ぜい弱じゃく化させることができ、構造的弱点に力を加えることで破壊することも可能なのだ。

　俺は錬金術を使用した。土壁に魔力が流れ、ひとりでに砕けていく。

　土塊が出てくる中に混じってゴロゴロと鉄鉱石が出てきた。

「鉱石の回収をお願い」

「わかりました」

　メルシアはランプを地面に置くと、採掘された鉱石類をひとまとめにしてくれる。

　俺はメルシアのところに大きな土塊が落ちないように注意しながら、大きな石や岩盤を砕いて掘削していく。

　鉱脈を狙い打ちしているので掘る度に鉱石の類いが出てきて楽しい。

「イサギ様、少しだけペースを緩めてください。足元が鉱石で埋まってしまいます」

「あっ、ごめん。掘るのが楽しくてつい」

　どうやらメルシアがまとめるペースを超えて掘り出していたらしい。

　言われて冷静になった俺は掘削するのをやめた。

「さすがはイサギ様ですね。鉱脈を見抜く力だけでなく、このような掘削技術もあれば各鉱山で引っ張りだこになりそうです」

「すべての錬金術師が見抜く力に長けているわけじゃないけど、重要な鉱石が発掘された場所に宮廷錬金術師が派遣されることはあるよ。給金はとてもいいけど、採掘場での生活は辛いから不人気なんだ……」

　そのような生活を宮廷務めの貴族たちがやるわけがなく、罰則労働のような扱いとなっていたりするのが現状だ。

　俺の場合は研修とか言いがかりをつけられて、無理矢理赴任させられたりしたけどね。

　なんて昔のことを思い出しながら、掘り出した鉱石をメルシアと共に確認。

「鉄鉱石、銅鉱、鉛、魔力鉱、僅かながら金や宝石類もありますね」

「さすがにミスリルやアダマンタイトはないか……」

　ミスリルとはガラスのような透明な輝きを放ち、この世界で最高の魔力伝導率を誇るとされている鉱石。アダマンタイトは世界でもっとも硬いとされている鉱石だ。

「この村で採掘されたという話は聞いたことがないですね」

　それらがあれば錬金術にもっと幅が出るのだが、この山では発掘されたことがないようだ。

「そっか。まあ、そっちについてはおいおい手に入れればいいや」

　地下深くを探っていけば可能性があるが、今そこに情熱を注ぐほど優先するべき事柄でもない。今はプルメニア村の食料事情を改善するのが優先だからね。

「鉱石をそれぞれの種類ごとに分けてくれる？　先に抽出しちゃいたいんだ」

「かしこまりました」

　鉱石類には不純物が混ざっているものだ。

　どうせあとで取り除くことになるし、この場でまとめて抽出してしまうのがいい。

　メルシアに鉄鉱石をひとまとめにしてもらうと、俺は錬金術を発動して抽出を開始する。

　たくさんあった鉄鉱石はあっという間にカサを減らし、純度の高い鉄のブロックとそれ以外の不純物へと分けられた。

　不純物の方に使い道はないので、そのまま砕いて土に還かえしてあげる。

　そうやってそれぞれの鉱石の必要な成分だけ抽出し、コンパクトなサイズにしてマジックバッグに収納した。

「たくさん鉱石が手に入りましたね」

「うん、これなら色々と作れそうだよ」

　畑で働かせているゴーレムを増やすことは勿論、素体だって強化してやれるし、便利な農具だってもっと作れる。それに開発を見送らせていた工房だって作れるだろう。

　手に入れた素材で何を作ろうかと考えるだけで頬が緩んだ。










17話　錬金術師は工房を作る




「イサギ様、本日は肥料を作られますか？」

　森と山で素材を集めた翌日。朝食を食べ終わるなりメルシアが尋ねてきた。

「その前に工房を作ろうかと思うよ」

　早速肥料作りといきたいところであるが、本腰を入れて作るのであれば今の作業場よりも、より広くて便利な工房で作った方が早い。

　とはいえ、作るのは住んでいる住宅の中ではなく、少し離れたところに家を建ててそこを工房にするつもりだ。

　錬金術による加工が失敗すれば、爆発で建物が吹っ飛ぶことだってあるし、加工の過程で激臭を発生させるものもある。そういった被害を最小限に済ませられるように、工房は住宅とは切り離した方がいい。

「私もお手伝いいたしましょうか？」

「いや、一人で十分だよ。メルシアは畑の作業をしてくれると助かるかな」

　工房に関しては錬金術で作り上げるためにメルシアが関われる仕事は少ない。内装に関しても俺が使いやすいように弄いじくり回すので、二人で作るよりも一人で作る方がやりやすい。

　あとは単純に畑の方が心配だ。

　収穫してからまだ数日しか経過していないが、あの成長速度から考えると、既に第二陣の収穫期が到来していそうである。

「かしこまりました」

　メルシアはこくりと頷くと畑に向かい、俺は家の裏側に回った。

　既に脳内でどのような工房にするかは決めてある。自分だけの工房を持つことは夢の一つだったからだ。

　作業に着手する前から俺の胸は高鳴っていた。

　帝城にいた時は素材こそ手に入りはしたけど、こんな風に自由に考えたり、作れたりすることは少なかった。

　手に入れた素材で何をどんな風に作ろうと考えられることが、こんなに幸せなことだとは思いもしなかったな。

「じゃあ、早速始めようか」

　まずは工房をどれくらいの大きさにするか決める。

　歩き回りながら長さを測り、地面に杭くいを打ち、ロープでつないで敷地面積を確定させた。

　夢は大きく、ドンと工房は大きくといきたいところであるが、あまり大きすぎると管理や維持が大変になる。お世辞にも俺はそれらが得意とはいえない。

　メルシアに頼めば問題ないのだろうが、さすがに住宅地と工房の二つの建物の管理は彼女でも大変だろう。それに今は畑の仕事もあるし、これ以上の負担はかけるべきではない。

　当初の予定通りの大きさにしておこう。

　内装に関しては作業場や保管部屋などがあれば問題ないので、複雑に部屋を仕切る必要はない。

　住宅と同じように木材を錬金術で加工させ、工房を作り上げていく。

　しかし、今回はこれだけで終わらない。

　工房に関しては建物自体の強度を上げるために煉れん瓦が造りにする。

　耐熱性、断熱性、保温性、耐久性などに優れているので非常に頼りになる。

　ただこちらに関しては木材のように錬金術で変形させて組み立てるだけでは強度が不十分だ。きちんとモルタルを作って積み上げる必要がある。

　モルタルに必要な材料は砂、セメント、水の三つだ。

　箱の中にセメントと砂を入れる。セメントが一に対して砂は三といった割合。

　錬金術を使用して二つの素材を混ぜ合わせる。

　通常なら手作業だが、錬金術を使えば瞬時にムラなく混ぜ合わせることが可能だ。

　こういった混ぜる作業でも錬金術はとても便利だ。

　調理にも応用できるので、自宅でパンを作る時などは積極的に使用している。

　メルシアには微妙な顔で見られてしまったが、便利なものは使っていくのが俺の方針だ。

　セメントと砂が均等に混ざると中央に穴を作り、少しずつ水を注ぎ、また錬金術で混ぜ合わせる。ダマがなくなり、耳たぶ程度の硬さになればモルタルの完成だ。

　マジックバッグから大量の煉瓦を取り出すと、外壁に沿うように煉瓦を積んでいく。

　モルタルを適量取ると、積んだ煉瓦の上に塗って、その上に煉瓦を置いていく。

　手作業でやると時間がかかってしまうので煉瓦にレピテーションをかけると、モルタルを塗ってドンドンと積み上げていく。

　それをひたすらに繰り返すと小一時間もしないうちに外壁が煉瓦に覆われた。

「おお、煉瓦を積むだけで随分と雰囲気が出るな」

　赤をベースにブラウン、ピンクを織り交ぜたブレンド煉瓦を使っているだけに、様々な色合いが見えていてとても綺麗だ。

　積み上げた時から既にアンティークな雰囲気が出ている。とてもいい感じだ。

「さて、次は内装を仕上げていこうかな」

　外壁が上手くいくと内装も凝りたくなる。立派な外観をしているのに、中に入った瞬間にガッカリなんて風にはなってほしくないからね。

　そういうわけで気合を入れて内装も錬金術で整える。

　壁は漆しっ喰くい。ただ完全な真っ白じゃなく、オフホワイトなベージュ色。温かみを持たせながら明るさを維持。暖炉を設置する予定の場所には耐火煉瓦を積み上げ、内装にもアンティークな雰囲気を取り入れる。床は木材の材質を変えて、深みのある色合いのものにした。

　大きな作業台やイスなどの家具を設置し、錬金釜、試験管、ビーカーなどの錬金道具を配置すれば内装は一通り整った。

「うんうん、錬金術師の工房らしくなったじゃないか！」

　帝城では狭い倉庫しか与えられなかった。しかも、寝室と兼用。

　それがプルメニア村にやってきた途端、広い住宅と大きな工房を作り上げられるようになった。これだけでもこっちにやってきた甲斐があるというものだ。

　一から作り上げた自分の工房に強い達成感と感動を覚える。

　瓶を保管するための棚やレシピを保管するための本棚、休憩用のソファーなどと足りないものはあるが、そういったものはおいおいと追加していけばいいだろう。

「イサギ様、メルシアです。入ってもよろしいでしょうか？」

　内装を見渡して浸っていると、玄関の扉をメルシアがノックした。

　この感動を共有したかった俺はすぐにメルシアを招き入れた。

「外壁も綺麗でしたが、内装もとても綺麗ですね」

「でしょ？　樹脂の比率を変えることによって壁の明度を低くして、眩しさを抑えているんだ。こうすることで光の反射率が変わって、眩しすぎない温かみのある色になるんだ。それに一部分の壁にも煉瓦を取り入れることで内装にもアンティークな雰囲気を取り入れてみたよ」

　工夫した点を語ってみせると、メルシアは微笑みながら頷いて聞いてくれた。

　錬金術師ではない彼女には、専門的な部分はわからないと思うが、耳を傾けてくれただけで嬉しかった。

「おめでとうございます。ようやくイサギ様に相応しい工房が手に入りましたね」

「ありがとう。これなら思う存分研究ができそうだよ」

　帝城で与えられていた工房は狭すぎて物理的にできない研究もあった。

　しかし、新しく作った俺の工房は帝城のものよりも何倍も広い。

　これならスペースを気にする必要もないし、今までできなかった研究もいっぱいできる。

　これからの錬金術師生活を妄想するだけで口元が緩んでしまうな。

「こちらも家具などは私が手配しても構いませんか？」

「うん、お願いするよ」

　そういった内装を整えるのであれば、美的感覚がより優れているメルシアにやってもらった方がいい。そこに関しては自宅の方で証明されている。彼女に任せれば、この工房に合うような家具を見繕ってくれるだろう。

「あっ、できれば仮眠用のベッドがあれば置いてほしいかな」

「それは却下します」

　ついでに要望を伝えると、メルシアはにっこりと笑いながら否定した。

「なんで!?」

「こちらにベッドを運び込んでしまうと、イサギ様は自宅に戻るのを面倒くさがって工房で寝てしまいますから」

「えー！」

「ごねたってダメですよ。こればかりは譲れません」

　俺は仕事に没頭すると私生活を疎かにする傾向がある。長年、一緒に仕事をしていただけあって、俺がどんな風な生活をおくるかメルシアはよくわかっているようだ。

　ベッドが難しいなら仮眠用にソファーでも設置しておこうかな。

　なんて考えていると、俺の考えを見透かしたのかメルシアがグッと近寄って言う。

「イサギ様が健康的な生活を送るためにも、きちんとご自宅で就寝なさってくださいね？」

「わ、わかりました」

　微笑みながらの圧のこもった言葉に俺は頷くのだった。










18話　錬金術師は肥料を作る




「よし、早速肥料を作ろうかな」

「お手伝いいたしますね」

　工房が完成したので肥料づくりにとりかかることにした。

　錬金術で大きな木製の丸テーブルを作り上げると、メルシアが麻布を被せた。

　それから麻袋の紐を解いて、テーブルの上に肥料と魔石を出した。

「こちらがプルメニア村で生産されている三種類の肥料です」

「ありがとう」

　メルシアが行ってくれる仕事は、こういった雑用だ。

　錬金術師の研究は素材の確認、掛け合わせ作業になるので、こうやって素材を取り出してくれる助手がいると錬金術に集中できるので非常に楽で助かる。

　この三種類の肥料に、森と山で採取した素材を掛け合わせて帝国式と同じ、あるいはそれ以上の肥料を作り上げるのが俺たちの目標だ。

　肥料作りの作業にとりかかる前に、俺はメルシアに尋ねる。

「三種類の肥料の性質を強化して、育てた作物の方はどんな感じ？」

　手始めに素材を加えることなく、錬金術で性質を強化しただけの状態でどれくらい育つかという実験を行っている。

「やはり、イサギ様が帝国で作ったものに比べると、大きく劣ります。詳しい成育データはこちらの書類にまとめてあります」

　口頭で端的な結果を聞きながら、渡された書類を確認する。

　メルシアの言う通り、プルメニア村で生産されている既存の肥料では厳しいようだ。

　俺が品種改良をした作物でこの成長率ならば、並の作物には微々たる効果しかないだろうな。

「……うん、やっぱり他の素材を掛け合わせた方がいいね」

　今の肥料だけでは限界がある。根本的に材料を見直すか、大胆に素材を加える方がいいだろう。

「そうなると時間がかかりそうですかね？」

　ゼロから作り上げるのであれば、何年単位での時間が必要となるが、俺は既に帝国式の肥料を完成させている。それらの経験とデータを元にすれば、以前のような莫大な時間はかからないはずだ。それに付け加え、今回は材料がいい。

「いや、そんなことはないよ。今回は良質な魔石がたんまりとあるし」

　テーブルの上に並べられた魔石を手に取る。

　メルシアが倒してくれたディアブルの魔石。今回採取した中で一番良質な魔石だ。

「私にはわかりませんが、それほど良質なのですか？」

「帝国でこれを仕入れようものなら、これ一つで銀貨二十枚かかるよ」

　プルメニア村周辺に出没する魔物は強力な個体が多い。そのお陰か魔石も大変質がいいのだ。

「それほど高価なものなのですね。こちらでは街で売っても銀貨一枚程度にしかなりませんが……」

「帝国の宮廷錬金術師が知ったら発狂する話だね」

　研究熱心な者なら、これだけで獣王国への移住を希望してしまいそうだ。

　錬金術は素材なくして仕事はできない。皆が想像している以上に、良質な素材を仕入れるのが大変なのだ。

「この程度の魔石なら獣王国ではありふれてるってことかな？」

「国全体かまでは不明ですが、少なくともこの辺りに住んでいる者であれば、誰にでも手に入れることができます」

「誰でもって……魔石が良質な分、魔物も強かったと思うんだけど――あ、何でもないです」

　話している途中でメルシアが「そんなに強い魔物でしたっけ？」みたいな顔で首を傾げていたので切り上げる。苦戦していた俺が惨めになる。

　メルシアの口調からして彼女が特別強いからって感じではなさそうだな。

　となると、戦闘の心得がある村人なら余裕で退治できるのか。

　改めて獣人族の戦闘力の高さに戦せん慄りつする思いだ。

　そんな良質な魔石だが錬金術師がいないせいか、ここでは加工されることはなく近くの街で売られて生活費の足しにされている。

　こんな質のいい魔石を銀貨一枚に変換するなんて勿もっ体たいない。

　それだったら思い切って肥料の材料にしてしまおう。

　魔石の魔力を元に、他の素材を掛け合わせて性質に変化、あるいは強化を加えれば、素晴らしい肥料が出来上がるはずだ。

「とりあえず、肥料に魔石を加えてみるよ。メルシアは実験用のプランターを用意してくれ」

「わかりました」

　指示を出すと、メルシアはすぐに動き出した。

　彼女が外からプランターを取ってくる間に、俺は自分の作業にとりかかる。

「まずは魔石の魔力を調整」

　魔石には無秩序な魔力が内包されている。方向性のないエネルギーをそのまま利用するのは難しいので、まずは加工しやすいように魔力を平均化させる下処理が必要だ。

　しかも、魔力の質や方向性は各魔石によって違うので、それを見極めながら平均化させなければいけない。

　見習い錬金術師にとっては難しい作業だが、俺は元とはいえ宮廷錬金術師。このくらいの作業であれば、鼻歌を歌いながらでもできる。

　ササッと魔力の質を確認すると、それに相応しい魔力処理を施していく。

　魔力の平均化が終わると、次は魔力以外の不純物を抜く。

　すると、手の平に乗っていた魔石が三回りほど小さくなり、澄んだ紫色の輝きを放ち始めた。

　不純物が除去された証拠だ。

「加工された魔石は本当に綺麗です」

　いつの間にプランターを取って戻ってきたのか、メルシアが隣でうっとりしたように呟いた。

「帝国の貴族には魔石を装飾品として身に着けていた人もいたしね」

　膨大な魔力を秘めた魔石を敢あえて利用せず、装飾品として身に着けるのがステータスになるらしい。貴族たちのそういった考えは理解できないけど、加工された魔石が美しいというのには同感だった。

「この魔石をどのように使われるのですか？」

「砕いて肥料に混ぜる」

　加工した魔石を錬金術で砕いて肥料へと混ぜた。

「…………」

　うっとりとしていたメルシアが言葉を失くしていた。

「……なんかごめんね？」

「いえ、魔石はあくまで素材なのでお気になさらず……」

　と口では言っているものの耳と尻尾は垂れ下がっており、しょんぼりとしていることがわかった。

　落ち着いたら、魔石を加工して彼女に装飾品でもプレゼントしてみようかな。

　などと考えながら、混ぜ合わせた肥料に魔力を流して馴染ませる。

　そこに繁殖力の強い因子を持った繁茂草、虫害に強い因子を持つテラリア、分解力を向上させる因子のあるゲンジダなどといった森で採取できた素材を掛け合わせる。

「よし、試作肥料の完成だ」

「早速、試してみましょう」

　メルシアと一緒にプランターに土を入れ、そこに試作肥料を混ぜる。

　そこに品種改良したルッコラの種を蒔き、土を被せて水をかけた。

　すると、ルッコラはすぐに芽を出した。

　ルッコラの芽は葉っぱを茂らせてグングンと成長していく。

「おおっ！」

　ルッコラはグングンと茎や葉っぱを肥大化させていく。

　帝国式の肥料と同じ効果が現れたことに俺たちは喜んだが、異常な成長速度に徐々に顔を曇らせた。

「……イサギ様、さすがにこれは成長速度がおかしいのでは？」

「すごい成長力だよ！」

　まさかここまでの成長力を見せるとは思わなかった。

　一体、どこまで伸びていくんだろう？

「あ、あの、さすがにこれ以上は壁や天井が抜けてしまいますが、よろしいので？」

　好奇心から呑のん気きに成長を見守っていると、メルシアが冷静に言った。

　その言葉に我に返った俺は急いでルッコラに近づいて、錬金術を発動。

　ルッコラの構造を読み取って、因子を分解してやる。

　すると、成長していたルッコラはピタリと成長を止めて朽ち果てた。

　自分が錬金術で作ったものだ。

　どこを乱してやれば、自壊するかは誰よりもわかっている。

「危なかった。好奇心で工房を潰すところだったよ」

「想像以上の成長率でしたね。繁茂草の因子が強かったのでしょうか？」

「それもあるし、良質な魔力による相乗効果もあったんだと思う。これからは魔石に内包されている魔力を抜く、あるいは適切な魔力を内包した魔石を選定した方が今後も作りやすいかもしれないね。やるべきことはたくさんあるよ」

　既存の素材の掛け合わせだけでも無数にあるし、採取したけどまだ使っていない素材もたくさんある。ここからはそれを一つ一つ試していき、もっとも効果と効率がいいものを選択しなければならない。

「根気のいる作業だけど頑張ろう」

「はい。微力ながらお手伝いさせていだたきます」

　こうやって二人でひたすらに改良を重ねる作業は、帝城にあった狭苦しい工房での作業を思い出す。

　少し懐かしく思う気持ちはあったが、自分の工房で作業する方が何倍も快適だな。










19話　錬金術師は肥料を完成させる




　メルシアがプランターに土を入れて、試作二百五十二番の肥料を撒いた。

　成長することを考えて、先に誘引するための支柱を刺しておく。

「では、ピーマンの種を植えます」

「ああ」

　こくりと頷くと、彼女は土をかき分けて種を蒔いていく。

　優しく土を被せると、ジョウロでゆっくりと水をかけた。

　品種改良したピーマンと、試作肥料の効果によって土からひょっこりと二枚葉が出てくる。

　急成長はそこで止まることなく、グングンと茎と葉を伸ばしていき一番花を咲かせる。

　花が枯れるとぷっくらとした実が出てきて、徐々に膨らんでいく。

　そして、十分なサイズのピーマンになると成長はピッタリと止まった。

「成長が止まった！」

「茎、葉共に異常な成長は見られません。帝国式肥料と同じ効果が確認できています」

「ということは……」

「完成です」

「やった！　ようやくできた！」

　工房で肥料作りに没頭すること三週間。

　ひたすらに因子の調整をし、素材を掛け合わせる日々。

　何度も失敗を繰り返しながら一歩ずつ前に進んでいった。時には迷走したり、遠回りしたりもしたけど、ようやく作り上げることができた。

「村の周辺で採れる素材だけを使っているから、これで安定して肥料を供給できるよ」

「ということは、これからもプルメニア村でも農業ができるのですね」

　メルシアが感極まったような顔で言う。

　プルメニア村で農業を実現し、安定した食料生産を行うことは彼女の夢だった。

　その大きな夢のための一歩を踏み出すことができて嬉しいのだろう。

　俺も帝国では成しえなかったことの一つができて嬉しい。

「あっ、でも錬金術師がいないから俺しか作れないっていう問題があるかも」

　プルメニア村に錬金術師は俺しかいない。

　つまり、俺に何かあったりすると肥料を生産することができなくなる。

　これからの村の農業を考えると、これはちょっとリスクが高い。

「もしもの時は、どこかの街の錬金術師にレシピを渡して作ってもらえばいいかな？」

　プルメニア村にはいないが、獣王国のどこかには錬金術師がいるはずだ。

「街の錬金術師ではレシピを渡されても、技術不足で再現できない可能性があります。私の目から見て、素材の処理や魔石の加工は高度なものだと感じました」

　己うぬ惚ぼれるつもりはないが、俺は元とはいえ宮廷錬金術師だ。

　街の錬金術師のレベルでは再現できないというメルシアの指摘はあり得るかもしれない。

「え？　だとしたら、もっと作りやすい肥料を考えないといけないのかな？」

　一瞬、そういった案を考えてみるが、街の錬金術師がどのようなレベルなのか俺にはわからない以上、レシピの改良の仕様がなかった。

　数分ほど他の案を考えてみたが、疲弊した脳では良案を思いつくことはない。

「まあ、そちらについてはおいおい考えることにしましょう。これはイサギ様だけの問題ではなく、村全体の問題でもありますから」

「そうだね」

　メルシアの言う通りだ。今はとにかく肥料が完成したことを喜び、難しいことはまた今度考えることにしよう。

「せっかく外にいることですし、お散歩でもしませんか？　イサギ様が肥料を作っている間に村は大きく変わったんですよ？」

「本当？　じゃあ、ちょっと散歩しようかな」

　ベッドで横になりたい気持ちもあったが、最近はずっと工房に籠もりきりだった。

　健康にも配慮して軽く身体を動かした方がいいだろう。その方があとでぐっすりと眠れそうだ。それに大きく変わったと言われては気になるしね。

　俺はメルシアに誘われて、散歩に繰り出すことにした。




●




　家から村の中心部へと歩いていくと、変わった部分はすぐにわかった。

「うわ、すごく畑が増えてる……ッ！」

　プルメニア村にやってきたばかりの時は、道以外にだだっ広い平原しかなかった。

　しかし、それらの空き地は俺が品種改良をした作物の種を分けることによって、大いに開墾されて畑になっている。

　トマト、キュウリ、ナス、キャベツ、ジャガイモ、小麦、トウモロコシ、あらゆる食材が実っており、あちこちで収穫作業が行われていた。

「イサギ様が品種改良した作物の種を分けてくださったお陰です」

「とはいえ、三週間でここまで広がるとは……」

「次々と実る作物が嬉しくて皆が奮起しました」

　視界に広がる畑と世話をする村人たちを見て眩しそうに眼を細めるメルシア。

　さすがは身体能力の高い獣人。一人一人のマンパワーがすごいな。

　農業をやっている村人たちの表情は明るい。

　この村は土が痩せており、これまで決して農業をすることができなかった。

　諦めていたからこそ農業ができることが嬉しいのだろう。村人たちは嬉々として作物の世話をしているように見えた。

「あっ、イサギさんだ！」

「イサギさんのお陰で俺たちでも作物を育てることができましたよ！」

「こんなに美味しい食事ができたのは久しぶりです。本当にありがとうございます！」

　呑気に畑を眺めていると、村人たちがやってきて口々にお礼を言ってくれる。

　食に困っている人たちを助けたいがために作り上げた作物だ。

　皆の役に立ったようで本当に嬉しい。頑張って作った甲斐があったというものだ。

「見てください！　このトマト！　とても皮に張りがあって色艶がいいんです！」

「このキュウリ、とっても重量感があってイボがしっかりしてるんです！　街で売っているものよりも瑞みず々みずしくて美味しいんです！　それに食べると力がみなぎって元気になります！」

「当然です。そうなるようにイサギ様が作ったのですから」

　自慢げに見せてくる作物を見て、メルシアが当然と言った風に言い放つ。

　彼女の冷静な対応に村人たちはキョトンとした顔になった。

　さすがに今のは塩対応すぎたのではないだろうか？

「そりゃそうだ！　この作物たちはイサギさんが作ったんだからな！」

「こりゃ一本取られた！」

　心配したのも束の間。村人たちは陽気に笑いだした。

「イサギさんのお陰でこれだけ穫れるようになったんだ！　うちで育てたトマトを是非持っていってくれ！」

「俺のキュウリも！」

「私のナスも！」

　感謝の気持ちを伝えるためか、村人たちがこぞって作物を渡してくれる。

　誰もかれもがコンテナ単位で渡してくるので抱えることはできない。だからといって固辞するのも憚はばかられたので素直に受け取る。持ちきれない分はマジックバッグに収納することにした。

　収穫した食材を渡すと、村人たちは満足したのかそれぞれの畑に戻っていった。

「夕食は皆さんからいただいた食材で作りましょうか」

「うん。せっかくだしそうしよう」

　空はとても澄んでおり、白い雲が悠々と泳いでいる。

　今日は絶好のお散歩日和だ。










20話　錬金術師は商人と出会う




「イサギ様、昼食ができました」

　工房で新たな食材の品種改良を行っていると、メルシアがやってきた。

　どうやらもうそんな時間になったようだ。

「ありがとう。すぐに行くよ」

　そう返事をしながらキリのいいところまでやってしまおうと考えると、メルシアがスッと傍にやってきた。

「…………」

　昼食が並んでいる自宅のリビングに戻るでもなく、何を言うでもなくジーッとした視線を向けてくる。

「あの、メルシアさん？」

「すぐに向かわれるので待ちます。放置すると、イサギ様はキリのいいところまでやってしまおうとかお考えになって何時間も続けますから」

「すみません。今すぐ止めてご飯にします」

　何度かそういったことをやらかして、心当たりがアリまくりだった俺は即座に作業を中断して自宅のリビングに向かった。

　ダイニングテーブルには既にバッチリと昼食が並んでいた。

　ミネストローネ、サラダ、パン、ローストビーフと実に色鮮やかで美味しそうだ。

　すぐに席に着くと、メルシアも対面側に腰を下ろした。

「いただくよ」

「どうぞ」

　まずはメインであるローストビーフ。

　丁寧に火入れされたお肉をナイフで切り分けて口に運ぶ。

　絶妙な焼き加減のお陰で肉は柔らかい。そして、何より牛肉の旨みが内部にギュッと詰まっている。

　かけられたソースは肉汁を利用しているのか、実に肉本体と馴染んでいた。

「うん！　美味しい！」

「よかったです」

　素直に感想を伝えると、メルシアが嬉しそうに微笑んだ。

　クールで表情が変化しにくい彼女だが、料理の感想を聞いた時は大きく感情が出てくる気がする。だから、作ってもらった料理の感想は積極的に伝えるようにしているのだ。

　次は大きなマグカップで湯気を上げているミネストローネ。

　匙ですくって口に運ぶと、角切りにされたニンジン、ジャガイモ、タマネギ、キャベツなどがゴロゴロと入ってきた。

　とても食感が豊かだ。スープもトマトの酸味と旨みがちょうどいい塩梅で実に美味しい。

　たまに感じられるハムの塩っけがいいアクセントになっている。

「このミネストローネもすごく美味しい」

　ほどよい塩、胡椒とパセリのバランスがとてもいい。

　俺がミネストローネを作ってもこんなに美味しくはならないだろう。

　パンをスープに浸してみると、スープの旨みを吸い込んでこれまた美味しい。

　スープの中に具材の旨みがしっかりと染み込んでいる。

　口の中をリフレッシュするためにサラダを食べる。

　レタスにカットされたトマト、スライスされたキュウリが入っている。

　食べるととても瑞々しくて甘い。

　自分で言うのもなんだけど、トマトはフルーツなんじゃないかと思うくらいに甘くて美味しい。オリーブオイルをベースにしたソースがかかっており、ほのかな酸味と塩っけが心地よい。

　そうやってパクパクと食べ進めると、あっという間にお皿が空になった。

　お皿を台所に持っていくと、メルシアが調理器具やお皿を洗ってくれる。

　俺は隣に立って、彼女が洗い終わったお皿の水気を布巾で拭くことにした。

　始めは俺が雑事をやることに渋りを見せていたメルシアだが、やりたいからやると言ったら納得してくれた。

　たまには俺だってこうやって家のことをやりたくなるしね。

　特に会話をするでもなく黙々と作業を進める。

　台所は沈黙が流れていたが、不思議と居心地は悪くなかった。

「なんだかこうして家事をしていると夫婦みたいだね」

「ふ、夫婦ですか!?　そ、それは――」

　なんて冗談を言っていると、不意に玄関の扉がノックされた。

「錬金術師のイサギさんはこちらにいらっしゃいますかー？」

　聞いたことのない声だが、どうやら俺に用のある客人らしい。

「メルシアはそのままでいいよ。俺が対応するから――って、なんかすごい不満そうな顔だけど!?」

「いえ、何でもありません」

　一瞬だったけど、すごく表情が不満そうだった。そんなに皿洗いを任せられるのが嫌だったのだろうか？　でも、食器洗いの途中だし、俺に用があるみたいだから俺が動いた方が早いよね。

　色々と気になるところはあるが、今は来客の対応が優先なので気にしないことにした。

　返事をしつつ、急いで玄関に駆け寄って扉を開ける。

　しかし、そこには客人の姿はなかった。

「あれ？　誰もいない？」

「下！　下！　もっと下なのです！」

　言われて視線をグッと下げてみると、小さな赤い帽子を被っており、尖とがった犬耳のようなものを生やしている獣人の少女がいた。犬系の獣人だろう。

　亜麻色の髪を肩口で切りそろえており、背中には身体よりも何倍も大きなリュックを背負っていた。

「えっと、君は？」

「はじめまして、わたしはワンダフル商会のコニアなのです！　あなたが錬金術師のイサギさんですか？」

「はい、イサギは私ですが商人さんが何のご用で？」

　プルメニア村には定期的に行商人が立ち寄ると聞いていたが、わざわざ個人の家にやってくるなんて聞いたことがない。一体何の用事だろう？

　首を傾げていると、コニアと名乗った商人は愛嬌のある笑みを浮かべて言った。

「本日はイサギさんと商談がしたくて参ったのです」

「商談……？　私とですか？」

「はいなのです！　詳しい内容は中でお話ししてもよろしいですか？」

「わかりました。ひとまず、応接室に案内しますね」

「ありがとうなのです」

　どのような内容なのか気になるが、具体的な話をするにも玄関では不都合だ。

　先導しようとすると、後ろにいたコニアが「ぎゅっ」というくぐもった声をあげた。

　振り返ると、コニアが巨大なリュックを背負ったまま扉をくぐろうとしていたようだ。

「……いや、さすがにリュックは入らないので外に置いてください」

　うちの家の扉は通常サイズなので、横幅五メートルを超えているようなリュックは入らない。

「大切な商売の品なのですが、仕方がないのです」

　渋々といった様子でリュックを外に下ろすと、コニアは中に入ってくる。

　しかし、コニアはかなり小柄なので彼女に合うスリッパがない。

「すみません。サイズに合うものがなくて……」

「お気になさらず！　こんな時のためにマイスリッパを持ち歩いているのです！」

　懐から小さなスリッパを出してドヤ顔をするコニア。

　どうやらスリッパを常に持ち歩いているらしい。

　というか、懐に入るって本当に足が小さいんだな。

　コニアが自分のスリッパを履いて入ると、ちょうど食器洗いを終えたメルシアと遭遇した。
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「奥様ですか？　はじめまして、ワンダフル商会のコニアなのです！」

「いえ、彼女はお手伝いをしてくれているメイドのメルシアです。ちなみに村長さんの娘さんですよ」

「やや、これは失礼したのです」

「いえ、お気になさらず。今、お茶をご用意しますね」

　コニアの間違いにメルシアは気分を害した様子はなく、むしろ嬉しそうな笑みを浮かべてお茶の用意を始めた。

　今度はなんだか妙に機嫌がいい。さっきは不機嫌そうだったのにどんな心境の変化があったのだろう。女心というのは謎だ。

「錬金術師さんの所はいくつか訪問したことがあるのですが、イサギさんの家はとても整っているのです」

　コニアの素直な感想に思わず苦笑してしまう。

　錬金術師の家や工房なんてものは、素材や研究資料でぐちゃぐちゃになっていることがほとんどだ。

　俺の所属していた宮廷錬金術師たちに与えられた事務室なんかも多くの素材と資料で散らばっていた。

　俺も含めて錬金術師に共通しているのは、整理整頓がヘタだということだ。

「私の場合はメルシアが綺麗にしてくれていますし、家と工房を分けていますから」

「なるほどなのです！」

　なんて雑談をしながら廊下を進んで、奥にある応接室にコニアを通した。

　どうぞ腰掛けてくださいと言おうとしたが、応接室に設置されているソファーに彼女が座ると埋もれてしまいそうだ。

　俺は部屋に置いてある木製のテーブルを錬金術で変形させて、小さなイスを作った。

「どうぞ。おかけになってください」

「ありがとうなのです！　こんなにも鮮やかな錬金術は初めて見たのです！」

　コニアは感激した様子で礼を言うと、ちょこんとイスに腰掛けた。

　うん、どうやらサイズは問題ない様子だ。

　詳しい話をしようにもお茶が届いてからの方がいい。

　お茶の用意ができるまで暇なので、俺はコニアのイスを改良することにした。

　彼女の座っている様子を観察し、より身体にフィットするように背もたれを調節し、体重が分散するように肘掛けをしっかり作る。

「わわっ！　イスがドンドンと変形して、身体にフィットするようになったのです！　こんなにも座っていて落ち着くイスは初めてです！」

「気に入っていただけてよかったです」

　軽く腰掛けていたコニアだが、イスがフィットするようになったからかすっかりと深く腰掛けてリラックスしていた。なんだか彼女を見ていると、とても和むな。










21話　錬金術師は大農園の設立を決める




「失礼いたします」

　談笑して時間を潰していると、メルシアがお茶を持って入ってきた。

「苦みの中に微かな甘みがあって美味しいのです。これは何を使っているのです？」

「近くの森で採れるクコの葉を煮出しております」

「クコの葉！　煮出すとこんなにもいい味になるとは知らなかったのです。あとで買います」

　メルシアからお茶の情報を聞き出すと、コニアはメモ帳を取り出してメモした。

　気になるものはチェックしないと気が済まないのだろう。商人らしい。

「ねえ、メルシア。ワンダフル商会ってどんな商会？」

　彼女がメモに夢中になっている間に、俺は傍にいるメルシアに小声で尋ねる。

　帝都の商会事情は知っているが、獣王国の商会についてはサッパリだ。

「獣王国の中でも屈指の大商会です。獣王都に本店を構えるだけでなく、様々な街に支店を構えており、従業員のすべてが犬系獣人で構成されています」

「大商会じゃないか」

　そんな大商会の商人が俺に何の用だろう？

「すみません、お待たせしたのです」

「私に商談があるとのことですよね？」

「はい。私はここ最近、良質な作物が急激な勢いで広がっているのに気付きました。実際にそれらの作物を食べてみると、これまでの獣王国で栽培されているものよりも遥はるかに美味しく、力がみなぎってくるのです」

　コニアの言う良質な作物というのは、間違いなく俺が品種改良を加えたものだろう。

「広がったそれらの作物は通常のものよりも成長率が高い上に、季節外れのものまで栽培できるほどです。その不思議な作物の出所を探ってみると、プルメニア村だということに気付きました」

「そして、作物の供給源は私だと気付いたわけですね？」

「そうなのです！」

　ここ最近は村でもたくさん栽培されるようになり、よその村にも売りに行っているほどだ。

　ちょっと調べればプルメニア村で作られており、錬金術師である俺が配ったものであるのはわかるだろう。特に口止めもしていないし、したところで防げるものでもないしな。

「プルメニア村の作物を買い取った他の村などでも栽培は行われていますが、ここの作物ほどの出来栄えにはなりません」

「それは当然です。私はここの土に合わせて作物に錬金術で改良を施し、調整していますから」

　安直に買い取った作物で栽培をしても、同じレベルのものはできない。まあ、それでも普通の品種よりも優秀なので、それで満足する人はいるだろう。

「やはりそうなのですね！　まさかとは思いましたが、錬金術で農業をされているとは驚きなのです！」

「錬金術師といえば、魔道具やアイテムを作るイメージがありますからね」

　錬金術で農業をやっているのは俺くらいのものじゃないだろうか。

「構造を変化させる錬金術の力で、作物に品種改良を加えているのですね？」

「そんな感じです」

　さすがに企業秘密なので詳しいことまでは言えない。

　だが、錬金術と聞いて、すぐにその発想に辿り着けるのはすごいな。

　可愛らしい見た目をしているが、頭の回転も速くて発想も柔軟だ。

　さすがは大商会に所属する商人なのだと感心した。

　コニアのような弟子がいれば、プルメニア村の肥料問題も安心なんだけどな。

「それで本題なのですが、わたしの所属するワンダフル商会にイサギさんが作った作物を定期的に卸してもらえませんか？」

　などとぼんやり考えていると、コニアが率直に言ってきた。

　錬金術をする上で色々とお金は必要だし、ほしい素材はたくさんある。

　プルメニア村周辺で素材を集めるにも限界はあるし、いつか商会とのコネはほしいと思っていた。その相手が獣王国の中でも屈指の商会とあれば、この上ない良縁だろう。

　大商会ということでお金や信頼もあるし。

「それは構いませんが、条件があります」

「お聞きするのです」

「私は錬金術師です。素材なくして物を作ることができません。できれば、私がほしいといったものを優先的に仕入れ、届けてもらいたいです」

「そのくらいでしたらお安い御用なのです！　ワンダフル商会の力があれば、獣王国内で手に入らない素材はないといっても過言ではないのです！」

「では、王国以外の素材は？」

「頼まれれば努力はするのですが、さすがにそこまでの保証はできないのです」

　質問を加えると、胸を張っていたコニアが自信なさげの様子で言う。

　さすがに国外の素材となるとワンダフル商会でも難しいらしい。こちらについては軽く感触を確かめるための質問なので問題ない。逆にいい加減なことを言わず、素直に難しいと言ってくれて好感触だった。

　帝城にいた時でも国外の素材は手に入れにくかったし、やはり国外となると難しいのだろう。

「承知しました。国内でも素材を仕入れてくれるのであれば、問題ありません」

「ありがとうなのです！　イサギさんたちの畑では、どのくらいの量を安定して卸すことが可能で？」

　ふむ、最近は農業に関してはメルシアに任せているので細かい部分は把握していない。

　チラリと視線を向けると、メルシアはこくりと頷いて前に出る。

「現状での収穫量はこれくらいとなっています」

　スッと差し出しされた紙に目を通してみると、そこには畑で育てている作物の一覧と一週間ごとの収穫量が表示されていた。

「実際に出荷できる作物の数値はあるのです？」

「イサギ様が改良を加えた作物は不出来なものがほとんどありません。収穫量と出荷量の数値に差はほぼないです」

「……それはすさまじいのです」

　メルシアの回答を聞いて、コニアが目を丸くした。

　通常の農業であれば、市場に流すのに相応しくない大きさだったり、歪いびつな成育をしてしまったりしたものが出てしまうものだ。

　しかし、俺が錬金術で改良を加えた作物に、そんなものはほぼない。

　収穫量＝出荷量なのだ。

「一週間ごとに出荷できるのは驚異的な速さなのですが、もう少し出荷量を増やすことは可能です？」

　ジーッと書類を見ていたコニアが顔を上げて尋ねてくる。

「畑作業に従事しているのがイサギ様、私、イサギ様の作り出したゴーレムのみなので、これ以上増やすことは難しいです」

「そうだね。農作業ばかりに時間を取られたら本末転倒だし」

　今は少ない人員の中で負担にならないように加減して作物を育てている状態だ。

　農業にもっと力を注げば、出荷量を上げることはできるが、俺とメルシアがそれ以外のことをできなくなってしまう。

　他の作物の品種改良に、別種類の肥料作りだけでなく、今まで作れなかった便利な魔道具やアイテム作りなどなど。俺にはやりたいことがたくさんある。

　本格的に農家として傾倒するのは早い。

「でしたら、人員を雇って畑の管理は任せればいいのでは？」

　コニアのあっさりとしたアドバイスに俺とメルシアは雷に打たれたような気分になった。

「確かにイサギ様が農作業に従事する必要はありませんね。コニアさんの言う通り、畑は任せてしまい、イサギ様は錬金術に専念していただいた方がいいかもしれません」

「成育で俺が手を入れないといけない部分は微々たるものだし、それ以外の作業は任せてもいいのかもしれないね」

　なんでこんな単純なことに気付かなかったのだろう。今までこき使われる側だったからだろうか？　誰かを雇って仕事を任せてしまうなんて発想がまるでなかった。

「プルメニア村では土地も余っているし、いっそのこと大きな農園にしちゃうのも悪くないかも」

「大農園ってやつなのですね！」

「大農園！　いいですねそれ！」

　コニアの思いついた大農園という言葉がとてもしっくりときた。

「大農園で品種改良した作物をたくさん作って出荷してウハウハ！」

「ワンダフル商会はそれを各地に売りさばいてウハウハ！　互いに大きな利益が出ること間違いなしなのです！」

　悪い顔をして笑い合う俺とコニアを見て、メルシアがちょっと呆れている気がするが気にしない。

　細々とお金を稼ぐのでもいいと思っていたが、大きく稼ぐことができるチャンスがあるなら掴つかむべきだ。

　研究にお金がかかる錬金術師にとって、お金はいくらあっても足りないくらいだからね。

「人員についてはどうされるのです？　足りなければ、うちから人材も派遣するのですよ？」

「まずは村で人員を募集してみます。もし、それで足りない時はお願いするような感じで」

「わかったのです」

　こうして俺は商人のコニアと出会い、大農園を設立することに決めた。










22話　錬金術師は従業員を募集する




　大農園を設立することに決めた翌日。

　俺はプルメニア村内で従業員を募集するための、募集要項を書いていた。

「とはいっても、普通に募集して集まってくれるかな？」

　書いている最中にふとそんなことを思った。

　プルメニア村の食料事情を改善するために品種改良した作物の種や苗、肥料なんかを売ったり、分けたりしている。

　そのお陰で村人たちでも農業を始めることができるようになった。

　自分たちでもできるのに今更俺の作る農園で働こうとする人がいるだろうか。

「普通に声をかけるだけでも集まりますよ。皆、イサギ様には大きな恩を感じていますので、きっと申し出てくれます」

「メルシアの言う通りかもしれないけど、どうせなら俺の農園で働くことでの大きなメリットを与えたいんだよ」

　出会う度に声をかけて、感謝の言葉をかけてくれたり、作物を分けてくれたりする村人たちの態度を見れば、かなり好意的なのはわかる。

　だけど、村人たちの義理堅さに頼って雇用するのは違うと感じる。

　誰かの下で働くことは個人で働くこと以上のメリットがなければいけないと思う。

「イサギ様はお優しいですね」

「そうかな？」

　帝国という大きな組織で疲弊したからかな？　働いてくれる人にはそんな苦労を背負わせたくないと思った。

「メリットでしたら、配っていない品種の栽培を売りにするのはいかがでしょう？」

「いいね！　自分たちでは作れない作物だったら作っていて楽しいだろうし、持ち帰ることができたら嬉しいよね！　どうせなら果物とかも栽培しちゃおうか！」

「品種改良に成功した果物があるのですか!?」

　なんて面白半分で提案してみると、メルシアが大きな反応を示した。

「うん。数種類だけど、ここでも育つ果物の品種改良に成功したよ」

「……そこにブドウはありますか？」

　ごくりと唾を呑のみ込みながらメルシアが尋ねてくる。

　ブドウと限定して聞いてくるのは、彼女の大好物だからだ。

「ごめん。成功したのはイチゴとバナナとリンゴだけなんだ。ブドウはまだ調整中」

「……そうですか。もし、改良に成功しましたら教えてください」

「うん、すぐに教えるよ」

　まだできていないとわかると、メルシアの耳と尻尾が切なそうに垂れた。

　なんてことないって顔してるけど、すごくしょんぼりしてるな。

　ごめんよ。本当はある程度形になっているけど、メルシアの大好物だからこそいいものに仕上げたいんだ。納得できる品質になるまで、もう少しだけ待ってほしい。

　そんな風にメルシアと相談し、イサギ大農園で従事するメリットを捻ひねり出し、基本給金なんかを決めた。

　募集人数は五人。

　ワンダフル商会との取引量や利益がどれだけのものになるかの見通しが立っていないので、まずは少人数での体制だ。基本給に関しては多めとなっている。

　これは単純に品種改良した作物は成育が早いために、通常の農業よりも作業が大変なためだ。

「よし、これで募集をしてみるよ！　貼り出すならどこがいいかな？」

「父に許可を得て、中央広場の掲示板に貼り出すのがいいかと。私が行きましょうか？」

「いや、俺が出向いて許可を貰ってくるよ」

　ここ最近は研究ばかりでケルシーには会っていなかった。

　誠意を見せる意味でも俺自身が向かう方がいいだろうし、久しぶりに会ってみたい気持ちもあった。

　そんなわけで俺は募集用紙を手にしてケルシーの家に向かうことにした。

　扉をノックするとシエナに迎え入れてもらい、集会所ではなくケルシーの執務室に通してもらった。

「イサギ君、久しぶりだな。最近は研究が忙しいと娘に聞いていたが、そっちの方は落ち着いたのか？」

「はい、お陰様で何とか一段落つきました」

「ふむ、そっちでのメルシアの働きぶりはどうだ？」

「身の回りのことだけじゃなく、畑の管理に研究のお手伝い、とても働いてくれて頭が上がりません」

「そうかそうか、ちゃんと働いているのであればよかった」

　メルシアは実家から通っているはずだけど、そこのところはあまり話したりしないのだろうか。なんて思っていると、扉がノックされてお茶を持ったシエナが入ってくる。

「あなた。あまりメルシアのことを根掘り葉掘り聞いていないで、そろそろイサギさんの要件を聞いたらどう？」

「そうだったな。イサギ君、今日はどうしたんだ？」

「中央広場の掲示板にこれを貼り出させてもらいたくて許可を貰えたらと」

　そう言って、募集用紙をケルシーに差し出す。

「ふむ、農園の従業員の募集か……むむっ！　給金が高い上に果物まで栽培し持って帰れるのか！　よし、俺が従業員になろう！」

「あなたは村長でしょう？　一村民の部下になったら格好がつかないからダメよ」

　シエナに一蹴されて、ケルシーががっくりと項垂れる。

　ちょっとしたお手伝いならまだしも、村の代表である村長を部下にするというのは体面が悪いだろうな。気持ちだけいただいておこう。

「そういうわけで私が、イサギさんの農園の従業員になるわ！」

「村長夫人もダメですよ」

「ええっ、そんなっ!?」

　ケルシーに言っておきながら、よくも抜け抜けと言えたものだ。

　シエナもケルシーと同じ理由でアウトだ。

「とりあえず、これを貼ってもいいですか？」

　ごねるケルシーとシエナを宥なだめ、俺は何とか掲示板に貼り出す許可を貰った。




●




「イサギ様、従業員の応募者が集まってきました」

　中央広場の掲示板に従業員募集の貼り紙を貼ってから五日後。

　工房で研究をしていると、メルシアがやってきた。

「どうだった？　応募してくれる人はいたかな？」

「はい。募集人数の十倍を超える数の応募者がやってきています」

「……えっ？　なんでそんなに多いの？」

「イサギ様に恩義を感じている者が多数いるのと、単純に条件がいいからかと思います」

　人が集まらないことはないとメルシアが断言していたが、まさかここまでとは思わなかった。

「嬉しいけど、ちょっと人数が多いね」

「では、私が面談をして人数を絞りましょうか？　おおよその人となりや経歴は把握していますので」

「うん、そうしてくれると助かるかな」

　俺はこの村にやってきて間もないが、メルシアであれば、村人たちのことはよく知っている。

　俺のために無理をして応募した人もやんわりと断ってくれるだろうし、うちの農園で働くのに適切な人を選んでくれるはずだ。

　外に出てみると、メルシアの言う通り募集人数の十倍以上の村人がいた。

　こんなにも大人数が集まっているのは宴以来ではないだろうか。

「あー、イサギさんにメルシアちゃんだ！」

　応募者を見渡していると、ネーアが声をかけてきたことに驚く。

「ネーアさん!?　えっと、ここが何の集まりなのかわかってます……？」

「わかってるよ。イサギさんの農園の従業員募集なんでしょ？　あたし従業員になるよ！」

　どうやらネーアはここが何の集まりなのか正確に把握した上でやってきているらしい。

「実家で農業を始めたんじゃなかったんですか？」

「うん！　でも、そっちは家族がやってるし、あたしがいる必要はないかなって。こっちの方が面白そうだし、何よりお給金がいいから！」

　持ち前の快活さを発揮して、素直な応募動機を語るネーア。

　周囲にいた村人たちは苦笑いしながらも、同意するように頷いていた。

「……そんなにいい方なの？」

「それはもう破格！　こんなド田舎であれだけお金を払ってくれるところなんて中々ないから！」

「なるほど」

　都会と田舎では賃金に大きな差があるのはわかっていたが、獣王国でもそれは同じようだった。道理でメルシアが太鼓判を押すはずだ。

　だからといって給金を下げるつもりはないけど、応募者にとって給金が大きな魅力に感じてくれているのであればよかった。安くこき使うような真似はしたくなかったから。

「イサギさん、募集人数は五人って書いてあったけどどうするの？　軽く十倍はいるよ？」

「さすがに多すぎるので審査を行って絞ろうかと」

「ねえ、イサギさん……あたしたち友達だよね？」

　などと言うと、ネーアが身体を寄せてきて露骨に上目遣いをしてきた。

　あからさまな態度だけど、それでも可愛いと思ってしまう。

「審査は平等に行いますので順番にお並びください」

「にゃー！　メルシアちゃん、怖いって！　冗談だから怒らないで落とさないで！」

　密着されてドギマギしていると、いつもより数段冷ややかな声をしたメルシアがネーアを引っぺがした。

　周囲が落ち着いたところで俺は集まってくれた応募者たちに礼を告げ、人数を絞り込むための審査を行う旨を伝えた。

　本当は集まってきてくれた全員を雇いたいけど、大農園が完成して軌道に乗るまでは大人数を雇うことはできない。

　そう伝えると、やはり何人かは無理をしていたのか辞退して去る者もいた。

　しかし、それでも四十人以上は残っている。

　残っている者たちは、嬉しいことにうちで働きたいという意思を持っていることになる。

　これだけ大人数を審査するのは大変だが、農園の未来のために慎重に選ばせてもらおう。










23話　錬金術師は従業員を雇う




　従業員の審査が終わった翌日。

　俺の家の前には絞り込まれた五人の従業員が集まっていた。

　その中には昨日色仕掛けのようなものをしようとしていたネーアもいた。

「にゃー！　今日ここに呼ばれたってことは、あたしたちが採用ってことでいいんだよね？」

「そういうことになります」

　周囲を見ながらのネーアの問いかけを肯定すると、他の四人の従業員もホッとしたような顔になった。

「やったー！　イサギさんの農園で働けるんだ！　これで将来は安泰だー！」

「まだ軌道にも乗っていませんし安泰とは言えませんが、皆さんを安泰にさせてあげられるように努力しますよ」

　そこまでの保証はできないが、いずれ俺の農園で働けばそう言ってもらえるようになりたいものだ。

「既に顔見知りだとは思いますが、念のために自己紹介をお願いします」

　同じ村に住んでいるとはいえ、住んでいる方角が反対だったりすると相手の情報をほとんど知らなかったりすることもあるからな。

　というのは建前で、まだ顔と名前が一致していない俺のためだったりする。

「あたしはネーア！　農業は昔お爺じいちゃんの畑を手伝っていたよ！　よろしく！」

　頼むと、ネーアが元気よく自己紹介してくれる。

　ネーアについてはメルシアの幼馴染みであり、俺とも既に面識がある。

　前回畑を手伝ってもらった時に手際の良さは確認しているし、雇用しない理由がなかった。

　なんて本人に言ったら調子に乗るだろうから言わないけどね。

「ロドスなんだな。養蜂家の息子で農業の経験はないけど、体力と力には自信があるんだな」

　二番目に口を開いてくれたのは、ずんぐりとした体型の熊獣人だ。

　藍色の丸い耳に短くて丸い尻尾が特徴的。

　彼は農業経験がないが、村を移動している時に荷運びをしている姿を見ていた。

　ロドスなら大量に収穫した作物をゴーレム並の馬力で運んでくれるに違いない。

「ノーラと申します。父が細々とやっていた畑を手伝っていました。よろしくお願いいたします」

　ぺこりと丁寧に頭を下げたのは紫色の髪をした兎うさぎ獣人の女性だ。

　彼女の特徴はとにかく小さいというに限る。身長は百三十センチくらいだ。

「畑仕事に向いてるようには見えねえが大丈夫なのか？」

　そんなノーラの姿を見て、まだ自己紹介をしていない茶髪の獣人が率直に言う。

　彼としては気を遣っての言葉なのだろう。

「皆様に比べると体力や力はないかもしれませんが、細々とした作業や事務作業は得意です」

　失礼とも言える言葉だが、ノーラはにっこりと笑みを浮かべて返答した。

　だけど、微妙にカチンと来ているのか目は笑っていなかった。

　ノーラはメルシアの推薦で採用することを決めた従業員だ。

　他の従業員と比べて肉体能力は劣るが、農業経験があることや雑貨屋を手伝っていて経理能力も高いのだ。

　今はまだ肉体労働ばかりかもしれないが、将来的なことを考えると、こういう素養がある者が一人いてくれた方がこちらとしても助かる。

「そ、そうか……」

　ノーラの得体の知れない迫力に呑まれたのか、茶髪の獣人はそれ以上言葉を重ねることはしなかった。

　うん、ちょっとここの人間関係が不安だけど、雇用主としては仲良くやってくれることを願うしかない。

　順番的に次の自己紹介は茶髪の獣人の番だ。彼は咳せき払ばらいをすると、口を開く。

「オレはリカルド。狩人をやっていた。イサギさんがくれた作物で畑をいくつか作っている」

　彼は俺が作物を渡した村人の中で一番多くの畑を開墾していた。

　現在は残りの家族が畑の管理をしているようだが、俺のやり方に一番に順応してくれている村人だと言えるだろう。

　その上、リカルドは狩人だ。今のところは特に害獣被害は出ていないが、今後そういったことが起きた時は頼りたい。あとは単純に農園の防衛でも頼りになるだろう。

　リカルドの自己紹介が終わると、最後の紹介となる。

「ラグムントだ。農業経験はリカルドと同じようなものだ」

　五人目については名前こそ知らなかったものの面識は既にあった。

　それは村で開かれた宴の時に、俺にどうしてそこまでしてくれるのかと素直な疑問をぶつけてくれた獣人である。

「しかし、本当に俺を雇っていいのか？　宴の時にあんなに失礼な言葉をぶつけてしまった……」

　本人もそのことを気にしているのか、どこか気まずげな顔で聞いてくる。

「だからこそ、雇いたいと思ったんです。ラグムントさんであれば、上司になる俺にも物もの怖おじすることなく疑問をぶつけることができるでしょ？」

　上下関係ができると、それを気にして率直な意見が言えなくなる。

　錬金術による大規模農業は俺もやったことがない事業だ。途中で改良すべき点や問題点が出てくるだろう。

　そんな時に物怖じせずに、俺やメルシアに意見ができる者が一人はほしいと思っていた。

　彼ならばきちんと自分の意見をぶつけた上で、相手の意見を聞くことができる。

　それがわかっていたからこそ、俺はラグムントを雇いたいと思っていた。

「そうか。ならば、疑問に思ったことは素直に尋ねさせてもらおう。それが俺の役割だからな」

　どうやら俺の雇用した理由に納得してくれたらしい。

　ラグムントは不安そうな顔から一転して、晴れ晴れとした表情になっていた。

　自己紹介が終わると、農園での働き方の説明をメルシアがする。

　役職的な頂点は俺になるが、現場の頂点はメルシアだ。

　ネーアたちもそのことはわかっているのか、特に異論などが上がることはなかった。

　昔からここに住んでいただけにメルシアの優秀さは皆が知っているらしい。

　何せメルシアが一番畑を把握しているからな。

　俺も彼女から受け取ったデータなんかは把握しているが、あくまで数字上や書類上での把握でしかない。

　こんな俺が指揮を執るよりも、現場をよく知っているメルシアに任せる方がいいだろう。

　そもそも農園を作ったのは俺が細々とした畑作業をせずに、錬金術の研究に専念するためだ。他の作物の品種改良や、作るべき魔道具なんかがたくさんある。これが最適だ。

　とはいっても、俺がまったく畑を手伝わないかと言われればそうではない。

　作物によっては俺が錬金術で調整しないと、思うように育たない作物もあるからな。

　ちょっとした運動も兼ねて時々畑には顔を出すつもりだ。

「それでは、皆様には今から収穫を手伝ってもらいます」

　ひとしきり働き方の説明や質疑応答が終わったのか、メルシアが従業員たちに言った。

「よし、収穫は得意だぜ！」

「何を収穫すればいいの？」

「本日の品目はトマト、キュウリ、ナス、ピーマン、白菜……」

　いきなりの収穫作業にやる気満々のリカルドやネーアだったが、メルシアが次々と告げていく品目を聞いて青ざめる。

　うん、ざっと聞いただけで十種類くらいあるね。だけど、今の俺たちの農園の規模を考えると、それくらい当然かな。

「あ、あれれ？　メルシアちゃん？　ちょっと収穫するのが多すぎない？」

「そのためにあなたたちを雇ったのです」

　ネーアの言葉を一蹴するメルシア。

　幼馴染みであっても容赦がまるでない。さすがだ。

「そんな勢いで収穫して仕事がなくなったりしないのか？」

「ここでは毎日のように収穫が行われますので問題ないですよ。穫っても穫っても次の日には収穫できますので」

　率直に尋ねるラグムントには俺が答えた。

　懸念する気持ちはわかるが、うちの農園ではそんな心配は一切いらない。

　何せメルシアとゴーレムが毎日収穫してもなくならないからね。

　穫ってもまた次が生えてくるんだ。

「……あたし早まったかもしれないにゃ」

　毎日が収穫だと言われれば、農業経験者はそれがどれだけ忙しいか理解できるのだろう。

　ネーアだけでなく他の従業員も顔を真っ青にしていた。

「大変な仕事だからこそ給金も多いですし、収穫物のいくつかは持ち帰っていただいて構いませんので頑張ってください」

　メルシアがパンと手を叩いて言うと、従業員たちは戦慄しながらも歩き出した。










24話　錬金術師はミキサーを作る




「イサギ様、あとは私に任せてくださって大丈夫ですよ」

　従業員をそれぞれの畑に割り振ると、メルシアが振り返って言った。

「じゃあ、遠慮なく工房で研究させてもらおうかな」

　今日は従業員が働いてくれる初日ということで、見守っておこうかと考えていたがメルシアが必要ないというのであればそうなのだろう。

　従業員を雇ったのは俺が錬金術に専念するのが目的だし、農業の方はメルシアたちに任せておこう。

　そんなわけで俺は工房へと引き返した。

　工房に入ると、廊下を突き進んで奥へ。

　そこには壁があるだけだが、錬金術による変形を使えば壁がスライドして奥に進める仕組みとなっている。

　壁がスライドすると、地下へと続く階段が現れた。

　これも錬金術で土壁を変形させて作り出したものだ。

　壁には等間隔に窪くぼみができており、そこには小さな灯りの魔道具が設置されている。

　ほのかな灯りで照らされた地下への階段を俺はゆっくりと下っていく。

　階段を下りると、真っ昼間のように明るい開けた場所に出てきた。

　そこではオクラ、ブロッコリー、グリーンピース、モロヘイヤをはじめとする野菜畑がズラリと並んでいた。

　ここは俺の作った地下実験農場。錬金術で品種改良した作物をいくつも育てている。

　完成品の域に達したものから、未完成品まで様々なものを育てており、日々データを集めているのだ。

　さすがに未完成のものを外で栽培するのはリスクが高い。特に実験中のものは意図せぬ繁殖や進化をして周囲に危害を加えることがある。

　それを避けるためにこうやって地下で育てているわけだ。

　しかし、地下だと日光が遮られてしまって作物が育たたない。

　その問題については魔道具で解消している。

　天井につるされている大きなランプは照明の魔道具ではなく、日光を放つ魔道具だ。

　日光を溜ため込む性質を持つ魔物の素材を利用した魔道具であり、疑似的な太陽の光をここで再現している。これによって外とは変わらない――いや、それ以上に効率のいい成育を促しているのである。

「さてさて、今日はどんな成長をしているかな」

　メモ帳とペンを手に実験作物を確認。

「うーん、こっちのオクラは成育が不安定だな。明らかに栄養が偏ってる。こっちのブロッコリーは栄養を吸い上げすぎて土が痩せてるな」

　それぞれの成育状況をしっかりと確認して記録。

　オクラに関しては、どのくらいで成育バランスが大きく崩れるか確認したいので残す。

　ブロッコリーについては土に大きなダメージを与えてしまっているので駆除だ。このままだと実験農場全体の土を悪くしちゃいそうだし。

　痩せた土のところには新しく土と肥料を加えて回復を待つ。

　改良した別の品種を植えたかったけど、今日はやめておいた方がいいだろう。

「よし、次は果物畑だ」

　野菜畑のデータ採取が終わると、次のデータ採取へ。

　こちらも同じように改良中のレモン、ナシ、ブルーベリー、モモ、スイカなどの成育状況を確認。

　果物で品種改良に成功したのはイチゴ、リンゴ、バナナだけだ。

　大農園として発展させるには、もう少し種類を増やしておきたいところだ。

「うーん、やっぱり果物はまだ成育に時間がかかるな」

　五つの果物の成育状況を確認して回っているが、野菜に比べると成長速度が遅い。

　こちらは普通に育てたら何年とかかるものなので、錬金術を使っても多少は時間がかかってしまうのも仕方がないだろう。

　それぞれの品種に合わせて肥料も調整しているが、これ以上の速度を望むのであれば根本的な素材の選定からやり直す必要があるのかもしれない。

　さすがにそちらは時間がかかりそうなので、今やっている作業と並行しつつ探るしかないだろう。

　果物の確認を終えると、俺は実験農場の一番奥に移動。

　壁に手を当てて錬金術を発動すると、またしても土壁が開いた。

　ここは助手であるメルシアも知らない小さな実験農場。

「さて、最後はブドウだな」

　ここで俺はメルシアの大好きなブドウの品種改良を行っていた。

　なぜ秘密にしているかというと、彼女の大好物だからこそ完璧な形で出してあげたいからだ。

　色々とメルシアにはお世話になっているからな。そのお礼としてとびっきりの美味しいものを渡してあげたい。そんな俺のエゴである。

　小さな実験農場ではいくつもの品種のブドウが育てられており、いくつもの支柱が立っている。色々な品種を育てすぎて、ちょっとしたブドウ園のようだ。

　こちらも天井に太陽光の魔道具がつるされているので、室内はちゃんと明るい。

　それぞれの品種を確認し、いくつか出来の良さそうなブドウを摘んで口に入れてみる。

「うーん、まだ甘みが足りないかな。こっちはちょっと酸味が強いし、種の大きさもバラバラで食べづらい」

　一粒食べるごとに味に大きなバラつきがあるのがわかるし、種があったりなかったりするのは非常に鬱うっ陶とうしい。成育は安定してきたけど、味についてはまだまだ改良する余地が大きいな。

　やっぱりプレゼントするなら妥協したくない。とことんこだわることにしよう。
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　地下の実験農場でのデータ採取が終わると、俺は工房に戻ってきていた。

　集めたデータを元に品種改良をしてもいいが、ここのところ肥料の改良や作物の品種改良と地味な作業ばかりで飽きていたところだ。

「気分転換に何か新しい物でも作るか」

　宮廷に勤めていた頃ならそんなふざけたことはできなかっただろうが、今の俺は自由だ。

　勿論、やるべき仕事の順番というのはあるが、今は差し迫ってやるべきことはない。

　メルシアのためのブドウ作りも、急げば完成が近づく類いの研究でもないしな。

　そんなわけで今日は物作りをすることに決めた。何を作るかは決めていない。

　だけど、作りたいと思っていた魔道具ならたくさんある。

　俺はテーブルの引き出しから紙の束を取り出す。

　これは魔道具の設計書だ。

　不自由な環境にいながらも、いつか手に入れた自由な時間のためにとコツコツと書いていたのである。

　中には草案レベルのものや、素材が足りないが故に作成不可能なものもあるが、今の俺なら作れるものもたくさんある。

「何を作ろうかな」

　こうして設計書を見ていると、創作意欲がムクムクと湧いてくる。

　とはいえ、作ったはいいがまったく使わないような魔道具を作っても仕方がない。

　テーブルの上にあるリンゴを齧りながらページをめくっていると、ふとミキサーという魔道具に辿り着いた。

　容器の中に設置した刃を回転させることで果物や野菜などの固形物を液体にし、混ぜることができる便利な魔道具だ。

　帝城でメルシアが働いていた頃に、果物や野菜をすりおろすのは大変だという言葉を耳にして構想をまとめた。

「そういえば、昨日もリンゴをすりおろしていたな」

　俺の身の回りの世話に家や工房の管理、果てには農園の管理までやってくれている。

　忙しいメルシアの負担をもっと小さくしてあげたい。

「よし、ミキサーを作るか」

　ちょうど果物が収穫できるようになったし役に立つだろう。

　俺はマジックバッグから必要な素材を取り出した。
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「できた！」

　工房に籠もって小一時間経過した頃。テーブルの上には魔道具ができていた。

　全体のシルエットは細長くて円柱のようだ。

　ボトルは入れた具材が見えやすいようにプラミノスという半透明素材を採用。その中には果物や野菜を砕いて混ぜるためのブレードが設置されている。

　その下の土台には無属性の魔道具が入っており、魔力を流すと上部にあるブレードが回転する仕組みだ。

「試しにリンゴジュースでも作ってみるか」

　テーブルの上にある籠にはまだまだリンゴがある。とはいえ、さすがに大きなままではミキサーに入らない。

　台所に移動して、リンゴの皮を剥き、ちょうどいいサイズにカット。

　ミキサーの蓋を開けてカットしたリンゴに加えて、水を投入。

　通常のリンゴならここに少しの砂糖を加えるのだが、俺が品種改良したリンゴは糖度がかなり高いので不要だろう。

　蓋をしっかりと閉めると魔力を流す。すると、ブレードが勢いよく回転した。

　唸るような音を立てて、ボトル内に入っているリンゴを砕いてく。

　数十秒もしないうちにリンゴはあっという間に砕かれ、混ざり、ジュースと化した。

「こんなものかな」

　頃合いを見て、魔力を流すのをやめるとブレードの回転が止まった。

　本体からボトルを分離させると、蓋をとって傾けて用意したコップへ注いだ。

　コップを持ち上げて傾けると、濃厚なリンゴの味が口の中に広がった。

「うん、美味しい！」

　俺の予想通り、砂糖を加えなくて正解だ。

　ほどよい酸味が喉の奥を通り過ぎて、フレッシュな余韻を残してくれる。

　ここ最近、暑くなって汗をかくことも増えた。

　こういったジュースがあるととてもいい栄養補給になる。作るのが面倒なジュースだけど、ミキサーがあれば気軽に作ることができるな。我ながらいい魔道具を考えたものだ。

　ミキサーを洗ってテーブルの上を片付けていると、窓の外の景色が茜色に染まっていた。

　畑の方もそろそろ仕事を切り上げる頃だろう。

「イサギ様、そろそろ本日の仕事を切り上げようかと思います」

　なんて思っていると、ちょうどメルシアが工房に入ってきた。

　初日ということもあって念のための報告だろう。

「仕事が終わったら家の方に皆を呼んでくれる？　魔道具で作ったジュースを振る舞ってあげたいんだ」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　俺がそう言うと、メルシアは何か含みのある笑みを浮かべながら外に出ていった。

　え？　なになに？　ジュースの感想を聞きたいだけで他意なんてないんだけど？

　メルシアの妙な笑みが気になったが外に行ってしまったので問いただすこともできなかった。

　工房から家に移動し、ジュースを作るための果物をカットしたりミルクを用意したりしていると、ほどなくしてメルシアと従業員たちがやってきた。

　玄関をくぐるなりカーペットの上に寝転がるネーア、ロドス、リカルド。

「うわーん、初日からこき使われたよ！」

「こんなに疲れたのは久しぶりなんだな」

「実家で育てている畑よりも忙しさが段違いだぜ」

　想像していた以上に収穫作業が大変だったらしい。

　普段あれだけ大荷物を運んでいるロドスまでも疲労困こん憊ぱいの様子だった。

　平気そうに立っているのはラグムントとノーラ。

　体格のいいラグムントはともかく、小柄なノーラが平気というのは意外だった。

「ラグムントさんは平気なのですか？」

「普段から鍛えているからな。にしても、そっちが平気なのが驚きだ」

「平気じゃありません。乙女としての気力で立っているだけです」

「そ、そうか……」

「これが毎日のようにあるんですね。うふふ」

　どうやらノーラは淑女であろうとする気力で踏ん張れているようだ。

　死んだような目をして笑っているので怖い。

「とりあえず、疲れているだろうから座って座って」

　かなり消耗しているようなので立たせていては可哀想だ。

　率先して促すことで従業員たちを座らせていく。

「ネーア、いつまでも寝転がっていないでちゃんと座ってください」

「メルシアちゃんがあたしをいじめるー！」

「いじめてません」

　ずっと寝転がっていたネーアも文句を言いつつも、メルシアに促されて席に座った。

「で、家に入れてくれたのはイサギさんがご褒美をくれるからなんだよね？」

「はい。皆さんに特別なものを振る舞いたいと思いまして」

「果物だ！」

　テーブルの上に用意したリンゴ、イチゴ、バナナなどを目にしてネーアたちの目が輝いた。

「これらをミキサーに入れて粉砕してジュースにします」

「にゃー！　貴重な果物を粉々にするなんて何てことするの!?」

「酷ひどいんだな！」

「あんたいい奴だと思っていたのによぉ！」

　カットしたリンゴを粉砕しただけで酷いバッシングの嵐だ。

「そう怒らないでくださいよ。新しく作ったミキサーの試運転でジュースを作りたいので」

「ああ、ジュースを作るために果物を粉砕する魔道具なんだ」

　リンゴを粉砕した理由がわかったからか、ネーアたちがホッとしたような顔になった。

「そんなわけでリンゴジュースの出来上がりです！　飲みたい方！」

「あたし飲みたい！」

「オレも！」

　手を上げたのはネーアとリカルドとロドスだ。

　ラグムントはバナナ、ノーラはイチゴを使ったジュースが飲みたいとのことなので手を挙げた三人にリンゴジュースを振る舞う。

「にゃー！　何この美味しさ！」

「リンゴの甘みが凝縮されてるんだな！」

「うめえ！」

　ネーア、ロドス、リカルドがリンゴジュースを飲むなり大きく目を見開いた。

　どうやら気に入ってくれたらしい。とても幸せそうな顔をして飲んでいる。

　ミキサーを洗い終えると、ラグムントとノーラのためのジュースを用意する。

　そのままでは飲みづらいだろうからミルクを加えたバナナミルクとイチゴミルクだ。

「美う味まい」

「今日の疲れが吹き飛ぶようです」

　よかった。ラグムントとノーラも気に入ってくれたようだ。

「なんかそっちも美味しそう！　あたしもバナナミルク飲みたい！」

「俺はイチゴミルク！」

「おいらもイチゴミルクがいいんだな」

　二人が飲む様子を見て、ネーア、リカルド、ロドスもほしがる。
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　思っていた以上の人気ぶりだ。ミキサー一台ではとても間に合わないペースだ。

　これはもう一台作っておく必要があるな。

　ボトルを洗いに台所に向かうと、メルシアがやってくる。

「さすがはイサギ様ですね」

「え？　何が？」

　俺はミキサーを作っただけで特に何もしていないと思うのだが？

「農園の果物の美味しさを身体に刻み込み、従業員たちを離れられなくする作戦なのでしょう？　飴あめと鞭むちの使い方がお上手です」

　キョトンとする俺をよそにメルシアは笑みを浮かべながら追加分の果物の下処理を始めた。

　そんなこと考えつきもしなかった。

　だけど、すっかりとジュースの虜とりこになっている従業員たちを見れば、あながち間違いでもないのかもしれないなと思った。










25話　錬金術師はゴーレム馬を作る




「イサギ様、本日もいつもの調整をお願いします」

「わかった。見に行くよ」

　朝食を食べ終わると、メルシアに頼まれた仕事をこなすべく外に出る。

　五人の従業員が働き始めて一か月と半分。

　従業員たちやメルシアが農業に専念して働いてくれたお陰で、うちの農園は大農園と呼ぶに相応しい規模になっていた。

　栽培される作物の種類は膨大になり、小麦畑エリア、果樹園エリア、野菜畑エリア、薬草園エリアなどと区画分けされるようになったほどだ。

　さすがにこれだけ広くなってしまうと徒歩で巡回するのも大変だ。

　たまにしか農園に顔を出さない俺でもこう思うのなら、毎日農園に出ているメルシアや従業員たちはもっと不便に感じているだろう。

「では、行きましょうか」

「待って。いいものを思いついた」

　歩き出そうとするメルシアを止めて、俺はマジックバッグから精錬した銅を取り出す。

　それを錬金術で小型馬の形に整える。

　あまり大きすぎると農園の中を移動しにくくなるので小回りが利くのを重視。

　柔軟な動きができるように内部に疑似筋肉繊維を加え、数多あまたの素材を付け足していく。

　さらに加速とブレーキが調節できるように足元にペダルを設置。

　全体を整えると、最後に魔法文字を刻んだ魔石を体内に埋め込んだ。

「起動」

　魔力を込めてキーワードを唱えると、小型馬がむくりと起き上がった。

「……これは？」

「ゴーレム馬だよ。うちの農園もかなり広くなったし、乗り物があると便利だと思ってね」

「ありがとうございます。とても助かります」

　馬タイプのゴーレムが珍しいのか、メルシアが物珍しそうに見ている。

　帝城では人型のタイプしかいなかったので、動物型のゴーレムを見るのが初めてなのだろう。

　錬金術師の間ではゴーレム品評会などという、自分の作ったゴーレムの力を誇示する催しがあるが、そこでもほとんどが人型のゴーレムだ。

　多分、王族と貴族に仕えるには人型のゴーレムであるべしといった妙な文化があるんだろうけど、俺としては良きパートナーでいれば形は気にしないけどね。

　乗り降りしやすいようにゴーレム馬に鞍をつけると、俺はマジックバッグから追加分の素材を取り出す。

「あっ、素材が足りないや」

　自分が乗る分のゴーレム馬を作ろうと思ったが、肝心の素材が少し足りない。

「では、イサギ様がお乗りください。私は走りますので」

「いや、さすがにそれは申し訳ないよ」

　なんてメルシアが提案してくるが、その案には賛同できない。

　メルシアの身体能力なら問題なく走って付いてこられるだろうけど、それは鬼畜すぎる。

　そんな光景を見た従業員たちもドン引きすること間違いないだろう。

「それなら二人用にしちゃおう」

　幸いなことに素材は少しだけある。もう一頭作れるだけの量はないが、ゴーレム馬を少し大きくするには十分だ。

　錬金術を発動して、俺はゴーレム馬のサイズを大きくする。動力となる魔石は元々強めにしていたので、二人乗りになったくらいでも問題はない。

「メルシア、後ろに乗って」

　ゴーレム馬に跨またがると、メルシアに手を差し伸べる。

　躊ちゅう躇ちょしながらも手を伸ばしてくるメルシアの手を取って、俺の後ろに乗ってもらった。

「ゴーレムだから問題ないだろうけど、万が一のためにどこかに掴まっておいて」

　普通の馬と違ってこちらの予期せぬ動きはしない。が、バランスを崩してしまった時や転倒しそうになった時のためにどこかに掴まっておいた方がいい。

「で、では、失礼いたします」

　そう告げると、メルシアが俺の腰に両手を回してきた。

　軽く肩に手を乗せたりする程度だろうと思っていたので、予想以上の密着に驚く。

　妙に甘い匂いがするし、柔らかいものが背中に当たっている気がする。

　メルシアって俺よりも身体能力が高いけど、腕はこんなにも細くて柔らかいんだな。

「うん？　なんかゴロゴロ音が鳴ってる？」

　どこから出ているのか不明だが、ゴロゴロと低い音が鳴っている気がした。

　思わず周囲を見回してみるが動物は勿論のこと、俺たち以外の姿は見えなかった。

　じゃあ、この低い音はどこから鳴っているのだろう？　朝食は食べたばかりでお腹が鳴っている音ともまた違う。

「き、気のせいでしょう。イサギ様、作物の調整をお願いいたします」

「う、うん。わかったよ」

　なんだかメルシアの顔が妙に赤いけど、いつまでも家の前にいるのは不毛だし、いい加減仕事に向かうべきだ。

　俺はゴーレム馬を走らせることにした。
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　ゴーレム馬を走らせると、あっという間に野菜畑に着いた。

　断続的に聞こえていたゴロゴロとした音だが、ゴーレム馬を走らせていると聞こえなくなった。ゴーレムが不調というわけでもないし不思議だな。

　野菜畑にやってくると、ロドスがゴーレムたちと一緒に収穫した野菜を箱詰めしていた。

　ワンダフル商会に卸すための野菜をまとめているのだろう。

　俺たちの存在に気付いたロドスが、首にかけているタオルで汗を拭ってやってくる。

「イサギさん、メルシアさん。おはようなんだな」

「おはよう、ロドス」

「おはようございます」

　野菜畑を主に管理しているのはロドスだ。

　勿論、管理しているのは彼一人だけでなく、俺の作り出したゴーレムたちがいる。

　さすがにこれだけ広大な畑を一人で管理するのは不可能だからな。

　除草や虫の駆除、収穫などの単純作業をゴーレムに任せ、指示出しや細かい作業はロドスが行っている形だ。ネーア、リカルド、ラグムント、ノーラも同じような形でそれぞれの区画を管理している。

　そして、その全体の統括をメルシアがしてくれているというわけだ。

「……この馬は？」

「移動用に新しく作ったゴーレム馬だよ。試運転が終わったら農園に配備して、皆が使えるようにできればと思ってるんだ」

「それは助かるんだな。だけど、このサイズじゃおいらは厳しいかも……」

　ロドスの顔はのんびりとしたものだが、どこかシュンとしているように見える。

　彼の体型は縦にも横にも大きい。

　ゴーレム馬なので馬力はかなり高く、重量は問題ないが物理的に座れる面積が足りないだろうな。

「その時はロドスが乗れるようにオリジナルのサイズを作っておくよ」

「ありがとうなんだな！」

　特別仕様を作ることを伝えると、ロドスは嬉しそうに笑った。

　やっぱり彼も乗ってみたかったらしい。

　普通のゴーレム馬よりも素材は多く使うが従業員のためだからな。必要経費だ。

「今日は視察と調整をしに来ただけだから俺のことは気にせず」

「わかったんだな」

　ロドスを仕事に戻らせると、ザーッと野菜畑を見て回る。

　トマト、キュウリ、ナス、ニンジン、タマネギ、キャベツ、レタス……品種改良に成功した作物がかなり増えたお陰で、種類もとても賑やかだ。それぞれの畑ではゴーレムがコンテナを押しながらハサミで器用に収穫している。

　プルメニア村にやってきた時は、食料事情が改善できればいいなどと漫然と思っていたが、まさか自分がこんなに大きな農園の主になるなんて思ってもいなかったな。

　この農園を見れば、プルメニア村がロクな作物も育たない不毛な土地だとは誰も思わないに違いない。

　感慨深く思いながら俺が向かっているのは、半透明の膜で覆われたプラミノスハウスだ。

　こちらでは魔道具がいくつも設置され、しっかりと温度管理が行われている。

　日差しの強い外と違って、こちらは実に適温で過ごしやすいや。

　プラミノハウスで育てている作物はトマトやキュウリ、ナスと外で育てているものと変わりないが、ここでは俺が定期的に錬金術で手を加えている。

　他の作物と違って勝手に育つわけでなく、手間暇がかかるがその分味はかなり美味い。

　今日もそれぞれの作物を確認すると、作物の調子に合わせて錬金術で調整。

　成長速度に敢えて減衰をかけることでじっくりと成長させて、味の向上と栄養の集約を図らせる。さらに糖度が増加するように調整をかけて、甘みが感じられるように変質。

「よし、これで問題ないかな」

「お疲れ様です。次は果物畑に向かいましょう」

「わかった」

　それぞれの調整が終わると、俺とメルシアはゴーレム馬に乗る。

　すると、またしても後ろでゴロゴロと音が鳴る。

　チラリと後ろを確認してみると、ピッタリと音が止んだ。

「どうされました？」

「いや、何でもないよ」

　不思議に思いながらゴーレム馬を走らせると、やっぱりとゴロゴロとした音が鳴った。

　何の音なのか本当にサッパリわからない。










26話　錬金術師は森に向かう




「にゃー！　二人ともいいところに来てくれた！　ちょっと大変なんだよ！」

　果物畑にやってくると管理人であるネーアがすぐに寄ってきた。

　いつもだったら二人乗りしている姿をからかってきたりするのだろうが、今日はそんな余裕もないといった様子だ。

「どうしたんですか、ネーアさん？」

　いつもと違う変化を感じ取った俺は、すぐにゴーレム馬から降りた。

「うちの果物畑が荒らされているんだよ！」

「ええっ!?　本当ですか？」

「ひとまず、果物の様子を確認させてください」

「わかった。こっち来て！」

　彼女が案内してくれたのは果物区画の中でも奥にあるスイカ畑。

　多くのツルや葉が茂り、小玉や大玉のスイカがゴロゴロと転がっているスイカ畑だが、今日はいくつものスイカが無残にも赤い果肉を露出させていた。

「酷い。一体、誰がこんなことを……」

「昨晩は嵐でもありませんでしたし、ちょっとしたことでスイカがこんなに割れるとは思えません」

　自然現象じゃないとなると人為的なものとなる。

　村人がやっただなんて疑いたくないな。

「昨日はこんな風になっていませんでしたよね？」

「うん。あたしが仕事を終えた頃はいつも通りだった。でも、朝やってきたらこんな風になってて……」

「荒らされた果物は他にもありますか？」

「ザーッと確認した感じだとここだけだと思う」

　どうやら荒らされたのはスイカ畑だけのようだ。それがせめてもの救いだろう。

「……ごめんなさい」

「ネーアさんのせいじゃないですよ」

　いくら従業員とはいえ、勤務時間外の真夜中の畑まで監視するのは無理だ。

　誰もネーアが悪いだなんて思うわけがない。

「ひとまず、ダメになってしまったものを回収いたしましょう」

「そうだね」

　残念ながら被害に遭ったスイカは売ることができないし、俺たちで食べることもできないだろう。廃棄するしかない。

　俺たちは割れてしまったスイカを回収し、コンテナに入れていく。

　それと同時に割れたスイカの形跡を確認。

　被害に遭ったものを見てみると、鋭い爪のようなもので抉えぐられていたり、直接かみ砕かれているようなものが多い。それに地面には犬のような足跡があちこちに残っていた。

「……形跡からして人がやったものじゃないね」

「はい。ほのかに野生の臭いが残っていますので動物、あるいは魔物の仕業ではないかと」

　よかった。どうやら村人を疑う必要はないようだ。

「見てみて！　こっちに黒い毛が落ちてる！」

　声をあげるネーアの手には真っ暗な毛束が握られていた。

　触ってみると、とても硬く人間や獣人の毛質とは異なっているのがわかる。

「……ブラックウルフの毛だろうね」

「触っただけでわかるの？」

「素材の情報を読み取ることには自信があるからね」

　錬金術師は素材の構造を読み取ることができる。微かな痕跡さえあれば、相手の情報を読み取ることも可能だ。今回は体毛という体の一部の素材があったので、すぐにわかった。

「となると、夜にあちらの森からブラックウルフが下りてきたということでしょう」

「多分ね。このスイカ畑は農園の中でも一番森側に近いから」

　俺の農園も随分と広がったせいで西にある森との距離も近くなってしまった。

「スイカの甘い香りに誘われたか、ブラックウルフの縄張りを刺激したか……」

「何となく前者のような気がします」

「あたしもそう思う！」

　魔物さえ食べたがるスイカとして喜んでいいのかわからない。複雑だ。

　畑の周りは柵で囲っているし、ゴーレムだって定期的に巡回をさせている。

　とはいえ、機動性が高いブラックウルフからすれば、柵なんてあってないようなものだし、鈍重なゴーレムの目をかいくぐるのは簡単だろう。戦闘用ゴーレムならまだしも、うちの畑には農業用ゴーレムしかいないからな。

「また今夜もやってくるかな？」

「必ず来ます」

　不安そうに尋ねるネーアの言葉にメルシアは断定するように答えた。

　一度味を占めてしまった野生の獣は必ずもう一度やってくる。

　人を襲って食べたクマが、また人を襲うようになるのと同じだ。

「じゃあ、どうするの？」

「広い農園を守って戦うのは難しいだろうから、こっちから討って出るよ」

　相手は素早く集団行動を得意とする魔物だ。広い農園のすべてをカバーしながら戦うには分が悪すぎる。

「ネーアはラグムント、リカルドを呼んで農園を守るように言ってくれ」

「わかった！」

　ラグムントとリカルドは狩人であり、いざという時の戦闘もこなせる。

　仮にブラックウルフがまたやってきたとしても、彼らなら持ちこたえることができるだろう。

「でも、命を優先で頼む！　作物は作り直せても人の命は作り直せないからな！」

　獣人の戦闘力の高さはメルシアから聞いているので重々承知しているが、それでも無理は禁物だ。人の命よりも大切な作物なんて存在しない。

　ネーアにそのことを厳命すると、俺は近くにいたゴーレムを呼び寄せた。

「全員、作業を中断し、農園の警備を優先させること」

　創造主である俺が命令すると、ゴーレムはこくりと頷いて農園の警備を始めた。

　一体のゴーレムを介して、他のゴーレムにも命令が届き、続々とゴーレムが集まってくる。

　農業用のゴーレムではあるが、馬力は人間とは比べ物にならない。大勢並べているだけでブラックウルフへの大きな牽けん制せいとなるだろう。

　残った俺は森に向かうためゴーレム馬に跨る。

　すると、メルシアが見事な跳躍で俺の後ろに乗ってきた。

「イサギ様、お供いたします」

　前回の素材採取でメルシアの戦闘能力が桁外れだということは十分に理解している。

　彼女の同行を拒否する理由はない。

「ちょっとスピードを出すから落ちないようにしっかりと掴まって」

「はい！」

　肯定を意味する返事をすると、メルシアは嬉しそうに笑って腰に手を回した。




●




　ゴーレム馬に乗った俺とメルシアは、ブラックウルフの生息する西の森に入る。

　スイカ畑から薄っすらと直線状に足跡が残っているが、俺の目ではしっかり追うことができているか自信がない。

「メルシア、こっちの方角で合っているかな？」

「はい。足跡は依然として奥まで続いておりますし、ほのかに臭いも残っています」

「わかった」

　メルシアに痕跡の観察は任せて、俺はゴーレム馬を走らせることだけに集中する。

　魔石による魔力を動力としているために通常の馬よりも速く走れるが、何分周囲には木々が乱立しているし、地面にも起伏があるからな。転ばないようにしっかりしないと。

「止まってくださいイサギ様！」

　しばらく真っすぐに走っていると、不意にメルシアが叫んだので急いでゴーレム馬を停止させる。急停止させたために身体がグッと前に流されたが、しっかりと手綱を握って耐えていたために落ちることはなかった。

「どうしたのメルシア？」

「ブラックウルフの臭いが一気に濃密になり広がりました。私たちはハメられたかもしれません」

　疑問の言葉を発しようとした瞬間、周囲に大量の魔物の気配を感じた。

　薄暗い森の中に隠れるように何体ものブラックウルフがいる。

「いつの間にこんな数が……」

「追跡している我々に気付いて誘導したのでしょう」

「いくら集団行動が得意なブラックウルフとはいえ、そんなことをできるはずが……」

　基本的に魔物は人間よりも知性の劣る生き物だ。

　そんな作戦を思いつけるわけがない。

　となると、通常の魔物よりも遥かに知性が優れ、群れを統率するだけの力をも備えた上位個体がいることになる。

　一体、どこにそんな奴が……。

「イサギ様！」

　思考していると、突然メルシアがこちらに覆い被さってきた。

　ゴーレム馬から落ちて地面に転がっていく。

　何が起こったのかと視線を巡らせると、ゴーレム馬の影から大きな狼おおかみが飛び出してくるのが見えた。

　狼は強きょう靭じんな爪を振るい、ゴーレム馬を両断した。

　即座に受け身を取って立ち上がると、俺たちのいた場所にはブラックウルフよりも二回り以上も大きく紫がかった毛並みをした魔物がいた。










27話　錬金術師はシャドーウルフと出会う




「イサギ様、あの魔物は？」

「……シャドーウルフだと思う。影を操ることのできる危険な魔物さ」

　帝城で魔物の文献を読み漁あさっていた時に見た覚えがある。

　影の中から出てきた能力を見る限り間違いない。

「冒険者ギルドによって定められた討伐ランクはＡ。騎士団を動員し、大勢の被害を出しながらも討伐できるようなレベルだよ」

「そのような魔物が村の傍にいたとは……」

　さすがにこのレベルの魔物が出現するのは珍しいのか、メルシアも戸惑っている様子だった。

　しまったな。最悪の事態を想定して入念の準備を整え、大勢の仲間を連れてくるべきだった。

　とはいえ、上位個体がいるとは思わなかった。おいそれと出現するものではないからな。

「何だこれは？　馬ではないのか？」

　自らの影を触手のように伸ばし、ゴーレム馬を小突くシャドーウルフ。

　群がっているブラックウルフも不満そうな唸り声をあげている。

　馬であったなら彼らの食料になったかもしれないが、残念ながら銅を中心に作られたゴーレムだ。魔石ぐらいしか食べるところはないだろうな。

　なんて考えている場合じゃない、相手は言葉を話すほどの知性を持っている。これは上位個体の中でも相当の実力を持っているかもしれない。

「メルシアならシャドーウルフを倒すことはできる？」

「……よくて五分五分といったところでしょう」

　本気になれば、討伐ランクＡの魔物とも単身で渡り合えること時点ですごい。

　でも、そんな彼女でも半分の確率で負けるという。

　俺が助太刀に入って少しでも勝率を上げる作戦もあるが、周囲にいるブラックウルフの存在を考えるとそうはさせてくれないだろうな。

「私が時間を稼ぎます。イサギ様はその隙にお逃げください」

「ダメだ。メルシアを置いて逃げるなんてできない」

　どちらかの生存を考えれば、それが最適なのかもしれないがそんなことはしたくない。

「ですが……っ！」

「メルシアは、俺が帝城から追放されても支えてくれた。自分が窮地に陥ったからといって見捨てるなんてことは断固としてできないね」

「……イサギ様」

　非論理的だとはわかっている。だけど、男として――それ以前に一人の人間としてメルシアを見捨てるという選択肢だけは選べない。たとえ、それで俺が死ぬことになっても。

「クククッ、こんな時に仲間割れとはな」

　俺たちの会話を聞いて、シャドーウルフが低い声で笑う。

　矮わい小しょうな生き物がもがき苦しむ様を楽しんで見ているようだ。趣味が悪い。

　だけど、見たところ相手はこちらをすぐに襲うつもりはない様子。

　嬲なぶり殺しにするためか一種の娯楽と感じているのかは知らないが、襲い掛かってこないのであれば交渉の余地がある。

　何せ相手は上位個体であり、しっかりと知性があるのだ。こちらの言葉を十分に理解できているのであれば、交渉する余地はある。

「……取引をしよう」

「イサギ様？」

「ほお？　人間が魔物である我らと取引をしようというのか？」

「そういうことさ。話が早くて助かる」

「面白い。言ってみろ。つまらなければ殺して食う」

　正直、今にも襲われそうで怖いが、俺たちの命や今後のことを考えると、ここが度胸の見せどころだ。

「昨夜、うちの農園にあるスイカが荒らされてしまった。これを食べたのは君たちで間違いないかい？」

　マジックバッグから回収した一部のスイカを取り出すと、周囲にいたブラックウルフの何頭かがピクリと身体を震わせた。

　赤い舌を出し、物欲しそうな視線が突き刺さるのを感じる。

「ほう、それはスイカというのか。甘い香りが漂っていたので取りに行かせて食べてみたら非常に美味かった。今夜は俺自身も下りて食べに行くつもりだ」

　やっぱり、メルシアの言った通り、味を占めてしまったようだ。

　しかも、今度はブラックウルフだけでなくシャドーウルフ自身も向かうと言っている。

　そんなことになれば、うちの農園の作物だけで被害が済むとはとても思えない。

「そうしたらスイカがなくなってしまうぞ？」

「なくなったらまた次を探すまでだ」

「残念ながらあのスイカはあそこでしか育たない上に、俺たちしか育てられない。お前たちが食べ尽くし、俺たちを殺せば二度と食べることはできない」

「何？」

　余裕の笑みを浮かべていたシャドーウルフだが、俺の言葉を聞いた瞬間に笑みを引っ込めた。

　まさか、この村でしか食べられないとは思っていなかったのだろう。シャドーウルフは想定外といった様子で考え込んでいる。

　周囲にいたブラックウルフたちも、何となく言葉の意味が理解できたのかあからさまに動揺し始めた。

　うちのスイカが相当お気に召したようだ。

　嬉しいっちゃ嬉しいが、無茶苦茶に食い荒らされた現状を考えると素直に喜べない。

　しばらく考え込んだ末に、シャドーウルフは口を開いた。

「……それで貴様は何を要求するつもりだ？　食べたらなくなるから我らに退けとでも？」

　それができたら最善なのだが、あのスイカの美味しさを知ったシャドーウルフたちが素直にそれを呑むはずがない。相手には一ミリもメリットがないのだから。

「いや、違う。君たちにはうちの農園の作物を守ってほしい。その代わり、俺たちは育てたスイカをはじめとする作物を君たちに提供する」

「我らを番犬扱いするつもりか？」

　シャドーウルフの毛が逆立ち、憤ふん怒ぬを露わにした。

　その気迫にメルシアが臨戦態勢を取ろうとするが静止させた。

　臆するな。ここが正念場だ。

「それは捉え方次第だよ。君たちからすれば、俺たちは美味しい食材を出し続ける家畜のような存在とも考えられる」

「確かにそれもそうだ」

「互いにメリットがあると思うんだけど、どうだろう？　うちの農園にはスイカ以外にも美味しい食べ物がたくさんあるよ」

「……しばし待て」

　ダメ押しとばかりに美味しい食べ物がまだまだあることを告げると、シャドーウルフとブラックウルフたちは一か所に集まり始めた。

　そして、俺たちにはわからない鳴き声をあげて何やら話し合っている様子。

　群れのリーダーとはいえ、ちゃんと話し合ったりするんだな。興味深い。

　しばらく様子を窺うかがっていると、話し合いが終わったのかシャドーウルフたちが元の位置に戻った。そして、大仰な声音で言う。

「人間よ。取引に乗ってやろう」

「本当かい？」

「ただし、我らの腹を満たし満足させることができねば、即座に取引は破棄だ」

「問題ないよ。うちの農園の生産力も美味しさもどこにも負けないから」

　こうして俺はシャドーウルフとブラックウルフの群れを農園の頼もしいパートナーとして迎え入れることにした。










28話　錬金術師は名前をつける




「メルシアちゃん、イサギさん！　よく無事で戻ってきたよ！」

　農園に戻ってくると俺とメルシアを見て、ネーアが叫んだ。

　その声に反応してリカルドとラグムントもやってくる。

　いつもの従業員服ではなく、革かわ鎧よろいなどの防具や剣を腰に佩はいていて武装状態だ。

　もしもの際に備えて、ずっと警戒してくれていたのだろう。

「予想よりも大分遅かったから心配したぜ」

「ごめんね。ゴーレム馬が壊れちゃったせいで帰ってくるのが遅くなった」

　シャドーウルフと取引をしていたこともあるが、単純に足であるゴーレム馬を壊されたせいで俺たちは徒歩で帰ることになってしまった。それが遅くなった最大の原因だ。

「お怪我はありませんか？」

「うん、幸いなことに何ともないよ」

「軽い擦り傷程度で怪我と言えるレベルではありません」

　ラグムントの問いに俺とメルシアが答えると、三人ともホッとしたように息を吐いた。

「よかった。無事に帰ってきたってことは、ブラックウルフたちは討伐できたってことだよね？」

　胸を撫で下ろしながら尋ねてくるネーア。

　安堵しているところに物騒な事実を告げるのが申し訳ないな。

「……えーっと、そのことなんだけど、驚かずに聞いてほしいことがあって……」

「おい、もういいか？」

「よくない！　今から説明するところだってば……っ！」

　どう説明したものかと迷っていると、俺の影からシャドーウルフがぬっと顔を出した。

「にゃー！　イサギさんの影に魔物がいる！」

　これにはネーアが驚き、ラグムントとリカルドがすぐに剣を抜いて臨戦態勢に入った。

「二人とも落ち着いて。きちんと説明するから」

　冷静な声音で言うと、二人は呼吸を整えて構えを解いてくれた。ただし、強力な魔物を前にしているからか剣から手を離すことがないが、目の前に突然魔物が現れては仕方がないことだろう。

　少し落ち着いたところで俺は森での出来事を三人に説明する。

「まさか、村の近くに上位個体がいるとは……」

「こんなおっかねえ魔物に取引を持ち掛けるなんて、案外やるな！」

「シャドーウルフだっけ？　とにかく、二人が無事でよかったよ」

　一連の流れを話すと、三人は納得したのか警戒心を解いてくれた。

「あれ？　すんなりと受け入れるんだね？」

　魔物を農園に連れてきているんだ。

　もっと強い拒否感のようなものを抱かれると思っていたのだが。

　帝都だと絶対に受け入れられない事案だと思う。

「んん？　別に動物や魔物を強い奴が従えるのは当然のことだろ？」

「村人の中にも何人か魔物を連れている人もいるしね」

　おそるおそる尋ねると、リカルドとネーアが何でもないことのように言う。

　どうやら獣人たちの間では、屈服させた魔物を従えるのはよくあることらしい。

　身体能力が高く、野性味が強い獣人だからこその文化なのかもしれない。

　この様子を見る限り、従業員たちが特別な感性を持っているわけでもなさそうだ。

　最大の懸念事項が問題なかったようで心底ホッとした。

「訂正しろ。我はこの者たちに屈服して従っているわけではない。あくまで利害の一致で協力してやっているだけだ。そこを履き違えるな」

　ただリカルドの言い分に我慢ならないのがシャドーウルフだ。

　唸り声をあげてすごんでいるが、影から頭しか出ていないためにいまいち迫力が欠けている。

「ごめんね。そういうわけだから訂正してくれる？」

「すまん。あくまで利害の一致での取引だな」

「フン、気をつけろ」

　リカルドが謝罪し訂正の言葉を述べると、シャドーウルフはつまらなさそうに鼻を鳴らした。

　とりあえず、許してもらえたようだが、また同じことを繰り返せば怒りそうだな。

　この関係についてはしっかりと周知させておこう。

「とりあえず、ブラックウルフたちが襲撃してくる心配はなくなったからロドスやノーラにも伝えて、いつもの仕事に戻ってくれる？」

「わかった！」

　ブラックウルフたちがパートナーになったので厳戒態勢を維持する必要はない。

　そのように伝えると、三人はそれぞれの持ち場に戻っていく。

　ついでに近くにいるゴーレムを呼び寄せると、こちらも厳戒態勢を解いていつもの農作業に戻るように伝えた。

　武装していた従業員やゴーレムがいなくなり、物々しい雰囲気に包まれていた農園がいつも通りのものとなる。

　やっぱり俺の農園はこうでないとな。

「いい加減外に出るぞ？」

「いいよ」

　こくりと頷くと、シャドーウルフは影から飛び出した。

　軽やかに着地をするとブルリと全身を震わせる。

　おっかない見た目と大きさをしているが、こうした仕草を見ると犬みたいだなと思ってしまう。言うと、絶対に怒るから言わないけど。

「さて、改めて役割の整理をしようか。シャドーウルフたちの役割はこの農園を守ること。昼間は従業員やゴーレムもいるから大人数で守る必要はなくて、どっちかというと俺たちの目が届きにくい夜の警備に力を入れてほしいかな」

「問題ない」

「じゃあ、次はそっちの要望だね。どのくらいの頻度で作物の提供を望んでいるんだい？」

「一週間……と言いたいところだが、さすがにその頻度では無理があるだろう？」

「可能か不可能かでいったら可能だね」

「何？　人間共がやっている農業とやらは時間をかけて作物を育てるのではないのか？」

「普通はそうなんだけど、うちの農園は特別だからね」

　コニアの商会に卸すことを考えても、作物にかなり余裕がある状態だ。

　ブラックウルフたちの数も三十体程度。そのくらいの数の腹を満たすくらいであれば毎日でも問題ない。

「ならば、逆に問おう。どの頻度であれば貴様が枯れることなく提供することができる？」

　無茶を突き付けてこないあたり、このシャドーウルフも冷静だな。

　堅実に長く供給を受けようという狙いがあるのだろうけど、こちらとしては大変有り難い。

　毎日、群れ全体のお腹を満たし続けることは可能だが、さすがに今の従業員数では日々の業務内容を大きく圧迫してしまう。それが大きな問題だ。

「メルシア、どの程度の期間なら日々の業務を圧迫せずに提供できる？」

「五日に一度くらいの頻度であれば負担なく業務を回せるかと」

「農園を警備してくれた個体には毎日お腹が膨れるほどの作物を提供。そして、五日ごとに群れ全体の腹が満たされる量を渡すっていうのはどうかな？」

「悪くない。そうしろ」

　シャドーウルフの反応はかなりいい。

　想像以上に早い作物の提供体制に素直に喜んでいるようだ。

「それぞれの役割が定まったところで、次は大まかなルールを決めようか」

「ルール？」

「うん。互いが心地よく過ごすための決め事さ」

「……言ってみろ」

　胡乱な反応を見せていたシャドーウルフであるが、話を聞くつもりになったのかお尻をペタンと地面につけた。

　とはいっても、ルールとは簡単なものだ。

　初歩的な部分をきちんと守ってくれればいい。

　人を襲わないこと。物を壊さないこと。

　勝手に農園に作物に手をつけないこと、汚さないこと。

　他の魔物に従業員が襲われれば助けること。

「我らの役割は農園を守ることだ。そこにいる人間たちを守ることは役割に入っていない」

「従業員がいなければ、作物を作ることはできないんだ。従業員がいなくなれば結果として大きな損失となってしまう。従業員たちも農園の一部だと思ってほしいな」

「ぐぬぬ、なんだかいいように言いくるめられている気がするぞ」

「そんなことはないよ」

「言い分に一理あることは認めてやろう。だが、必ず全員守ることは約束できない」

「それで十分だよ」

　あくまで重要なのは従業員を尊重し、大切に思ってもらうことだ。

　俺の言うことにしか耳を傾けず、農園で好き勝手に振る舞われたりしたらあとで問題になるからね。

「ルールはそんなものか？」

「うん。判断がつかないことや困ったことがあったら適宜話し合う感じで」

「お前たち、そういうわけだ。ルールを順守した上で役割をこなせ」

　シャドーウルフの影が大きく広がると、そこからブラックウルフたちが十体ほど出てきて散開した。それぞれの区画に移動して、警備にあたってくれるのだろう。

　これだけの数のブラックウルフがいれば、実に心強い。

「その影ってブラックウルフたちも入ることができるんだ」

「それだけじゃなく、我と居場所を入れ替わることもできる」

「便利な能力だね」

「まあな」

　まさか居場所を入れ替わることもできるとは驚きだ。

　もし、あのままメルシアと一緒に戦うことを選択していたら、間違いなく苦戦させられたことは間違いないだろうな。

「イサギ様、私は父をはじめとする村人たちに状況を説明してこようかと思います」

「そうだね。悪いけどお願いするよ」

　説明もなしにブラックウルフがいると、村人たちが驚いてしまう。

　メルシアに迅速な情報伝達を頼むことにした。

「……おい、我が農園に出向いているということは、取り決め通りに作物が支給されると考えていいのだな？」

　意訳すると、これは早くスイカを食べさせろということだろう。

「そうだね。早速、スイカ畑に案内するよ」

　催促してくるシャドーウルフに微笑ましさを感じながら、俺はスイカ畑へと案内する。

　今朝はブラックウルフに荒らされてしまったスイカ畑だが、ネーアがきちんと処理をしてくれたのかある程度綺麗になっていた。

「食べていいのはどれだ？」

　わざわざ聞いてくるのは勝手に作物に手をつけないというルールを順守してくれているからだろう。

　スイカの表面の縞模様がはっきりとしたものを手に取って、軽く手で叩いて音を聞く。

　ツルの付け根もしっかりと盛り上がっており、おへその部分も大きい。

　これが一番の食べ頃だろう。

「これが美味しいよ」

　ツルをナイフで切り取ると、シャドーウルフの前に持ってくる。

「待ってて。今、切り分けてあげるから」

「そんなものは不要だ」

　包丁で切り分けてあげようと思ったが、シャドーウルフは強靭な爪を振るってスイカを綺麗に真っ二つにした。そして、ぱっくりと割れたスイカに勢いよく顔を突っ込む。

「おお、これだ！　鮮やかな果肉と心地のいいシャリシャリ感！　すっきりとした甘みがいつまでも口の中を飽きさせない！　美味い！」

　がつがつとスイカを食べながら歓喜の声をあげるシャドーウルフ。

　よっぽどスイカが気に入っているようだ。

　肉食の魔物なのにスイカを気に入るなんて不思議だな。

　美味しそうに食べているシャドーウルフを見ていたら、俺もスイカを食べたくなってきた。

「せっかくだし、俺も少し食べようかな」

　手短に美味しそうなスイカを見つけると、同じように収穫する。

「ねえ、これを半分の半分くらいに切り分けてくれない？」

「なぜ我がそのようなことを……」

「俺が食べる分以外はあげるから」

「よこせ。切り分けてやろう」

　渋っていたシャドーウルフだが、対価を用意するとすんなりと引き受けてくれた。

　鋭い爪が振るわれて、綺麗な四分の一サイズのスイカが出来上がる。

「残りは貰うぞ」

「どうぞ」

　さすがに一人で全部食べるには多いからね。自分が食べる四分の一の部分だけを手に取ると、残りはすべてシャドーウルフに渡した。

　切り分けてもらったスイカを口にする。

　爽やかなスイカの味がとても気持ちがいい。

　品種改良で糖度を引き上げているお陰か実にいい甘みを出していた。

　夏の到来を前にしてこの美味しさだ。本格的な夏がやってきたら、もっと美味しく感じるだろう。

「そういえば、まだ名前を名乗っていないことに気付いたんだけど」

「今更だな」

「俺の名前はイサギ。君は？」

「……我に名前などない」

「じゃあ、名前を付けてもいい？」

　群れの中でも会話ができるのは、このシャドーウルフだけだ。意思の疎通を行う上で名前がないのは不便だと感じた。

「……言ってみろ」

　その言葉から察するに名前を付けられることに拒否感は抱いていないらしい。

「コクロウっていうのはどう？」

　名前の由来はシャドーウルフの見た目を体現した、漆黒の狼という意味だ。

　厳密には体毛は黒というより少し紫がかったものであるが、わかりやすさと呼びやすさで決めさせてもらった。

　カゲロウっていう呼び名の案もあったけど、通称の名前として通っているシャドーウルフと似通っていたので面白味がないと感じた。

「コクロウか……まあ悪くはないだろう」

　ネーミングセンスに自信があるわけではないが、反応を見る限りまんざらでもない様子だった。










29話　錬金術師は諫いさめられる




　コクロウやブラックウルフが警備についてから農園は平和だ。

　以前まではちょいちょいと鹿がやってきたり猪が敷地に入ってきたりなどの小さな被害があったが、今は完全に皆無である。

　一日中、魔物が警備についていると野生動物としてもおっかなくて近寄れないのだろう。いくら美味しい食べ物があっても、足を踏み入れた瞬間に死んでしまっては意味がないだろうしな。

　三十体近くいるブラックウルフたちであるが、夜の警備はコクロウを合わせて十体が担当してくれている。

　日中は従業員もいることもあって六体くらい。コクロウの影を介して交代制で担当しているようだ。

「まったく、どいつもこいつも農園に連れていけとうるさくて仕方がない。我ら魔物は自然と共に自由に生きるのだ。人間共に懐柔されるなどとはあってはならん」

　群れのボスであるコクロウが嘆かわしそうに言った。

　当の本人は寝転がっており、傍にいるメルシアに体を撫でられて気持ちよさそうにしている。

　コクロウ自身がまさに懐柔の象徴だと思うのだが、突っ込み待ちなのだろうか？

　にしてもコクロウの毛並みはモフモフとしてとても気持ちよさそうだ。俺も撫でてみたい。

「行きたくないと言われるよりも何倍もいいんじゃない？」

　それとなく背中に手を伸ばそうとすると尻尾に手を叩かれた。

「シレッと我の体に触ろうとするな」

「なんで俺はダメなの？」

「貴様は撫でるのがヘタだ」

　率直すぎるコクロウの意見に傷ついた。

「じゃあ、今撫でているメルシアや他の従業員は上手なの？」

　農園を警備しているコクロウやブラックウルフのことを従業員たちも受け入れており、休憩時間に撫でていたり、じゃれていたりする風景を目にする。

「うむ、獣人だけあって実に撫でるツボを押さえている」

　メルシアの細い手がコクロウの耳周りを撫でて、額、首元と滑らかに移動していく。

　実に手慣れた指使いだ。

　彼女が手を動かす度にコクロウが気持ちよさそうに目を細めている。

　メルシアや他の従業員が撫でられているのは、撫でるツボとやらを的確に押さえているかららしい。

　ということは、俺もそれを会得すれば撫でられるということか。

「俺にも撫で方がわかった。撫でさせてくれ」

　俺がそう言うと、コクロウは嫌そうな顔をしながらも抵抗はしなかった。

　それを肯定と捉えた俺はコクロウの額に手を伸ばす。

　すると、ふっさりとした毛の感触がした。背中やお腹の体毛と違い、毛が細いからかとても手触りが滑らかだ。コクロウの体温を直に感じて温かい。

「ええい！　やはり貴様の撫で方は鬱陶しい！」

　夢中になって撫でていると、コクロウが鬱陶しそうに身を震わせた。

「あっ、ごめん！　手触りがいいせいでつい夢中になっちゃった。もう一回お願い！」

「我を練習台にするな。撫でるのを練習したいならブラックウルフでも撫でておけ」

「撫でようとすると逃げるんだよ」

　勿論、ブラックウルフも何度か撫でた。でも、撫でられたのは最初だけで、すぐに嫌がられるようになってしまったんだ。

「だろうな」

　コクロウはブラックウルフたちが逃げる理由をわかっているようだが、教えてくれるつもりはないようだ。冷たい。




●




　コクロウにすげなくされて凹へこんだ俺は、工房の地下にある実験農場で品種改良に精を出していた。

　農園で育てている作物の成長は順調だ。従業員やゴーレムたちのお陰で毎日のように安定した量の収穫ができている。

　農園の動きが順調だと俺のリソースが十分に空き、その分の時間を研究へと割り振れるわけだ。

　実験農場に生なっている改良中のブドウを一粒食べてみる。

「うーん、繁殖力は強いみたいだけど味はいまいちだ。繁殖力と味のバランス調整は難しいな」

　以前の研究データを元に改良をして成育速度の向上を図ったが、今度は味のバランスが崩れてしまった。

　驚異的な成長の速さは素晴らしいが、美味しさが損なわれてしまっては元も子もない。

　成育記録にメモをして新しい方針を考える。

「大量生産は諦めて、いっそのこと一点ものにしようかな……？」

　この際、繁殖力の方は諦めて、味に特化したものを少量ずつ作るのもありかもしれない。

　たくさん食べられないというデメリットはあるが、元はメルシアにプレゼントするためのものだ。彼女が安定して食べられる分の生産ができればいいのだ。

　仮にワンダフル商会に求められたとしても、稀少さと美味しさを前面に出して販売してもらえれば問題ないだろう。

「うん、次はその方針でやってみよう」

　方針を切り替えることにした俺は、素材の選定からやり直すために実験農場を出て工房に戻った。




●




「イサギ様、ここ最近根を詰めすぎではないでしょうか？」

　工房に籠もって作業をしていると、メルシアが入ってくるなり言った。

「そうかな？」

「ここ二週間の間、ずっと工房に籠もってお仕事をされています」

「そんなに経ってたんだ」

「イサギ様が研究に専念できることは大変喜ばしいことですが、限度というものがあります。たまには休憩してお外にも出ませんと、お体の方が壊れてしまいます」

　こちらを真っすぐに見据えるメルシアの瞳には心配の色がありありと見てとれた。

　思えば、ここ最近は実験農場の魔道具でしか日光を浴びていない。

　座りっぱなしでの作業も長いせいか全身がガチガチだ。

　彼女の言う通り、一度身体を休めてあげた方がいいだろう。

「わかった。今日は休日にするよ」

「それがよろしいかと」

　そう言うと、メルシアはホッとしたように笑みを浮かべた。

「休日かぁ。具体的には何をしようかな」

　今日も作物の品種改良に取り組む気満々だったので、突然休みとなると何をしたらいいかわからなくなる。

「本日は天気もよろしいですし、ピクニックなどいかがでしょう？　近くに綺麗な花畑があるんです」

「いいね！　じゃあ、ピクニックに行こうか！　早速お弁当の準備をしないと……」

「既にできています」

　動き出そうとすると、メルシアが後ろから大きなバスケットを取り出した。

「用意がいいね」

「それがメイドの務めですから」

　どうやら俺が休みを取るのは決定済みで、先回りして作っていたようだ。

　なんだかとても手の平の上で転がされている感じがするけど、不思議と悪い気分じゃなかった。

　お弁当ができているのであれば、特にこれといって準備するものもないので俺とメルシアは工房を出ることにした。

「どうせなら他の従業員たちも誘いたいところだけど、さすがに仕事中に誘うのは忍びないね」

　ピクニックに行くのであれば賑やかに行きたいところだけど、業務を放り出させて従業員を連れ出すのは気が引ける。

「彼らには業務に一段落つけたら花畑にやってくるように伝達していますので、あとから合流しますよ」

「……なんか色々と調整してもらってごめんね？」

「いえ、ちょうど従業員にも息抜きは必要かと思っていましたので」

　もう正式な雇用主もメルシアでいいんじゃないかと思うくらいの有能ぶりだ。

　農園の業務を丸投げしている俺としては頭が上がらないや。

「それでは行くか」

「うわっ！」

　従業員もあとから合流してくることがわかってホッとしていると、足元の影からぬっとコクロウが出てきた。

　どうやら俺の影に入り込んでいたらしい。まったく気付かなかった。

「というか、コクロウも来るんだ」

「従業員を労ねぎらうように我にも労いがあっても問題はないだろう？　警備の方はブラックウルフたちを多めに配備してあるから心配するな」

　別に来てはいけないとかじゃなく、ピクニックという催しに興味があることが意外だった。

　自身や従業員がいなくなることを見越して、普段よりも厚めに警備をしてくれているし問題ないだろう。コクロウたちがやってきて農園が安全になっていることは確かだからな。

　そんなわけでコクロウを加えた俺とメルシアは花畑に向かうことにした。










30話　錬金術師はピクニックに向かう




　農園を設立してからは敷地内に籠もることが増えたので、敷地外に出ることがとても新鮮だ。

　花畑は東方面にあるので本日進む先は中心地ではなく東方向。

「天気がいい中、歩くのは気持ちがいいね」

「うむ、我も人里を堂々と歩くことができて実に気分がいい」

　上機嫌に尻尾を振りながら歩くコクロウだが、俺が言っていることとは大きく意味合いが異なるように感じた。

　村全体に存在を周知され、受け入れられているコクロウたちだが、無む暗やみに歩き回ることは認められていないので、こうやって農園の外を歩くことができて嬉しいのだろう。

　少なくとも人間族が多く住む街や村ならば、魔物が付近をうろつくなど絶対にあり得ない光景だ。帝都で長年住んでいた俺の感覚では未いまだに少し慣れない。

　橋を渡って道を歩いていくと畑や民家の姿はなくなり、だだっ広い並木道へと変化。

　そこをさらに奥へ進んでいくと、花畑へと辿り着いた。

「着きました。ここが花畑です」

「うわー、想像よりもずっと広くて綺麗だ！」

　視界では色鮮やかな花々が咲き誇っていた。しかも、それが地平線の奥までだ。

　プルメニア村の近くにこんなに広大な花畑があるなんて知らなかった。

「スンスン……花の香りだな」

「そりゃ、花畑だからね」

　真顔で当然のことを言うコクロウに思わず突っ込む。

　これだけたくさんの花が咲いているのに、他の香りがしたらおかしいと思う。

　頓とん珍ちん漢かんなことを言うコクロウを放置して、俺は傍にある花を観察する。

「この黄色い花は何ていうんだろう？」

「ガンザニアです」

「じゃあ、こっちの彩り豊かな丸い花は？」

「トリスナーという花です」

　などと尋ねてみると、メルシアはすらすらと答えてくれる。

　故郷の花だけあって熟知しているようだ。

　俺には花に含まれている成分がわかるだけで名称はサッパリだ。

　素材になる花は知っていても、こういった普通の花のことは何も知らないんだな。

　他にもグラデーションがかった艶やかな花や、丸みを帯びた白や赤など彩り豊かな花、筒状の淡い青色の花弁を密集させた花といった様々な種類のものがある。

　どれも皆違ってとても綺麗だ。

「ここにある花は摘んでも大丈夫？」

「良識的な分であれば」

　好奇心に身を任せる前に尋ねてみると、ちょっとくらいならば問題ないようだ。

　俺はガンザニアと呼ばれる黄色い花を摘み取ると、錬金術を発動させた。

「ガンザニアの花びらが青色に……！」

「錬金術で色素成分を変質させたんだ。メルシアにあげるよ」

「えっ？」

　色素を変化させたガンザニアを手渡すと、メルシアがキョトンと驚いたような顔をした。

「ごめん。迷惑だったかな……？」

　急に花を渡すなんて気き障ざな行いをしたのでドン引きされてしまったのだろうか。

　ずっと錬金術一筋だったので、こういった男女の機微が俺にはわからない。

「あっ、いえ違います！　イサギ様はご存じないと思いますが、ガンザニアを異性に贈ることには少し特別な意味があったので驚いてしまいました」

「えっ！　ちなみにその特別な意味を聞いても？」

「内緒です」

　慌てて花言葉の意味を尋ねると、メルシアは悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた。

「……なんか怖いから返してもらってもいい？」

「ダメです。これはイサギ様からいただいたものですから、もう私のものです」

　意味をわからずに渡してしまったのが怖くて取り返そうとするが、メルシアはガンザニアを守るように胸元に抱えてしまった。

　さすがに女性の胸元に腕を突っ込んで取り返すような乱暴な真似はできないので諦めるしかなかった。

　ガンザニアの花言葉の意味は何なのだろう？　従業員に聞くとからかわれそうなのでシエナにでも今度聞いてみよう。

「おい、我はそろそろ腹が減ったぞ」

　などと考えていると、花畑をうろついていたコクロウからそんな要望が。

「はいはい。それじゃあ、少し早いけど昼食にしようか」

　昼食を食べるには少し早いが、コクロウがごねると面倒なので早めに昼食を摂ることにした。

　花畑の傍にある木の周りがちょうどいい感じにスペースが空いているので、マジックバッグから取り出したシートを敷いてそこに座った。

「今日はサンドイッチです」

　メルシアが持ってきたバスケットを開くと、中にはぎっしりとサンドイッチが詰まっていた。

　肉と野菜を挟んだものや、ポテトや野菜だけを挟んだものなど様々な種類のものがあるようだ。パンの種類も三角形のものだけではなく、ホットサンドのように火を通したものや、ホットドッグなどもあり非常に凝っていた。

　俺は分厚いハムにレタス、トマトなどが挟まったノーマルなサンドイッチを選んだ。

「我の分もよこせ」

「はいはい」

　コクロウが催促してくるので俺と同じものを取り皿に載せてやった。

　準備が整ったところで早速サンドイッチを頬張る。

　肉厚なハムがとてもジューシーだ。濃厚な肉の脂をパンがしっかりと吸収している。

　レタスはシャキシャキとしており瑞々しく、トマトは果物のように甘くてほどよい酸味をしている。

「うん、さすがはうちの農園で採れた野菜だね」

「イサギ様が改良したものは野菜だけでも美味しくいただけます」

　そうコメントをするメルシアは分厚いトマトにキャベツだけが挟まった野菜サンドを食べていた。まさにあれはトマトを主食としたサンドイッチだろう。

　うちのトマトの美味しさを考えると、十分にサンドイッチの主役を張れる美味しさだからな。

「おい、スイカサンドはないのか？」

「いや、さすがにそんなものは――」

「ありますよ」

「あるの!?」

　コクロウから無茶な要望がきたと思ったが、メルシアはサンドイッチとして作っていたようだ。

「スイカとヨーグルト、クリームを挟んだスイーツ風と、塩で味付けしたスイカにスライスチーズ、レタスを挟んだノーマル風となります」

　バスケットからコクロウの取り皿にサンドイッチを取り分けながらメルシアが説明する。

　本当にあったよ。しかも二種類も。

　鮮やかなスイカの赤い果肉が、肉厚なトマトやハムのようにも見える。

　意外とサンドイッチとしての見栄えは悪くない。むしろ、彩り鮮やかで美味しそうだ。

「イサギ様もお一つ食べてみますか？」

「うん、貰うよ」

　シンプルにどんな味か気になる。まずはスイーツ風のものから。

　横から見ると赤白二色。こういうボーダー柄のシャツを着ている人が帝都にはいたような気がする。

　なんてどうでもいいことを思いながらパクリと食べてみる。

　爽やかなスイカの甘みとヨーグルト、クリームの甘みが実にマッチしている。

「あっ、美味しい」

「当然だ。スイカが挟んであるのだから美味いに決まっている」

　作ったわけでもないのになぜか偉そうにしているコクロウ。

　口の周りにスイカが付着しており威厳もあったものではない。

「私も作ってみて驚きましたが、意外とパンに挟んでみても合うんですよ」

「でも、ここまで美味しくできるのはメルシアの技術があってだよ。俺だったらスイカと何を合わせたら美味しく食べられるなんてわからないし」

　仮にスイカを使ったサンドイッチを作れと言われても、同じように作れる気がしない。これはメルシアの調理技術と優れた味覚があってこそ完成したサンドイッチだろう。

「ありがとうございます。嬉しいです」

　なんて素直に賞賛すると、メルシアはくすぐったそうに笑った。

　帝都で人気のあった砂糖菓子のような甘いお菓子は苦手だが、このスイーツ風スイカサンドはいい塩梅の甘みだ。これだったら甘いものが苦手な人でもあっさりと食べられるだろう。でも、メルシアの言った通り、おかずというよりかはスイーツだな。

　スイーツ風を食べ終わると、次はノーマル風サンドを食べてみる。

　スイカのシャキシャキ感と食パンのふんわり感の組み合わせが楽しい。

　スイカに塩をまぶされて甘じょっぱくなっているが、それをスライスチーズとレタスが見事に受け止めていた。

「うん、こっちも美味しい」

　サンドイッチに合わなそうに思えたスイカだが、食べてみると意外とイケるもんだ。

「あー！　もうお弁当広げて食べてるー！　あたしたちも混ぜてー！」

「お腹空いたんだなー」

　スイカサンドを食べ終わると、ちょうどネーアをはじめとした従業員たちがやってきた。

　どうやら午前中の仕事は終わったようだ。

「思っていたよりも早かったね」

「はい。もう少し多く仕事を割り振るべきでした」

「え？」

「いえ、何でもありません。追加のシートをいただけますか？」

「う、うん。わかったよ」

　メルシアの言葉の意味がわからなかったが、言われるままにマジックバッグからシートを広げた。

　この日は、従業員を合わせた皆と花畑でゆっくりとした時間を過ごした。










31話　錬金術師は果物余りを相談する




「ワンダフル商会のコニアなのです！　作物の買い取りにやってきたのです！」

　朝食を食べ終えると、玄関先から元気のいい声が響いた。

　農園ができてから何度も行われているやり取りなので慌てることはない。

　返事をすると、作物が大量に収容されているマジックバッグを手にして外に出る。

　扉の傍にはコニアがちょこんと立っていた。今日も大きなリュックを背負っている。

　敷地内には何台もの馬車と屈強な犬獣人たちが並んでいるが、これも見慣れた光景だ。

「おはようございます、イサギさん！」

「おはよう、コニア。いつも通り作物の買い取りだね？」

「はい！　お願いするのです！」

　要件を聞いたところで俺はマジックバッグを開放し、庭にドンドンと作物が収納された木箱を置いていく。

　小麦、野菜、果物、薬草、山菜などと多岐にわたる作物がズラリと並んだ。

「確認なのです！」

「「はっ！」」

　いつもの定量を放出すると、コニアの号令で犬獣人たちが動き出した。

　一つ一つの木箱の蓋を開けて作物を確認していく。

　こちらでも厳重に作物の状態などはチェックしているが、万が一があってはいけないので確認作業は大事だ。

「メルシアさんから手紙で聞いたのですが、農園の警備に魔物が加わっているとは本当なのですか？」

　確認作業が終わるまで俺とコニアは待機となるので、この時間はいつも雑談となる。

「ええ、シャドーウルフとブラックウルフたちが警備についてくれますよ」

「どちらにいるのでしょう？」

　小さな丸い尻尾を振りながら周囲を眺めるコニア。

　魔物を警備に就かせていると聞いてもこの反応。

　どうやら魔物を使役する、あるいは共生することに関してはプルメニア村の住民だけでなく、獣人全体として受け入れられているようだ。

　言葉を話せるコクロウでも呼ぼうと思ったが、付近にはいない様子。

　いつもどこかしらの影に隠れているのでこちらから見つけられないのが難点だ。

　用がない時は無駄に絡んでくるんだけどな。

　コクロウがいないならばブラックウルフでもいいだろう。

「あそこのゴーレムの裏にブラックウルフがいますよ」

「本当なのです!?」

「呼んでみましょうか？」

「お願いするのです！」

　提案すると嬉しそうにコニアが頷いたので俺はブラックウルフに声をかけた。

　個体によっては素っ気なくて呼んでも来てくれない奴もいるのだが、このブラックウルフはとても素直な個体のようだ。すくっと立ち上がってこちらに駆け寄ってくれた。

　お礼にスイカを一切れ渡すと、ブラックウルフは嬉しそうにパクリと食べた。

「ふあああ、ブラックウルフなのです！　イサギさん、触ってみても？」

「本人が許すのであれば問題ないですよ」

　俺は撫でるのがヘタらしいので逃げられるが、獣人であるコニアであればツボを押さえているので問題ないだろう。

　コニアがおそるおそる手を伸ばす。

　それに対してブラックウルフはジーッとしていたかと思いきや、急に跳躍してコニアの帽子を奪った。

「あっ！　私の帽子！　返すのです！」

　尻もちをついたコニアはすぐに帽子がなくなったことに気付き、ブラックウルフを追いかけた。

　コニアの反応を面白がってブラックウルフは逃げていく。

　コニアも必死で追いかける。

　身体は小さくてもさすがは獣人。短い手足からは想像もつかない速度だが、相手が俊敏性特化のブラックウルフとあっては分が悪いようだ。

　というか、あんなに大きいリュックを背負ってよくあれだけ走れるな。

「こうなったら本気を出すのです！」

　距離を詰めることができないことに焦じれったくなったのか、コニアが遂に大きなリュックを下ろした。

　すると、コニアの速度が爆発的に速くなって、瞬く間にブラックウルフに追いついた。

「捕まえたのです！」

　威勢のいい声をあげながら帽子を咥くわえたブラックウルフに飛びつくコニア。

　しかし、次の瞬間ブラックウルフが影に沈んだ。

「ええええええええええ！」

　目標を見失ったコニアは地面に見事なダイビングを決めることになった。

　派手に土を巻き上げてコニアが転ぶ。

「ふえええ、急にブラックウルフがいなくなったのです」

「残念だったな、小娘よ」

　よろよろと上体を起こした先にはコクロウが意地の悪い笑みを浮かべていた。

　ブラックウルフが捕まりそうになった瞬間に影へと移動させたのだろう。

　実に性格が悪い。

　そんなコクロウを前にしてコニアは怒るでも怯ひるむでもなく、すぐに相手に飛びついた。

「シャドーウルフさん、捕まえたのです」

「なっ！　離せ、小娘！」

　まさか、初対面でいきなり抱き着いてくるとは思わなかったのだろう。

　コクロウが動揺しながら身をよじる。

　だけど、コニアはがっしりと抱き着いていて離れない。

「帽子を返してくれるまで絶対に離さないのです！」

　身体は小さくとも身体能力は立派な獣人だ。あのように抱き着かれてはコクロウであっても容易に剥がすことはできないだろう。

「我が持っているわけではない！」

「あなたが魔物のリーダーなので、あなたが命令すればブラックウルフは返してくれるのです！」

「おい！　貴様、こいつをどうにかしろ！」

　コニアの賢い行動に感心していると、コクロウがこちらを見ながら言ってくる。

「いつもみたいに影に逃げればいいじゃん」

「こんな風にまとわりつかれていては影に入ることもできん！」

　便利な能力だが、それなりに制約もあるようだ。

「素直に帽子を返してあげればいいじゃん」

「それでは面白味がないであろう？」

　本当にこいつという奴は……。

「返してください！」

「くっ、わかった。返してやるから耳元で叫ぶな」

　コニアを引き剝がそうとしていたコクロウであるが、コニアの音響攻撃に折れたのか素直にブラックウルフを呼び寄せて帽子を返却した。
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「コニアさん、収穫した作物をもう少し買い取っていきませんか？」

　帽子を取り返して満足そうにしているコニアに俺は話しかけた。

「それは取引の量を増やしたいということなのです？」

「はい」

　現状、農園での生産はワンダフル商会、コクロウやブラックウルフたちに支給する分を差し引いても多い。余っている分はマジックバッグに収納されているのだが、バッグの肥やしにばかりするのもどうかと思うのだ。可能なのであれば、もう少し多く買い取ってもらいたい。

「具体的にどのくらいの増量なのです？」

「現状の一・五倍くらいの量でいかがでしょう？」

　具体的な数字を提示すると、コニアは腕を組んで唸った。

「……嬉しいご提案ではあるのですが、今すぐにというのは難しいところなのです。積み込めるだけの馬車が足りないですし、どこに配分するかという問題もあるのです」

「そうですよね」

　さすがに今すぐに増量して買い取ってもらうというのは難しいか。コニアたちにも都合というものがあるだろうし。

「農園で生産した作物が余っているのです？」

「はい。安定して生産できるようになったのも理由の一つですが、研究で作りすぎてしまったというのが大きな理由です」

　俺が錬金術に集中できるようになった分、色々な作物の品種改良を行うようになった。

　地下の実験農場で成功したものを、次は試験的に農園で育ててみる。

　そんなことを繰り返していると、たくさんの作物が収穫できてしまったというわけだ。

　特に最近は果物の品種改良を繰り返しているために果物余りがすごい。

　ケルシーやシエナに渡したり、村人たちと物々交換をしたりしてはいるが、それでも大量に余っている状態だ。

「それでしたら町に売りに行くというのはどうです？　イサギさんの農園で育てた作物ならば、飛ぶように売れること間違いないのです！」

　なるほど。自分たちで売りに行くという選択肢はなかったな。

　街に売りに行くとなると作物を運ぶのがネックになるが、マジックバッグを持っている俺ならば大して苦にならない。

「ありがとうございます。早速、売りに行ってみようかと思います」

「お役に立てたようでよかったのです！」










32話　錬金術師は町に向かう




　ワンダフル商会との取引が終わったあと、俺は農作業の指揮をしているメルシアに先ほどの出来事をかいつまんで話した。

「そういうわけで余った果物を町に売りに行こうと思うんだ」

「いいと思います。ちょうど生活用品を買い足したいと思っていたところでしたので私としても助かります」

　町に作物を売りに行くことはメルシアも賛成のようだ。ついでに他の用事も消化できるのであれば、一石二鳥だろう。

「にゃー！　町に行くならあたしも連れてって！」

　メルシアと町に行く段取りを話し合っていると、近くにいたらしいネーアが言ってきた。

　どうやら作業をしながら聞き耳を立てていたらしい。

「どうして行きたいんです？」

「あたし、この農園で作った作物の美味しさをもっと皆に知ってもらいたいんだ！」

　メルシアが尋ねると、ネーアが拳を握りながら熱く語った。

　実に嘘うそくさい理由である。

　普段から勤務態度が真面目なラグムントであれば、信用したかもしれないが、のらりくらりとやっているネーアの口から出たともなれば信用値はないに等しい。

「で、本当の理由は？」

「仕事ばっかりで疲れた！　たまに町に遊びに行きたい！」

　改めて尋ねると、ネーアが実に素直な理由を吐いてくれた。

「にゃっ！　しまった！　イサギさんにハメられた！」

「いや、勝手に自分で吐いただけじゃないですか」

「とにかく、あたしも町に行きたい！　行きたいにゃ！」

　やましい部分を突かれても悪びれることなく、むしろ開き直ってみせるネーア。

　この間、従業員たちの気分転換にピクニックに連れていったが、やはり町に行くのは別格のようだ。

「遊びに行くのではなく、あくまで仕事ですよ？」

「別にいいの！　村の外に行けるだけで気分転換になるから！」

　ネーアの言葉を聞いて、メルシアが困ったようにため息を吐いた。

　そして「どうしますか？」とばかりの視線を向けてくる。

「それじゃあ、ネーアさんに付いてきてもらいましょう」

「やった！　それじゃ、準備してくるから待ってて！」

　俺が了承すると駄々をこねていたネーアはすぐに動き出して、テキパキと仕事道具を片付け出した。

　このあと、行う作業もゴーレムにしっかりと引き継がせているのでぬかりはない様子。

「私の幼馴染みだといって気を遣っていませんか？」

「そういうわけじゃないよ。町で作物を売るにしても二人だとかなり忙しくなりそうだし、従業員の中ではネーアが一番接客できそうだし」

　単純に俺たちの忙しさが分散するというのもあるが、こういう仕事はコミュニケーション力の高い彼女に向いていると思った。

　決してメルシアの幼馴染みだからとかいって甘やかしているわけではない。仕事なのでネーアにはしっかりと働いてもらうつもりだ。

「確かにそれもそうですね。接客の方はネーアに頑張ってもらいましょう」

　メルシアがクスリと笑うと、後片付けをしていたネーアがぶるりと身を震わせていた。
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「準備できたよー！」

　準備を整えたらしきネーアがやってくる。

　服装は作業着から着替えており、綺麗目なシャツに短パン、ストッキングといった私服になっていた。快活なネーアの雰囲気と実にマッチしている。

「着替えたんですね」

「そりゃ町に行くんだから当然だよ」

　町に出る以上はそれなりに格好を整えておきたいというのが乙女心らしい。

　一方メルシアは変わらずメイド服だ。

「メルシアちゃんも、たまには可愛いお洋服とか着よう？」

「今回は仕事ですので」

「ええー、つまんないー。メルシアちゃんの可愛いお洋服姿も見たいー」

　それには同感だったが、今回は仕事で向かうのであまりグダグダしていられない。

「ここからだと、どこに売りに行くのがいいかな？」

　何となくプルメニアの周囲の地形は把握しているが、どこの町に売りに行けばいいのかまではわからない。

「ミレーヌがいいかと思います」

　ミレーヌというのは、俺とメルシアが帝国からやってくる途中に立ち寄った町だ。

　プルメニア村からもっとも近い位置にあり、町の外にある集落や村から品物を売りに来る人たちが多く、活気のあった町だと思う。

「馬車で半日くらいの距離だね。今から急いで向かえば、ギリギリ夜までには戻ってこられるかな？」

「いえ、ゴーレム馬を使えば、三時間もかからないと思いますよ」

「そっか！　あたしたちにはイサギさんの作ってくれたゴーレムがあるもんね！」

　馬車を使えば片道で半日かかるだろうが、ゴーレム馬に乗っていけば大幅に時間は短縮できるだろう。

　マジックバッグから量産したゴーレム馬を三頭取り出す。

　ワンダフル商会に素材を集めてもらったお陰でゴーレム馬の量産もしっかりとできており、農園で十頭ほどが常に設置されているほどだ。

　前回のようにメルシアに二人乗りをさせるような苦労はさせない。

　だというのに、どことなくメルシアが不満そうな顔をしている気がした。

「どうしたの？」

「……いえ、何でも」

　尋ねてみると、メルシアは曖昧な返答をしながらゴーレム馬に跨った。

　もしかして、ゴーレム馬の造形美に不満があるのだろうか？　いや、前回と同じ見た目をしてるし違いはないんだけど……。

　次にゴーレム馬を作る時は、もうちょっと見た目を意識して作ってみよう。

　なんてことを考えながら俺もゴーレム馬に跨る。

「それじゃあ、行こうか」

　ネーアも無事に跨って出発準備が整ったのを確認すると、俺はゴーレム馬を走らせた。

　ゴーレム馬の脚が力強く地面を蹴ってドンドンと前に加速していく。

　風を切って進む感覚が気持ちいい。本物の馬に乗っているかのような心地よさだ。

「ねえねえ、村の外だからもっとスピードを出してもいいよね？」

　しばらくゴーレム馬を走らせていると、並走しているネーアが言ってきた。

　農園内や村内で使われているゴーレム馬であるが、交通事故を懸念して高スピードで走らせることを禁止している。

　しかし、ここはもうプルメニア村内ではない。ここまでやってくれば道を歩く人はほぼいない上に、視界が十分に開けているので仮に歩いている人がいても事故を起こすことはないだとう。

「そうですね。思いっきり走らせてみますか」

　右足側にあるペダルを強く踏み込むと、内蔵されている魔石が唸りを上げてゴーレム馬が一気に加速した。

　あまりの速さに身体が流されそうになり慌てて手綱を強く握りしめた。

　ペダルを踏み込んでいくと、ゴーレム馬はまだまだ加速していく。

「やっほー！」

「中々の速さですね」

　同じようにペダルを踏み込んで加速させているネーアとメルシア。

　ネーアは気持ちよさそうな声をあげており、メルシアは涼しそうな顔をしている。

　あまりの速さに俺はおっかなビックリといった様子だけど、二人とも平気なようだ。

　獣人だから本気で走れば、これくらいの速度が出るのかもしれないな。

　未だに最高速ではないが、馬を全力で走らせた速度よりも速い。

　ゴーレム馬を作ったのは俺自身なので馬力の強さはわかっていたが、想像以上だ。

　徐々にスピードにも慣れてきて俺の心にも余裕が出てくるようになる。

　速く走るって、こんなにも気持ちがいいんだ。

　気が付けば俺もペダルを強く踏み込み、ネーアと同じように声をあげていた。










33話　錬金術師は果物を売る




　ゴーレム馬を走らせること一時間半。俺たちはミレーヌの町にやってきた。

　目の前には灰色の大きな外壁がそびえ立っており、その下には大きな門がある。

「本当に短時間で着いちゃった」

「思っていた以上にゴーレム馬が速かったですね」

　出発する際は三時間かかるだろうと思っていたが、ゴーレム馬の速度が予想以上で半分の時間で着くことができた。

　馬車を使えば、半日はかかるのでゴーレム馬の速度がどれだけ常識外れかわかることだろう。

「この速さでやってこられるのであれば、今後も気軽にやってくることができそうです」

　メルシアがどこか嬉しそうに呟く。

　ゴーレム馬ならば、気楽に買い物にやってこられる。

　これがわかっただけでも今日は大きな収穫と言えるだろう。

　とはいえ、今日の目的は持て余している在庫を減らし、お金を稼ぐこと。

　きちんと町で作物を売らないとな。

　門の前では鎧を身にまとい、槍やりを手にした騎士のような者が商人や旅人をチェックしている。

　ゴーレム馬を降りてマジックバッグに収納すると、俺たちも同じように列に並んだ。

　列が進んでいき、俺たちの番となる。

　名前を告げ、どこからやってきて、どのような目的があるのかなどを告げると、すんなりと通された。

　門をくぐると、石畳の道に煉瓦造りの建物が目に入った。

　プルメニア村よりも建物が大きく数も段違いだ。

　獣王国の町なので住んでいる人のほとんどが獣人。

　だけど、ほんの少しだけ人間族、ドワーフ族、エルフ族などの他種族もチラホラ確認できる。

　人口が多いだけあって他種族の割合もそれなりにいるようだ。

　さすがに帝都のように栄えてはいないが、ミレーヌも十分に栄えている町だと言えるだろう。帝都は腐っても大国の首都だ。比べるのがおかしい。

「イサギさんはミレーヌにやってくるのは初めて？」

「プルメニア村にやってくる前に通りましたよ。とはいえ、馬車の乗り換えをしただけで本当に通っただけなんですけどね」

　ここにやってきたのは本当に馬車の乗り換えのためだけだ。やってきてすぐに馬車を乗り換えて、出発しただけなので滞在していたとは言えないだろう。

「そうなんだ。じゃあ、今日はゆっくり見て回りなよ」

「そうですね。仕事が一段落つけば」

　興味の赴くままに見て回りたいが、それは仕事を終えてからだ。

「個人で商売をするにはどうしたらいい？」

　こういった町では、周囲の集落や村からやってきた人、あるいは旅人のような者が商売できるようなシステムがあるはずだ。ミレーヌにやってくる前にメルシアから自由に商売ができると確認済みだ。

「自由市で手続きをしてお金を支払えば、貸し与えられた場所で商売をする権利を得られます。追加でお金を払えば、場所だけでなく小さな店や屋台も借りることもできます。果物以外にどういったものを売るかで変わりますが……」

「果物だけじゃなく、ミキサーで作ったフルーツジュースも提供してみたい」

　在庫の多くを占めているのは品種改良した果物たちだ。

　できれば、それらを商売品として扱って消費したい。

「なら、屋台形式で問題ないんじゃない？　果物とフルーツジュースならそんなに場所も必要ないし」

「私も問題ないと思います」

「わかった。なら、それでいこう」

　ミレーヌについてはネーアやメルシアの方が詳しいので、俺は素直に従うことにした。

　町の中心部分に向かっていくと、自由市に辿り着いた。

　区画内には様々な屋台や店が立ち並んでおり、雑多な印象を受ける。

　入り口の横では仮設テントが立っており、テーブルの傍には受付員がいた。

　メルシアが受付に向かうと、基本プロフィールなどを記入。

　お金を払って木札を受け取ると、裏口に回って貸出用の屋台を受け取った。

　そのまま自由市に入ると、木札の示す場所へと移動。

　俺たちが商売できる場所は自由市の入り口に比較的近いところだった。

「さて、品物を出していこうか」

　屋台をテキパキと設置していくと、俺はマジックバッグから果物を出していく。

　イチゴ、リンゴ、バナナだけでなく、最近品種改良に成功したモモ、オレンジ、ナシなんかも陳列していく。

「よし、これで準備完了」

「えー、このままじゃ面白くないよ！」

　木箱に入れた果物を並べると、ネーアからそんなことを言われた。

　これにはメルシアも俺もキョトンとしてしまう。

「面白い、面白くないは関係ないのでは？」

「そうそう。うちの果物は美味しいんですから」

「そんなのお客さんにはわからないじゃん？」

「……食べてもらえればわかります」

「そこに行くまでが遠いんだよ。きちんと手に取ってもらえるように工夫しないと」

　確かにそれはそうかもしれない。

　だけど、商売とは無縁の生活をしていた俺とメルシアにはどうすればいいかわからない。

　俺は素直に助言を求めることにした。

「具体的には？」

「可愛い容器とか持ってない？」

「村で買ったツル籠ならたくさんありますけど？」

「いいね！　それ出して！」

　頼まれて、俺はプルメニア村で買ったツルで編まれた籠を出していく。

　すると、ネーアは木箱からリンゴ、バナナ、オレンジ、モモ、ナシを少しずつ取っていって籠の中に詰め始めた。

「じゃーん！　果物詰め合わせセット！　これなら見た目も鮮やかだし、お土産にも買いやすい！」

　離れたところから屋台を見てみると、ネーアが詰め合わせてくれた果物セットがかなり目立っていた。

「これいくらかしら？」

　これはいいかもしれないなどと思っていると、屋台に女性獣人がやってきた。

　まさかもう客が来るとは思っておらず、価格設定もまともにしていなかった。

　咄とっ嗟さにメルシアに視線をやると、指を三本立ててくれる。

「銀貨三枚になります」

「一ついただくわ」

　果物なので少し値が張るのだが、女性獣人は気にすることなく銀貨三枚を払ってくれた。

　そして、そのまま果物が入った籠を持って去っていく。

「すごいですね、ネーアさん！　早速一つ売れましたよ！」

「まあ、こういうところで物を売るのは初めてじゃないから」

　賞賛すると、ネーアは照れくさそうに笑った。

　どうやら今までの経験からくるやり方らしい。

「細かい陳列はネーアさんに任せてもいいですか？」

「任せて！　ツル籠以外にも容器があれば、出してくれると助かるよ！」

　ネーアに言われるままにマジックバッグから容器を出していく。

　それらの使用法はネーアに任せて、俺は詰め合わせセットを量産していく。

　メルシアはジュースのための仕込みとして果物をカットしていき、看板などを立てて品物の値段を記していく。
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　そんな作業をしている間にぽつぽつとお客さんがやってきた。

「うん？　随分と時期外れの果物がないか？」

　どうやら売っている果物に季節外れのものがあるので怪訝に思っているようだ。

　モモやバナナはともかく、他の果物なんかは明らかに季節外れなのでそう思うのも無理はない。

　とはいえ、言われっぱなしではうちの果物のイメージが悪くなるので、きちんと説明しておかないとな。

「うちの農園ではどのような季節でも美味しくできるように育てているんですよ」

「どうやって？」

「それは秘密です」

　誰もが真似できるわけではないが、言い触らす必要もないことだ。

　とはいえ、肝心なところをはぐらかしたせいで声をかけてきた獣人の不信感は高まっている様子。

「……こんな時期に育ったイチゴが美味いのか？」

「でしたら一つ味見はいかがです？」

　どう説明すれば、納得してくれるだろうと悩んでいるとジュースのための食材をカットしていたメルシアがイチゴを差し出した。

「勿論、お代はいただきません」

「お、おお。それなら食べてやるよ」

　メルシアのイチゴを受け取ると、獣人はパクリと口に放り込んだ。

「う、うめえ！　何だこりゃ!?　俺の知ってるイチゴじゃねえ！　甘みが段違いだ！」

　そうだろう、そうだろう。理想のイチゴを追求するべく、何度因子の組み換えや配合を繰り返したことか。

「このイチゴをくれ！」

　不信感を抱いていた男性も品種改良したイチゴの前にはイチコロだった。

「ありがとうございます！」

「イチゴオーレというジュースもありますがいかがです？」

「何？　それも貰おう！」

　イチゴがお好きなようなので勧めてみると、案の定そちらも買ってくれた。

　メルシアがカットしたイチゴやミルクをミキサーに入れる。

　ボタンをポチッと押すだけで中にあるイチゴが砕かれて、ミルクと混ざり合う。

　あっという間にイチゴオーレが出来上がり、コップへと注がれた。

　男性はコップを受け取ると、勢いよく傾けて喉を鳴らした。

「こっちも美味い！　イチゴとミルクの優しい甘みが抜群だ！」

　恍こう惚こつの表情を浮かべながら感想を述べる男性。

　見ているこっちが嬉しくなるような顔だ。

「ねえ、そのジュース私にもちょうだい」

「俺にはバナナオーレっていうのをくれ！」

「こっちには果物の詰め合わせを二つ！」

　俺たちと男性のやり取りで興味を引いたのか、気が付けば屋台の前には大勢の人がいた。

「はーい！　他の人の迷惑にならないように一列に並んで！　順番に対応していくからね！」

　あっという間に人だかりができてあたふたしそうになったが、ネーアが速やかに整列させてくれた。

「ここはあたしに任せて、イサギさんは品物の管理をお願いできる？」

「わかったよ」

　お客の対応は慣れた様子のネーアに任せ、俺は会計を手伝ったり、籠に果物を詰めたりと裏方に徹することにした。










34話　錬金術師は町で買い物をする




「ふう、ようやく波が落ち着いた」

　屋台で果物やジュースを売り続けること数時間。

　大勢のお客が捌はけ、ようやく俺たちも一息つけるほどの時間ができた。

「想定以上の勢いでしたね」

「うん、まさかここまで忙しくなるとは思わなかったよ」

　飲食店経営者はこれを毎日のように行っているのかと思うと畏敬の念でいっぱいだ。

　果物やジュースを買った者からの口コミで、ちょいちょいと買いにくる客はいるがピークは完全に越えたといっていいだろう。

「在庫は減りましたか？」

「かなり減ったよ。これでマジックバッグの容量にも少し余裕ができたかな」

　さすがに何百キロという数の果物を屋台ですべて捌さばき切るのは不可能だ。それでもかなりの数の果物が売れていることだし、ミレーヌにやってきた大きな目的は達したと言ってもいいだろう。

「あっ！　そういえば、買い物もしないといけないんだったよね？」

　ミレーヌの目的といえば、町での買い物も一つの目的だ。

　切らしてしまった生活用品の仕入れをしたいとメルシアが言っていた。

「イサギさんとメルシアちゃんは買い物に行ってきてもいいよー？」

「ネーアさんだけに任せるわけにはいきませんよ。俺も残ります」

「可愛いメルシアちゃんを一人で買い物に行かせる気!?　忙しさも大分マシになったから一人でも問題ないよ。ほら、二人とも行った行った！」

　遠慮しているとネーアに背中を押されて俺とメルシアは屋台の外側へと押し出される。

　この強引さがネーアの気遣いだとわかった俺は、それ以上遠慮の言葉を述べるのをやめた。

「ありがとうございます、ネーア」

「お礼にお土産を買ってきてあげるから」

「にゃー！　イサギさんはわかってるー！　楽しみにしてるからね！」

　ネーアを残し、俺とメルシアは歩き出すことにした。

「さて、何を買いに行くんだい？」

「付いてきてくださるのですか？」

　ひょっとして別行動になると思っていたのだろうか？

　メルシアの買い出しは俺の生活に必要なものがほとんどだ。自分が生きていくのに必要なものの買い物を面倒くさがったりはしない。

「俺がいれば荷物の持ち運びも楽だからね」

「ありがとうございます。では、遠慮なく回らせていただきます」

　自由市を出ると、メルシアが前を歩いて進んでいく。

　何度も来たことがあってミレーヌの地理についても詳しいようだ。反対にほとんど土地勘のない俺はメルシアの後ろを素直に付いていく。

　メルシアが最初に向かったのは調味料屋だ。

　煉瓦造りの店内にはたくさんの棚が並んでおり、そこには瓶に入った塩、胡椒、ハーブ、合成調味料、液体調味料といったものがズラリと並んでいた。

　さすがは町だけあって調味料の類いもバリエーションが豊富だ。帝都ではまったく見たことのない調味料もあって興味深い。

「塩と砂糖を三十キロずついただけますか？」

　キョロキョロと店内を眺めていると、メルシアは慣れた様子で店員に話しかけた。

　膨大な量となると店員に話しかけて交渉するのが手っ取り早いようだ。

「一キロで塩が金貨二枚、砂糖が金貨三枚になります」

　調味料はそれなりに貴重品だ。少量ずつであれば一般的な平民でも買うことができるが、これだけの量を一般的な家庭が買うことは難しいだろう。

「かしこまりました。中を確かめさせてもらってもいいですか？」

「構いません」

　これほどしっかりとしたお店ならないだろうが、悪質なお店だと上半分だけ本物で下のほとんどはまったくの別物だったりすることもある。しっかりと中を改めるに越したことはない。

「……うん？」

「どうされましたか、イサギ様？」

「いや、不純物が多いなって思って」

　革袋に入った塩や砂糖を確認すると、少し茶色っぽくなっている部分もあり不純物が多いと感じた。

「申し訳ありません。こちらとしても気を付けて作っているのですが、どうしても一定量は混ざってしまうのです」

　物質の構造を見抜ける俺の瞳には、塩田の泥や鍋の錆さび、長時間の輸送による砂埃といった不純物が多く見えた。このままでも問題はないだろうが、進んで食べたいとは思わない。

「なら、取り除いちゃおう」

　俺は錬金術を発動し、塩と砂糖に含まれている不純物を除去する。

　すると、テーブルの上には真っ白な塩と砂糖が入った革袋が並び、傍かたわらには茶色い不純物の塊が鎮座した。

　それを見た店員が驚愕する。

「塩や砂糖がこんなにも真っ白に!?　これは一体……!?」

「錬金術で不純物を取り除いただけですよ」

「……お客様、一つご相談があるのですが」

「他の塩や砂糖の不純物も除去してほしいんですよね？」

「話が早くて助かります」

　何せ店員からその提案を出させるために、わざわざ目の前で錬金術を使ってみせたんだからね。

　店員との交渉の結果、お店にある在庫の塩と砂糖の不純物を除去する代わりに、塩と砂糖を三十キロほど無償で貰うことができた。

　革袋にぎっしりと詰まった大量の塩と砂糖をマジックバッグに収納する。

「イサギ様のお陰で出費を抑えることができました。ありがとうございます」

「役に立てたようでよかったよ」

「最後は熱烈なお誘いを受けていましたね」

　熱烈なお誘いというのは、店と専属契約をしないかと言われたことだ。

　お店側は不純物の一切ない高品質な塩と砂糖を富裕層に売って儲けることができるので、俺たちに無償で渡してくれた値段以上に利益を上げることができる。

　それが今後も続くとなるとお店は今まで以上の収益を上げることができるので、店員が血走った目で契約を持ち掛けるのも無理はない。

「不純物を除去するだけの作業なんて絶対に嫌だよ。俺はお金稼ぎをしたくて錬金術をやっているわけじゃないから」

　勿論、生きていくのにお金は必要だが、それに縛られるだけにはなりたくはない。

「わかっておりますよ。だからこそ、私もイサギ様を支えていきたいと思えるのです」

「ありがとう」

　なんだかそんな風に面と向かって言われると気恥ずかしくて仕方がないや。

「次に買いに行くのはどこかな？」

「お次は食器屋、その次は布屋です」

　あからさまな話題転換にメルシアはクスリと笑いながらも乗ってくれた。

　メルシアと一緒に次のお店に移動していると、通りにやたらと露店が立ち並んでいることに気付いた。

　視線を向けてみると、指輪、首輪、腕輪といった装飾品などが売っているようだ。

　それを見に来ている女性客やカップルなどで賑わっており、他の場所よりも華やかな印象を受ける。

「メルシア、ちょっと見に行ってもいい？」

「構いませんよ」

　完全に買い物とは別の道草になるが、こういうのも町で買い物をする時の醍だい醐ご味みだろう。

　俺とメルシアは近くの露店へと近寄ってみる。

　露店にはたくさんのケースが並んでおり、そこには指輪、首輪、腕輪などがズラリと並んでいる。

　基本となる素材は魔力を込めることで変形する魔力鉱を使っているようだ。

　それを自在に変形させて花にしたり、ハートにしたり、動物や魔物などを象っている。

　帝都で貴族たちが身に着けているギラギラとした装飾品よりも、こっちの方が俺は好きだな。

　そんな風に思いながら眺めていると、ふと気になる装飾品を見つけた。

「んん？　このちょっと大きな丸い輪は何だろう？」

　指輪にしては大きすぎるし、腕輪にしては少し細いような気がする。

「それは耳輪ですね」

「耳輪？　ああ、獣人の耳につける専門の装飾なんだ」

　首を傾げていると、メルシアが自身の耳を指しながら教えてくれた。

　獣人には人間族よりも大きく象徴的な耳がある。この輪っかは獣人の大きな耳につけるための装飾品のようだ。

「へー、面白いや」

「装飾品に興味がおありなのです？」

　感心しながら見ていると、メルシアが尋ねてくる。

「錬金術のためにだよ。こういったデザインはアイテムや魔道具を作る時の装飾として参考になるんだ」

　俺自身は装飾品をつけることに興味はない。あくまで錬金術のためだ。

　そのように答えると、メルシアは納得したように頷いた。

　それにしても獣王国の装飾品はとても面白い。やっぱり、帝国とは文化も違うし、生息する植物や生き物が違うからだろう。装飾品のモチーフとしてそれらも反映されており、見ているだけで楽しい。

　夢中になって装飾品を眺めていると、メルシアがジーッとある装飾品を見つめているのに気付いた。

　彼女の視線の先を辿ってみると、青系統でまとめられた髪飾りが並んでいた。

　魔力鉱で象り、青い宝石が埋め込まれて花を表現したり、植物の葉っぱを表現したりしている。メルシアはああいった感じの髪飾りが好きなのだろうか。

「気に入ったのでも何かあった？」

「いえ、私にはこういったものは似合いませんので」

　尋ねてみると、メルシアはぷいっと顔を背けて言った。

　メルシアならきっと似合うと思うんだけどな。

　気に入っていたのであれば、日頃のお礼も兼ねて買ってあげたいと思っていたんだけど頑かたくなにああ言われては提案しにくい。

　買うのが難しいなら俺が作ってみようかな。幸いにしてベースの材料は魔力鉱だ。

　山で採掘した分がたんまりとあるし、宝石類も微量ではあるが持っている。

　髪飾りを作るくらいなら問題ないだろう。

「イサギ様、もうよろしいでしょうか？」

「うん、時間を取らせちゃったね。そろそろ買い物に戻ろうか」

　メルシアが気にしていた髪飾りのデザインを脳裏に焼き付けると、俺たちは買い物に戻った。










35話　錬金術師は贈り物をする




　買い物を終えて屋台に戻ると、ぐったりとした様子のネーアがいた。

　買い物に行く前に、たんまりと補充していた果物はすべてなくなっており、完売の文字を表す看板が出ている。見るからに修羅場をくぐったことが窺えた。

「えっと、ネーアさん大丈夫ですか？」

「にゃー、途中で仕事終わりの人たちが大量にやってきて死にそうになった」

　俺たちが営業していたのは午前中から昼過ぎだ。

　日中、仕事で買いに来られなかった労働者層が一気に押し寄せてきててんてこ舞いになったらしい。波を越えて落ち着いたように見えたが、次なる大きな波が控えていたとは予想外だ。

「頑張ったよ、あたし……」

「お疲れ様でした、ネーア」

「本当にありがとうございます」

　精根尽き果てた様子のネーアに俺とメルシアは優しく労いの言葉をかけた。

　ぐったりとしたネーアを休ませ、屋台の片付けは俺とメルシアでテキパキと終わらせる。

　とはいっても屋台をきっちりと洗浄して、道具類はマジックバッグに収納していくだけなので後片付けはすぐに終わった。

　屋台と木札を返却し、受付で退却手続きを終えるとすんなりと自由市を出ることができた。

　その頃には太陽が落ちてきて夕方に差し掛かる頃合い。

　ゴーレム馬を使えば、薄暗くなるギリギリ前くらいにはプルメニア村に戻ることができるだろう。

　外壁の外に出て、マジックバッグからゴーレム馬を三頭出す。

「さあ、帰りましょうか」

「ねえ、あたしへのお土産は……？」

　ゴーレム馬に跨ったところでネーアがポツリと尋ねた。

　そういえば、屋台を任せる時にそんなことを言っていたような気がする。

　買い物するのに夢中ですっかり忘れていた。

「もしかして忘れていたの!?」

「安心してください。ネーアの好きなワインを買ってきてありますよ」

「本当!?　さすがはメルシアちゃん！」

　すっかり忘れていた俺と違ってメルシアはちゃんとお土産を買っておいたようだ。

　マズい。俺だけ何も用意してなかったとなると怒られてしまいそうだ。

「俺からもお土産がありますよ」

　実際には忘れていて買ってなどいないが、お土産となるものなら持っている。

「おお、イサギさんは何をくれるの？」

「塩と砂糖です」

　自信満々に品を告げると、ネーアが露骨にガッカリとした顔になった。

「……イサギさん、それはないよー」

「ただの塩と砂糖じゃないですよ!?　錬金術で不純物を取り除いた高品質の塩と砂糖なんです！　実際に買おうとしたらかなり高いですし、この辺りは滅多に手に入れられませんよ？」

「実用的なのは認めるし、嬉しいんだけど情緒がない」

　俺が熱弁してみるも、ネーアはバッサリと切り捨てた。

「では、その砂糖を使って私がお菓子を作ってあげますよ」

「ほら、イサギさん！　こういうの！　こういうのだよ！」

　極めて実用的で貰ったら嬉しいのであれば、それで十分じゃないか？　ネーアの言わんとすることが俺にはわからず、帰り道の間ずっとからかわれるのであった。




●




　ゴーレム馬を一時間半ほど走らせると、プルメニア村に戻ってきた。

　町に行くのも楽しかったが、やはり生活拠点となっているプルメニア村の方が落ち着くな。

　まだここに住んで半年も経過していないが、俺の中でこの村はしっかりと帰るべき場所として認定されているようだ。

　農園で働く従業員たちは既に作業を終わらせているのか、それぞれの家に戻っている。

　同行してくれたネーアにも礼を告げると、そのまま家に帰ってもらった。

　あまり遅くまで付き合わせるとネーアの家族も心配するだろうからね。

　ゴーレム馬をマジックバッグに収納すると、俺とメルシアは自宅へと戻った。

「今日はもう遅いし、夕食は大丈夫だよ」

「いえ、こういう疲れた時こそ、イサギ様にはしっかりとした食事を召し上がっていただきませんと。夕食も私に作らせてください」

　今日はかなり忙しかったので気遣っての提案だったが逆効果だったみたいだ。

　逆にメルシアは燃え上がっている様子。

　きっと、俺一人だと適当に済ませると思っているんだろうな。正解です。

　今日はもう食べなくていいんじゃないかと思っていました。

「わかった。それなら頼むよ」

「はい、イサギ様はゆっくりなさってください」

　かといってメルシアの言われるままに寛くつろぐのは申し訳がないので、俺は奥にある作業部屋に籠もって髪飾りを作ることにした。

　マジックバッグからベースとなる魔力鉱やサファイアなどの宝石を取り出す。

　どちらも既に不純物は取り除かれているので、このまま加工開始だ。

　魔力鉱に魔力を込めて、ミレーヌの露店で見た髪飾りの形にしていく。

　植物の葉っぱをイメージして、ゆっくりと変質させていく。

　魔力鉱に魔力を込めて変質させるのは錬金術を使って物質を変質させる工程にとてもよく似ている。そのためにこういった装飾品を作るのも俺は得意なようだ。

「意外とやれるな」

　装飾品を作るのは初めてなのでもっと苦労すると思ったが、これならすぐにいい出来栄えのものができそうだ。

　縁をしっかりと丸め、宝石を埋められるようにしっかりと凹みをつける。

　錬金術でサファイアを小さなサイズに分離し、葉っぱの形に変形させると、凹みをつけた魔力鉱に埋める。固定に関しては魔力鉱に魔力を込め、サファイアを包み込むようにすることで外れないようにした。

「うん、思っていたよりもずっといいんじゃないかな」

　あらかた出来上がったものを見てみると、中々の出来栄えとなった。

　ただサファイアの輝きにバラつきがあるような気がする。

　もっと色々な角度から綺麗に輝くように一つ一つの表面を削ってみよう。

　そうやって作業に没頭し、調整を繰り返すことしばらく。

　俺はようやく満足のいく出来栄えのものを完成させることができた。

　大雑把な形ならすぐに再現することができたが、細かい見た目や宝石の光り方、全体的なシルエットなどにこだわり、メルシアに似合うようにアレンジしてみたら時間がかかってしまった。でも、その甲斐だけあっていいものができた気がする。

「イサギ様、夕食の準備が整いました」

　出来上がった髪飾りを眺めていると、メルシアに扉をノックされた。

「ちょうどいいや。入ってきてくれる？」

「……？　わかりました」

　怪訝な顔をしながら入ってきたメルシアだが、作業台の上にある髪飾りを見て驚いた。

「これは、ミレーヌの露店にあった髪飾り？　いえ、それよりもずっと綺麗です」

　露店で凝視していただけあって、メルシアはすぐに何かわかったようだ。

　よかった。露店で見たものよりもチープだなんて言われたら心が折れていたところだ。

「メルシアに似合うと思うんだけどどうかな？」

「これを私にいただけるのですか？」

「うん。日頃お世話になっているからお礼にプレゼントしたいと思って。受け取ってくれるかな？」

「お礼だなんてとんでもないです。でも、ありがとうございます。とても嬉しいです」

　手渡すと、メルシアは嬉しそうに受け取ってくれた。

　それから両手の上に髪飾りを載せて、宝物のようにジーッと見つめる。

「あの、ここでつけてみてもいいですか？」

「勿論」

　頷くとメルシアは髪飾りをつけた。

「どうでしょうか？」

「メルシアの綺麗な黒髪と相まって綺麗だ。とても似合っていると思うよ」

「ありがとう……ございます」

　素直に感想を言うと、クールなメルシアにしては珍しく顔を赤くして俯うつむいてしまった。

　ミレーヌでは自分には似合わないなどと言っていたけど、こういった装飾品をつけるのが恥ずかしくて言ってしまっただけなのかもしれない。

　嬉しそうに髪飾りを触るメルシアの姿は、いつもの落ち着いた姿と違って年相応の女の子に見えた。










36話　錬金術師のいない帝国２




　イサギがミレーヌの町で農園の果物を売っている頃――。




　ガリウスは、ウェイス第一皇子の私室を訪れていた。

　以前、イサギを辞めさせたことをウェイスから叱責され、イサギが担うはずだった食料生産事情の改善対策の代案を提出するためである。

　ガリウスの提出した書類にウェイスはじっくりと目を通す。

　読み込んだウェイスは、書類を放り投げるようにテーブルの上に戻した。

「どれも食料生産の一助になるであろうが、イサギの研究に比べると効果が低すぎる。もっと劇的に効果の出るものを出せ」

　これでも宮廷錬金術師を総動員させて提出した食料生産の改善案だ。

　それがイサギの研究よりも劣るという評価を受けるのは屈辱に他ならなかった。

　これ以上の良案などすぐに出るとは思えない。だが、未来の皇帝を前にそのような言い訳が許されるはずがなかった。

「……かしこまりました」

　ガリウスは込み上げてくる感情を堪え、冷静にテーブルの上に残った書類を回収した。

　そこで突然、私室の扉がノックされる。

「お話し中のところ大変申し訳ありません！　ガリウス様に至急ご確認していただきたいことがあるのですが……」

「あとにしろ。今はウェイス様とお話をしている最中だ」

「いや、入れ。私の部屋を訪れてくるほど急ぐ必要のある報告なのだろう？」

　ウェイスがそのように言うと、ガリウスの部下はおそるおそるといった様子で入室した。

　いくらガリウスが上司とはいえ、それよりもさらに上に位置する上司の命令の方が優先されるのは当然だ。

「それで至急相談する必要のある要件とは？」

　その言葉の意味するところは、ガリウスやウェイスの時間を割くに値する内容なのだろうなというところだろう。

　圧をかけられて顔色を青くする部下であるが、既に引き下がることはできない。

　ガリウスの部下は相談内容を包み隠さずに伝えることにした。

「錬金課に魔道具やアイテムなどの修繕依頼が届いておりますが、それらの作業が滞っているために各課から催促の声が届いております。既に行われた修繕も依頼者側から満足がいかない出来栄えなのかクレームがきている始末でして……いかがなさいましょう、ガリウス様？」

「何だと？　今までそんなことはなかっただろう？　なぜそのような事態が起こっている？」

「魔道具やアイテムの修繕に関しては、ガリウス様のご命令でイサギに任せていたので……」

「他の者に少量のノルマを課して回しているだろう。それで問題なく回るはずだ」

「恐れながら錬金課に依頼される修繕数は膨大です。とても我々だけでこなせる数ではありません。それに修繕はイサギが一手に引き受けていたが故に、今の宮廷錬金術師には修繕の経験が致命的に足りないのです」

　ガリウスはイサギが気に入らないことや平民であることを理由に、様々な修繕依頼をイサギ一人にやらせていた。それは勤務時間外であってもだ。

　今までの修繕依頼はガリウスの理不尽な要求に、イサギが応えていたからこそ実現できたもの。

　他の宮廷錬金術師は皆貴族だ。いくらガリウスといえど、イサギにしてきたように無茶な割り振りはできない。そんなことをすれば、猛反発を食らうからだ。

　イサギのワンマンパワーに頼り切りだった今の錬金課が、以前までと同じ量の修繕依頼に応えられるはずがなかった。

「どうやらイサギがいなくなったことで食料生産の政策だけでなく、他の業務にも支障が出ているようだな？　ガリウス、こうなると益々イサギを辞めさせた判断は間違っていたことになる。代案を出すよりもイサギを連れ戻す方が早いのではないか？」

「……もうしばらく、良案を出すための時間をくださいませ」

　ウェイスからの非難の言葉を受けたガリウスは、またも屈辱に身を震わせた。










37話　錬金術師は販売所を作る




「すみません、イサギさん。外からやってきた商人が作物を買いたいっておっしゃっています」

「またか」

　工房で研究をしていると、玄関までやってきたノーラが声をあげた。

　ミレーヌの自由市で果物を売ってからうちの農園の噂が急速に広まり、多くの村人や商人がプルメニア村に訪れるようになった。

「メルシアはどうしたんです？」

　農園のことはメルシアに丸投げしている。

　今では彼女の方が全体の状況を把握しているので、俺に頼るより彼女を頼った方が確実だ。

「薬草園の確認に行ってるらしく、すぐに捕まらない様子でして……」

　申し訳なさそうに耳をへにゃりとさせるノーラ。

　兎の獣人なせいか妙な庇ひ護ご欲よくのようなものがそそられる気がした。

「なるほど。なら、俺が対応するしかないね」

　個人的な売買であれば、メルシアの定めてくれた価格表に従って従業員が対応することが可能だ。

　しかし、商人ともなると村人や行商人とは規模が段違いだ。

　そこに交渉も加わってくると従業員だけで対処するには荷が重い。

　従って、俺やメルシアのような農園の状態を大まかに把握しているか、肩書きのある者が対応する必要があるだろう。

「すみません、ただいま戻りました。商人の件は私が対応しますので」

　作業を中断して出ていこうとすると、ちょうどメルシアが戻ってきた。

　他の従業員から聞いたのか、急いで戻ってきたらしい。

「わかった。それならメルシアに任せるよ」

　頷くと、メルシアはホッとした様子ですぐに外に向かっていった。

「うーん、外からお客さんが買いに来てくれるのは嬉しいけど、俺やメルシアが度々対応しなくちゃいけないのは問題だな」

　農園を作ったのは俺が錬金術の仕事に専念するためだ。それなのに俺がこうして呼び出されていては意味がない。

　何とかしたいとは思うが良案が思いつかない。

　こういった時は現場で働いている者に実際に聞いてみるのが一番か。

　幸いにして目の前にいるのは従業員の中でも比較的理知的なノーラだ。いい意見が出てくるかもしれない。

「どうすれば、作物を購入しにきた客の対応が楽になると思います？」

「きちんとした販売所を作るっていうのはどう？」

　尋ねてみると、ノーラは少し考えたあとに述べた。

「うちの農園って外部からのお客さんを受け入れる場所がないじゃないですか？　ですから、作物を買おうにもどこで買えるかわからず、とりあえずイサギさんやメルシアさんに声をかけるんだと思います。きちんと販売所があって作物が並んでいれば、お客さんもそこで買えるとわかるのではないでしょうか？」

「確かにそれもそうですね」

　うちの農園では特に販売所のようなものを作っていない。それは外部から客が買いに来ることを想定していなかったからだ。

　しかし、実際には作物が評判になって遠方からわざわざ買いに来る人たちが出る始末。

　ノーラの言う通り、きちんと外部からの客を受け入れるための場所を作るべきかもしれない。

　きちんとした販売所があれば、お客もそっちに向かうだろうし、大まかなルールさえ設けておけば従業員でも売買の対応ができるだろう。

　今回のような商人の急な来訪があった時にメルシアがすぐに対応できなくても、応接室のような場所で待機してもらえれば済む話だ。

「よし、メルシアと相談して売り場を作ってみるよ」

「作る時は従業員の休憩スペースや着替え室なんかも作ってくれると助かります」

　農園もかなり広くなったし、これからの季節はドンドンと暑さが厳しさを増していく。

　彼女の要望通り、ただの売り場とだけ機能する施設ではなく、従業員も活用できる仕組みだと労働効率がアップしそうだな。

「わかった。作る際は取り入れてみるよ」

「あと、販売所での対応や事務処理なんかは私に任せていただけると嬉しいです！」

　ずいっとこちらに身を乗り出しながら言ってくるノーラ。

　付け加えるように言っているが、彼女の本命はこちらと言わんばかりの様子。

　元々、実家でも事務作業を手伝っていただけでなく、計算なども得意だ。

　肉体労働はあまり得意ではないので、こういった役目に就きたいのだろう。

「貴重な提案をしてくださりましたし、その際はノーラさんを推薦してみます」

「ありがとうございます！」

　そう伝えると、ノーラは深く頭を下げ、軽快な足取りで仕事に戻っていった。

　それと入れ替わるようにしてメルシアが戻ってくる。

「ただいま戻りました」

「お帰り。商人との交渉は無事に済んだ？」

「交渉の方は特に問題もなく」

「んん？　それ以外に何か問題があるのかい？」

　メルシアの含みのある言い方に引っかかりを覚えた俺は尋ねてみる。

「はい。先ほどの商人から聞いたのですが、どうやらあちこちで凶作が続いているようです。うちの作物が美味しいという評判以外にも、豊作なところから作物を買い上げる動きが商人の中では活発化しているのだとか」

　凶作というと、長雨や日照不足、冷夏などにより成長に適する環境が続かなかった。

　自然災害などに見舞われた。

　害虫や細菌などの影響を受けて育てることができなかった。

　などの要因によって著しく作物の生産が落ち込んだ状態のことだ。

「凶作ってそんな雰囲気あった？」

　プルメニア村でいつも通り過ごしていたが、そんな空気は微塵も感じたことがない。

「プルメニア村で育てている作物のほとんどはイサギ様が品種改良を施したものであり、それに加えて良質な肥料があるので何も影響を受けなかったのだと思います」

「あっ、冷静に考えればそれもそうか。そうならないように改良したんだし」

　日照不足、乾燥、湿気、虫害、病害なんのそのというコンセプトで品種改良を加えているんだ。ちょっとやそっとの悪環境に見舞われても、俺の作物が安定して育つのは当然のことだった。

　道理でうちの村では凶作なんてキーワードを耳にしないはずだ。

「凶作が広い範囲で起こりますと作物が市場に出回らなくなってしまい、需要が供給を上回ることで価格が上昇します。目端の利く商人は、今後もうちの農園の噂を聞きつけて買い付けに来ることが増えるでしょう」

　凶作によって今後も外からの買い付けが増えるのであれば、なおのこと販売所の設置は急がれるべきだろう。

「なるほど。その件も少し関係することなんだけど、少し相談があるんだ」

「何でしょう？」

　俺は先ほどノーラに提案された販売所の設置についてメルシアに相談してみる。

「とてもいいと思います」

　結果としてメルシアも大賛成のようだった。

　メルシアが即決するということは、彼女もどう対処するか困っていたことなのだろう。

　早急に手を打つことができてよかった。

「ただ、作るとなるとイサギ様の大きなご負担になってしまいますが……」

「大丈夫。錬金術を使えばすぐに作れるから。農園に必要なことなら手を貸すから、気楽に頼ってくれていいよ」

「ありがとうございます」

　メルシアの許可も下りたことなので、俺は早速販売所の建設に着手することにした。

　まずは大まかに設計図を描く。

　建物は一階建てにしよう。

　農園の作物を売るだけでなく、その場で食べて一休みできるようなスペースもあるとなおいい。ミレーヌでやった時のようにジュースも売ってもいいだろう。

　外部からのお客だけでなく、村人たちの憩いの場の一つになってくれると嬉しい。

　奥には作物を保管する倉庫や冷暗所を設置し、従業員たちの事務室や休憩室を作る。

　従業員は現状五名だが、販売所を作るに当たって増員する必要があるだろう。

　現場からも増員を望む声があがっているし、事務室や休憩室は余裕を持った造りにしておこう。

　あとは要望のあった着替え室や給湯室、トイレなんかの細こま々ごまとした必需施設を追加していくと、大まかに販売所の設計図が完成した。微妙に食い違ったところがあっても土地は余っているし、錬金術でどうとでも調整できるので問題ないだろう。

　設計図が出来上がったところで場所の選定に移る。

　人を招き入れる場所であれば、農園内よりも外が望ましい。

　作物を育てている場所に部外者を無暗に入れるのは防犯的にも衛生的にも機密的にもいいことじゃないからな。そんなわけで販売所の立地は農園の外となる。

　農園の外になると、それほど場所の指定に困らない。

　家や工房から少し離れた道に面している平地に建てることに決めた。

　ロープを張って販売所の面積、おおまかなスペースの区切りをつけると、マジックバッグから建築に必要な木材や鉄材なんかを取り出す。

　レピテーションで建築材をドンドンと積み上げると、錬金術で変質、加工させて接合させていく。

　それをひたすらに繰り返すと、小一時間も経過しないうちに立派な販売所が出来上がった。

「うわー！　遠目に見てたけど、もう完成したんだ！」

「相談したのはつい先ほどですのにすさまじいですね」

「オレたちの事務室や休憩所もあるんだよな!?」

　完成した販売所を見上げて満足していると、すぐ後ろからネーア、ノーラ、リカルドをはじめとする従業員たちが勢ぞろいしていた。

　販売所が出来上がったので見に来てくれたらしい。

「ねえねえ、中を見てもいい!?」

「どうぞ」

　興奮した様子のネーアの言葉に頷くと、従業員たちはぞろぞろと販売所に入っていった。

「イサギ様、お疲れ様です。タオルとお水です」

「ありがとう」

　メルシアが差し出してくれたタオルで汗を拭うと、水分補給をする。

　ただの水ではなく、レモン水のようだ。

　レモンの爽やかな酸味が心地よい。汗をかいた体内に染み込むようだった。

「ふう、俺たちも中を確認しようか」

「はい」

　小休止が終わると、俺とメルシアも販売所の中へ。

　販売所の床は綺麗な木材となっており、壁は清潔感を演出するために漆喰を使用してみた。

　そのままでは寂しいので、木材を加工して陳列棚をいくつも並べてみる。

「イサギさんが棚を作ってる！」

「販売所の雰囲気がとても出てきたんだな」

　ちょっとした小道具を作る度に、従業員たちが喜んでくれて嬉しい。

　天井は高く、三角屋根の形に添うようにカーブを描いている。

　上部には窓ガラスを取り付けており、暖かな光が店内を照らしてくれる。

「この辺りが心地いいから休憩所にしちゃおう」

　錬金術を使って、日光が当たる部分にイスやテーブルを配置していく。

　すると、早速ネーアが日当たりのいいイスに座った。

「あたし、もうここから動きたくない。ずっとここにいる」

　テーブルに突っ伏して心地よさそうな顔をするネーア。

　まるで日向ぼっこをしている猫のようだった。

　心地よさそうにしているネーアを横目に、新鮮な果物をカットしたり、ジュースを提供したりするためのカウンターを設置。ミレーヌの自由市で屋台をやったことが、どのくらいのスペースが必要か参考になったので何事も経験だな。

　これなら農園の作物を味わってもらうことができる。

　販売所がもっと人気になったら休憩所を拡大して、農園の作物を使った小料理屋みたいにできると面白いかもしれない。夢が広がるな。

「イサギさんはいらっしゃるのですかー？」

　販売スペースの視察が終わり、奥にある従業員専用スペースを見に行こうとしたら入り口の方から声がかかった。

　聞き覚えのある声に振り返ると、コニアと大柄の獣人がいた。

　……誰だろう？
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　作り上げたばかりの販売所にコニアと謎の大柄な獣人がやってきた。

　ワンダフル商会の従業員だろうかと思ったが、ワンダフル商会は犬系獣人のみで構成された商会だと聞いている。

　隣に立っている獣人の男性は荒々しいブラウンの髪をしており、丸い耳を生やしている。

　その見た目を形容するのであれば獅し子しだろう。とてもではないが犬系獣人には見えない。

　となると、ワンダフル商会の従業員ではないだろう。

　というか、身長が二メートルを越えているし、全身の筋肉がかなり隆起している。

　内包している魔力も尋常じゃないし、一従業員にはとても見えない。

　……二人の繋がりがわからないな。

「はーい、ここにいますよー」

　とりあえず、隣の男性のことは横に置いておいて返事をする。

　すると、コニアと隣にいた獅子獣人がこちらにやってくる。

「ねえ、メルシア。コニアの隣にいる人は――って、ええ？」

　その間に俺は傍にいるメルシアに獅子獣人のことを尋ねようとすると、メルシアをはじめとする従業員たちが跪ひざまずいていることに気付いた。

「ど、どうしたの急に？」

　メルシアや従業員たちのいきなりの低身具合に驚いてしまう。

「イサギ様、数多の見た目を持つ獣人の中で、獅子の血を引くものは王族だけです」

　って、ことはコニアの隣にいる人は王族なのか。

　メルシアの説明を聞いて、俺はすぐに片膝をつけて跪いた。

「そなたがこの大農園の支配者であるイサギか？」

「はい、イサギと申します」

「俺は六十二代獣王、ライオネルだ」

　辺境の村に来るくらいだから王位継承権の低い王族かと思いきや、正真正銘の国王だった。

「そう畏かしこまらなくてもいい。今日は噂の大農園とやらが、どのようなものか気になってな。ワンダフル商会に頼み込んで連れてきてもらったのだ」

　一応、後方には王族専用の馬車や臣下たちがいるようだが、最小限といった様子。

　帝国の皇族と比べると、あり得ないフットワークの軽さだ。

　獣人の中でも最強種と呼ばれる獣王だからこそできることなのだろう。

　王族の頼みとなると実質的には命令のようなもの。案内するハメになったコニアも気の毒だな。

「では、お望み通り農園の中を案内いたしましょうか？」

「そうしてもらえると助かる」

　俺の言葉を聞いて、満足そうに頷くライオネル。

　そんなわけで俺とメルシアはライオネルを農園に案内することにした。

「コニアさんも付いてきますか？」

　ここまでライオネルを連れてきてくれたのはコニアだ。一応、付いてくるべきなのではないだろうか？

「いえ、私はこちらで従業員の方たちとお話するのです。農園にできる販売所とやらが気になりますので！」

　なんてもっともらしい物言いをしているが、きっぱりと断った様子からすると付いていきたくないことがわかった。

　ワンダフル商会の人でも王族の接待なんて荷が重いよね。

　俺も同じ立場になったからこそコニアの気持ちが痛いほどわかった。無理強いはできない。

　販売所を出るとライオネルの臣下らしい、髭ひげを生やした初老の獣人や、鎧などを身にまとった兵士たちが付いてくる。

「宰相のケビンです。可能であれば、私と護衛の者たちも同行させていただきたい」

「……とのことですが？」

「すまんが入れてもらえると助かる」

「わかりました」

　宰相であるケビンや護衛の者たちを連れて、農園の敷地内に入っていく。

　とはいえ、うちの農園の敷地は膨大だ。

　相手は王族なので長々と歩かせるのも申し訳ない。

　俺はマジックバッグからゴーレム馬を取り出すことにした。

「ぬ？　この馬のようなものは何だ？」

「錬金術で作成したゴーレムの馬です。徒歩では移動は大変かと思い、こちらの乗り物をご用意させていただきました」

「ほう！　ゴーレムで馬を再現したのか！　面白い！　乗らせてもらおう！」

　ニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべると、颯さっ爽そうとゴーレム馬に跨るライオネル。

　ライオネルは身体がかなり大きく、通常サイズのゴーレム馬では乗ることができないので、以前メルシアと二人乗りした時に使った大型のゴーレム馬だ。

　俺とメルシアは普通の一人乗りの方に、ライオネルの臣下の方たちにも同じように一人用のものに乗ってもらうことにした。

「右足のペダルを踏み込むと進み、左足のペダルを踏むと止まります。方向については手綱を引くことで調整できます」

「おお！　理解した！」

　軽く説明をすると、ライオネルはすんなりとゴーレム馬を走らせてみせた。

　運動神経の悪い人だと乗りこなすのに時間がかかるのだが、ライオネルの心配はいらないようだ。

　家臣の人たちは初老の人が少し勝手に戸惑っているようだが、他の人たちがサポートすることによって何とか乗ることができた。

「イサギ！　俺はこれが気に入った！　是非ともほしいぞ！」

　軽く周囲を走り回ってくるなり、ライオネルが実に活き活きとした顔で言った。

　まるで新しい玩具を見つけた少年のようだ。

「正式に発注していただけるのであれば、ライオネル様に相応しいゴーレム馬をお作りいたしますよ？」

　別に今の個体を渡してもいいのだが、ライオネルが乗るには窮屈感だ。

　それに彼の見た目に迫力がありすぎるので、見た目負けしている。

　国王である彼が乗るのであれば、もっと威厳のある装飾のものがいいだろう。

　となると、ライオネルのためにちゃんと作り直した方がいい。

「では、そうしてくれ！　あと、そっちの小さい馬もほしい！　娘の誕生日が近いのでな！」

「でしたら、こちらのゴーレム馬に関しては、王女様の誕生日祝いとして献上させていただきます」

「さすがにそれは――いや、わかった。有り難く受け取っておこう」

　遠慮しようとしていたライオネルだが初老の獣人が咳払いして睨にらむと、慌てて言い直した。

　まあ、これに関しては俺から言い出したことなので遠慮なく受け取ってもらえると助かる。

　王族の誕生日と聞いて、こっちもお金を払えなんて言うのは無粋だしな。

「では、農園を案内しますので付いてきてください」

　話に区切りがついたところでゴーレム馬を走らせる。

「……イサギ、もっと速くても構わんぞ？」

　ゆったりとゴーレム馬を走らせていると、後ろにいるライオネルが言ってくる。

　とてもウズウズしている。速く走らせたくて堪らないのだろうな。

　気持ちはわからなくもないし、できるだけリクエストに応えてやりたいが、こればかりはそうはいかない。

「農園内は道幅も狭く、農作業用のゴーレムもいますので、これぐらいの速度でお願い申し上げます。申し訳ありません、ライオネル様たちの安全が何よりですので」

「……それは非常に残念だ」

「安全な場所であれば、いくら速度を出してもらっても構いませんので」

「そうか！」

　シュンとしていたライオネルだが、小声でそう言うとすぐに元気になった。

　厳いかめしい見た目や肩書きもあって萎縮してしまいがちだが、こうして話してみると妙に親しみを感じるな。帝国の皇族たちとは大違いで、なんだか不思議な感じだ。

　そうやってゴーレム馬を走らせると、野菜畑の区画に着いた。

「こちらは野菜畑の区画となります」

「おお！　かなり広いな！」

　野菜区画を見るなりライオネルが感嘆の声をあげた。

「この辺りはかなり土地が痩せており、まともに農業ができない土地だと聞いていた。それなのにこれほど多種多様な作物が栽培されているとは驚きだ。これを可能にしたのは錬金術だな？」

　コニアには錬金術で農業を行っていると告げている。

　視察にやってきた国王に嘘をついていいことはないだろう。

「はい。錬金術で作物に品種改良を行い、繁殖力を上げ、痩せた土地に強く、病害、虫害などに強いものへと作り変えました」

「口にすることは容易たやすいが、完成させるのはさぞかし大変だっただろうな。そなたはとても優秀なのだな」

「恐縮です」

　地位の高い人からそんな風に言われたのは初めてだ。

　誰かに褒められたくて行ったわけではないが、それでも褒めてもらえるというのは嬉しいものだ。胸の奥がジーンッと温かな気持ちになった。

「む？　まだ春なのにもうトマトが生っているのか……季節外れの作物があるというのは本当だったのだな」

　噂を聞きつけてきただけあって、うちの農園のある程度の特徴は知っているようだ。

「よろしければ、お一つ召し上がってみますか？」

「貰おう」

　ゴーレム馬から降りると、収穫期のトマトを一つ収穫した。

　布でトマトの汚れを拭って渡すと、ライオネルは豪快にトマトに齧り付いた。

　さすがは獣王、食べ方もワイルドだ。

「うおおお！　トマトとは思えないほどの甘さだ！　今まで食べてきたトマトの中で一番美味い！」

「ありがとうございます！」

　そう言ってもらえるように日々改良を重ねているので、非常に嬉しい感想だ。

　現在は糖度の高いトマトだけでなく、果肉がしっかりとしていて煮崩れしづらい調理用トマトなんかも開発中だ。ただ甘いだけでなく、色々な料理に使えるような汎用性の高い品種も作っていきたいものだ。

「……今日は妙に騒がしいな」

　ライオネルの世話をしていると、トマト畑の影からコクロウが出てきた。

「陛下！　お下がりください！」

　農園内に突如魔物が出現したことにより、ライオネルの護衛たちが武器を構え出して物々しい雰囲気となる。

　しまった。農園内にコクロウやブラックウルフたちがいるのを伝え忘れていた。

「申し訳ありません！　彼らは農園内を警備してもらっている魔物ですので、どうか武器をお納めください！」

「あくまでそっちが手を出してこない場合だがな」

「こら、コクロウ。相手を挑発するようなことを言うな」

　せっかく宥めているのに、余計なことは言わないでほしい。

　お陰で護衛の人たちがムッとしているじゃないか。

「ブラックウルフの上位個体、シャドーウルフか……」

　そんな中、ライオネルは平然とコクロウの前に歩み寄る。

　護衛の人たちが口々に下がるように言うが、まるで気にしていない。

　ライオネルとコクロウは睨み合う。

　固唾を呑んで見守っていると、ライオネルが不敵な笑みを浮かべながら右手の人差し指をくいくいっと動かした。

　かかってこいと言わんばかりのわかりやすい挑発。

　コクロウは喧嘩を売られたと感じたのか即座に影に潜る。

　どこに行ったと思った次の瞬間、コクロウは護衛の影から飛び出し、無警戒なライオネルの背中へと襲い掛かった。

「甘いな」

　ライオネルは一切視線を向けることなく、丸太のような左腕を振るってコクロウを吹き飛ばした。

　二メートル近い体たい躯くを誇るコクロウが紙切れのように飛んでいく。

　吹き飛ばされながらもコクロウは畑の影へと避難。

　すると、次はライオネルの真下にある影から姿を現した。

　影から身体を出すのは最小限にし、僅かに影から出した前脚の爪でライオネルの足を斬り裂くつもりだ。

「ぐっ!?」

「だから甘いと言っておろうが」

　ライオネルは即座に反応して、真下から奇襲してきたコクロウを蹴り飛ばした。

「ずっと影の中でジッとしているからイライラするんだ、犬っころ。俺が存分に相手してやるから能力を使わずに挑んでこい」

「殺す」

　ライオネルから犬っころと誹そしりを受けたことで頭にきたのか、コクロウが知性をかなぐり捨てるようなけたたましい咆ほう哮こうをあげて襲い掛かった。

　コクロウが本気で牙や爪を向けるが、対するライオネルは笑いながらそれらをはね除のけている。

　しかも、コクロウをできるだけ傷つけないように手加減をしながらだ。両者の力量の差は素人でもわかるほどだろう。

「コクロウがあんな風に遊ばれるなんて……」

「さすがは最強種と謳うたわれる獣王様ですね」

　コクロウは冒険者ランクの定める討伐ランクＡの上位個体だ。

　実際に森で対たい峙じした俺とメルシアだからこそ、コクロウの恐ろしさ知っている。

　そんなコクロウがライオネルの前では犬っころ扱いとは……。

　無邪気で気さくなライオネルだが、人の上に立つ才能を立派に兼ね備えた王なのだな。

　コクロウと素手での取っ組み合いを繰り広げるライオネルを見て、しみじみと思った。










39話　錬金術師は人々を救いたい




「ハハハ、久しぶりにいい運動になったぞ！　コクロウとやら！」

「…………」

　爽快そうな顔で告げるライオネルとは正反対に、コクロウはすっかり疲労困憊といった様子だった。

　いつも澄ました様子で農園を闊かっ歩ぽしているだけに、これほどまでに疲弊しているコクロウを見るのは新鮮だ。

「コクロウ、大丈夫か？」

「心配しているフリをしながら撫でるな」

　バテてしまっている今ならイケるんじゃないかと思ったがダメだった。

　撫でようとした俺の手が尻尾に阻まれる。

　そんなやり取りをしていると、ライオネルがコクロウの元に歩み寄る。

「そなたの影移動はとにかく便利だが、だからこそ能力に頼りすぎるきらいがある。接近戦についても能力ありきなせいか、実にお粗末だ。能力だけに頼らず、基本的な戦い方を学び直すことだな」

「……次は殺す」

　ライオネルの助言に対して、コクロウは有り難がることもなく、物騒な言葉を残して影に沈んでいった。

　これ以上ライオネルに突っかかるのはやめたようだ。

「すみません、捻くれた奴で」

「上位個体になる奴は得てしてああいう性格をしているものだ」

　そういうものなのか。コクロウ以外の上位個体に会ったことがないので、俺にはわからないがああいうのがたくさんいると色々な意味で苦労しそうだな。

「素晴らしい農園だけに警備が心配だったが、頼りになる者が守っているではないか」

「ライオネル様にコテンパンにされていましたけど」

「それは仕方ない。俺は強いからな！」

　腕を組んで豪快に笑うライオネル。

　これだけはっきりと言われると、まるで嫌みに感じないものだ。聞いていて妙な清すが々すがしさを覚える。

「野菜畑以外のところも回ってみたいのだが案内してくれるか？」

「わかりました。他の区画にもご案内いたしましょう」




●




「いやー、イサギの経営する農園は素晴らしいな！　特に果物が素晴らしい！　あれはもう別物だ！　とにかく美味い！」

　薬草園、小麦畑、果物畑などの案内を終えると、ライオネルは実に満足そうな表情で語った。

　彼が特に気に入ったのは果物畑で栽培されている果物だ。

　それがとにかく気に入ったようで食べてからというもの、ずっと果物の感想を述べてくれていた。

「ありがとうございます」

「よければ、お土産としてお包みしましょうか？」

「そうしてくれると助かる！　これだけ美味しいものを俺だけ食べて帰ってきたとあっては妻や娘たちに怒られてしまうからな」

　メルシアが気を利かせて提案すると、ライオネルは殊更に喜んだ。

　獣王は愛妻家であり、子煩悩であるようだ。

　こうやって家族のことを考える一面を見ると、王とはいえ彼も普通の獣人なんだな。

「陛下、そろそろ本題の方を……」

「わかっている、ケビン」

　しみじみとした感想を抱いていると、ずっとライオネルに付き添っていた宰相のケビンが声をかけた。

　やはり、視察とは別の大きな目的があってやってきたのだろう。

　何となくそのことについては察していたので特に戸惑うようなことはない。

　ライオネルは咳払いすると、表情を引き締め、厳かな口調で語りかける。

「イサギ、今年は農作物が凶作だということは知っているか？」

「つい先程知ったばかりですが存じております。具体的にどれほどの規模かまでは存じ上げておりませんが……」

「実はそれは一部の地域だけでなく、獣王国各地で起こり始めている」

　想像しているよりもずっと広範囲で凶作が起こっていることに驚いた。

　国を統治しているライオネルが言うことなので、国全体というのは確かなのだろう。

「それが確定された未来なのかは精査中だが、かなり確率は高い。国を治める王として民を救うために打てるべき手は打っておきたいのだ。イサギ、申し訳ないが国民に作物を分配するために我らに作物を売ってくれないだろうか？」

　ライオネルが頭を深く下げて頼み込んでくる。

　まさかの頼み事と一国の王が、たかだか平民に頭を下げることに俺は驚いた。

「陛下、頭をお上げください！　国王が平民に頭を下げるなど、あってはならないことです！　国王としての威厳が落ちます！」

「国王としての威厳が何だ！　ふんぞり返って食料をよこせと要求するなんて俺はしたくない！」

　ケビンが注意するが、ライオネルは腕を組んでプイッと顔を背けた。

　断固拒否といった態度のライオネルにケビンは大きくため息を吐いた。

　自由に振る舞う国王と、それに振り回される真面目な臣下といった関係性だろう。

「どうだろうか、イサギ？」

　ライオネルが改めて尋ねてくる。その表情は真剣そのものだ。

　一国の王として、民のことを考え、救うための手立てを打ちたいという彼の想いがヒシヒシと伝わってくる。

　民を切り捨て、自分たちの利益や名声ばかりを考えている帝国の上層部とはまるで違った。

　通常なら国王ほど権威ある立場であれば、国を守るために徴収するということもできるはずだ。帝国ならきっとそうするだろう。

　しかし、獣王国の国王であるライオネルはそんなことはせず、平民である俺の元にわざわざ足を運んで買い取らせてほしいと頼み込んできてくれた。一方的に自分たちの都合を押し付けず、きちんとこちらに配慮をした上で。

　真摯な態度を見せられれば、こちらもそれに応えたくなるというものだ。

「いいですよ。うちの農園の作物で多くの人々を救えるのであれば、喜んでお力になりましょう」

「本当か！　恩に着る！」

　返事をすると、ライオネルは喜びと安堵の混ざった笑みを浮かべて頭を下げた。

　プルメニア村に住んでいる以上、俺も獣王国に所属する人間だ。

　別に獣王国には恨みなどまるでないし、協力しない理由もない。

　農園の生産量は常に右肩上がり。優先してライオネルたちに供給するにはまったく問題がなかった。

「メルシア、現段階でどれだけの量の生産できているか、継続してどのくらい量を供給できるかライオネル様に教えて差し上げてくれ」

「かしこまりました」

　農園の細かい数字はメルシアの方が把握しているので、細かいところを詰めるのであれば彼女に任せるのが一番だ。

　メルシアがライオネルと話をする中、俺はそこに加わろうとしていたケビンを呼び止める。

「ケビンさん、少しよろしいでしょうか？」

「何でしょう？」

「獣王国全体の大まかな土質とかって把握されていますか？」

「隅々まで把握しているとは言えませんが、それぞれの大まかなものであれば」

「その中で比較的多い土質の特徴を教えてもらえませんか？」

「何のためかお聞きしても？　立場上、何の意味もなく情報をお教えするわけにはまいりませんので」

「作物を売り渡すだけでは、もしもの際に備えることが難しいと思い、うちと同じように品種改良した作物を直接お渡ししたいと思いまして」

「それは願ってもないことですがいいのですか？　品種改良した作物を引き渡すということは農園の優位性と利益を大きく低下させることになりますが……」

　本当にいいのか？といった表情をしているケビン。

　賢く立ち回るのであれば、彼が指摘するように需要が高まっている時に値段を釣り上げ、売りつけることで利益を得るべきだろう。

　だけど、俺は農業で荒稼ぎをしたいわけでもない。

「そうかもしれませんが、私はそんなことよりも飢えに苦しんでいる人々を救いたいのです。元々は孤児だったので、お腹を空かせる苦しみは痛いほどわかるので……」

「イサギさんの善意に心から感謝いたします。私の知識でお力になれるのであれば、お教えいたしましょう」

　そのように伝えると、ケビンは獣王国各地の土質を教えてくれる。

　どうやら獣王国の大部分は多雨であり、よその国などに比べて二倍から三倍ほどの雨が降るようだ。

　プルメニア村ではそこまで雨は降らないが、それはこの辺りの土地の特徴であり、獣王国からすると例外な場所のようだ。

　まあ、国全体がここまで痩せた土地だと、そもそも生活ができないだろうから納得だ。

　その他にも土の栄養の多さや、気候、育てられている作物の種類など、ケビンは丁寧に教えてくれた。

「ありがとうございます。ちょっと工房で調整をしてきます」

「そんなにすぐにできるものなのですか？」

「少しでも早く安定して作物を供給できるようにしたいんで！」

　ケビンが懸念するようにすぐにできるかはわからない。

　だけど、プルメニア村にやってきて、俺も伊達に品種改良を繰り返していない。

　帝都で研究していた時よりも多く改良を加えているし、知識も遥かに増えている。

　実際に訪れたことのない土地に合わせて調整をするのは至難の業だが、今の俺ならばできるような気がした。

　獣王国全体で凶作が起こっており、人々が困窮する未来が近づいているんだ。ゆっくりとなんてしていられない。

　いても立ってもいられなくなった俺は、ゴーレム馬を走らせて工房へと向かった。

　工房に戻ると、早速と俺はマジックバッグから品種改良に必要な素材を取り出す。

　選定する作物はジャガイモ。どれだけ荒れ果てた土地や気候でも力強く育つからな。

　ベースとするのはプルメニア村で育つように品種改良させたもの。

　とはいえ、これはここで育つように調整されたもので、ケビンが教えてくれた他の土地で育てるには適していないので、改良した部分はそのままに調整する必要があるだろう。

　口にするのは簡単だが、酷く道筋が険しい。

　プルメニア村で育つように改良を加えた、このジャガイモですら繊細な積み木を積み上げて完成されたものだ。単純に今の利点をそのままに、微調整すればできるというわけではない。

　一つの因子を抜けば、他の因子がかみ合わなくなってしまうことがザラに起こってしまうだろう。

　通常は育てたい土地の土を利用し、何度も栽培実験を行ってから調整を繰り返すものだ。

　それにケビンから聞いた土質は、プルメニア村や帝国の土質とまるで共通点がなかった。

　今までやってきたデータはまるで当てにならない。

「だけど、ここで作ってきた多くの経験が俺にはある」

　データ上の数値は参考にできなくとも、この村にやってきて何十種類もの作物に改良を加えてきた経験が俺にはある。

　それは帝城での仕事に忙殺されながらやっていた研究とは数も質も段違い。

　それにケビンが各地の土質をかなり詳細に教えてくれた。

　宰相としての蓄えたケビンの知識はかなり豊富なもので、聞いただけでその土地の土質がイメージできるほど。

　帝国にいた頃の俺ならば、多大な時間がかかったであろうが、いくつもの経験を得てきた今の俺ならきっとやれるはずだ。

　そう自分に言い聞かせると俺は錬金術を発動し、ジャガイモの品種改良に取り組んだ。










40話　錬金術師は決意する




「イサギ様、そろそろ国王陛下がお帰りになるそうですが……」

「できた！」

　メルシアが俺を呼びに工房に入ってきたと同時に、俺は最後の作物の品種改良を完成させた。

「……国王陛下にお渡しするための品種がもう完成したのですか？」

　テーブルの上に並んだ作物を見て、メルシアが驚きを露わにする。

「そうだよ。とはいっても、実際にその土地で育つかは、ぶっつけ本番になるんだけどね」

「ですが、自信があるのでしょう？」

　謙遜してみせるが、メルシアには内心がバレバレのようだ。

「うん、伊達に品種改良で失敗を繰り返していないからね。多分、このジャガイモなら他の土地でも問題なく育つはずだよ」

　日頃、改良で失敗を繰り返しているが、だからこそどのような因子を加えれば、どのような変質を起こすのかわかるものがある。今回、これだけの速さで改良することができたのは、数々の失敗を経験してきたからに他ならない。

「では、ライオネル様の元に急ぎましょうか」

「うん。あんまり待たせたら悪いしね」

　メルシアに促された俺は品種改良したジャガイモを手にすると外に出た。

　販売所の前に行くと、ライオネルの馬車とワンダフル商会の馬車がズラリと並んであった。

　馬車の前にはライオネルとケビンと少数の護衛が立っている。

「イサギ、他の土地でも育つための作物を作っているとケビンから聞いたが、もしや完成したのか？」

「はい。一種類だけで大変申し訳ないですが、何とか完成させました」

「いやいや、たった一種類でも凶作になる心配のない作物を貰えるのは有り難い！　それをこの短時間で作り上げてくれたのだ。誰が文句をつけるものか！」

「ありがとうございます。こちらが改良を加えたジャガイモです」

　ライオネルに改良したジャガイモを手渡す。

　彼の大きな手の平の上に乗ると、ジャガイモが小さな石ころのように見えてしまうな。

「おお！　ジャガイモか！　これなら誰でも育てやすく腹も膨れる！　して、このジャガイモにはどのような特性があるのだ？」

「獣王国に比較的多い土質に合わせて調整いたしました。そのジャガイモを植えれば、三日ほどで収穫を迎えることができます」

「三日だと!?　そのような短期間で収穫ができるのか!?」

　短期間で収穫を迎えられるジャガイモにライオネルが驚く。

「可能です。しかし、それはあくまで救荒作物です。短期間で収穫が行えますが、強い成長力故に土地の栄養を強く吸い上げてしまいます。一度収穫した際は、同じ場所で繰り返し栽培しないようにお願いします」

「うむ。これだけ収穫が早い作物だ、育てた土地の栄養を急激に吸い上げるのは何らおかしいものではないな。わかった。栽培する際は厳命しておこう」

「では、念のために他の種類のジャガイモをお渡ししておきます」

　最初に渡したものとは別に、二つのジャガイモを手渡しておく。

　すると、ライオネルは不思議そうな顔をした。

「他の種類とは？」

「調整した一つ目のジャガイモが土に合わず、思うような成長をしなかった場合の保険です」

「おお、それは有り難い」

　俺はプルメニア村周辺以外の土地を知っているわけではないからな。

　念のために異なる方向性の因子を持たせたジャガイモを作っておいた。

　数を打てば当たるというわけではないが、そういった保険をかけておくにこしたことはない。

「そして、最後に大事な忠告をいたします。改良したジャガイモにもし違和感を抱いたら、すぐに破棄してください。予期せぬ成長を果たした作物は、思いもよらない危険を振りまく可能性がありますので」

「わかった。その時は申し訳ないが、すぐに破棄させてもらうことにしよう」

　大事な注意事項を告げると、ライオネルは深く頷いてくれた。

　思いもよらない力の危険性を彼は十分に理解しているようだ。

「大量の作物だけでなく、このような貴重な作物をくれたことに感謝する。イサギのお陰で我が国は餓死者を出さずに済みそうだ」

　思わず安堵の息を漏らすライオネル。

　彼も国民を脅かす凶作に大きな不安を抱いていたのだろう。

　そんな優しい彼の力になれたのであればよかった。

「イサギやここの農園のものたちには大きな借りができたな。この借りは獣王の名において必ず返すことを誓おう」

「国民として当然の協力をしたまでですが、何かありましたらよろしくお願いします」

　丁寧に固辞することも考えたが、プルメニア村全体のことを考えると、少しずる賢くするべきだろう。

「うむ、それでいい」

　素直にお願いしてみせると、ライオネルは満足そうに笑った。

　どうやら無駄に遠慮しなかったことは正解らしい。

「お節介かもしれないが忠告しておく。不毛の大地として見られていたこの土地だが、イサギの活躍によって農園地帯となった。これだけの農作物を一つの農園で賄えるとなると、豊かな穀倉地帯と同義。侵略する価値のある土地だと思われれば、野心のある国が侵略してくる可能性があるぞ」

「ッ！」

　プルメニア村は獣王国の中でも最西端に位置する辺境。

　隣接しているのは、侵略によって国土を拡大し続けた帝国だ。

　今までは旨みのない土地故に無視していたかもしれないが、奪う価値のある土地と認定すれば侵略してくるかもしれない。

「とはいえ、獣王国内には他にも資源がたくさんある。帝国が凶作にでもならない限り、可能性は低いだろうな」

　あくまで侵略の可能性のある土地として浮上したのであって、危険性が高いわけではない。いくら帝国でも早々にこの村を狙うわけはないだろう。

「ご忠告、ありがとうございます。念のため村の防備も上げておきます」

「うむ。それがいいだろう。何かあった時は頼ってくれ」

　ライオネルはそう言うと、颯爽とマントを翻ひるがえして自らの馬車へと乗り込んだ。

　ケビンや護衛の兵士たちも乗り終えると、ライオネルを乗せた馬車はゆっくりとプルメニア村を離れていった。




●




　馬車の一団が去っていき、今日は少し早いが農園全体の仕事を切り上げた。

　今日は販売所を作ったり、獣王国の国王であるライオネルが視察に来たり、作物を売ってくれと頼まれたりと色々なことが起きた。

　従業員たちも急きゅう遽きょ収穫作業が増えたり、作物を馬車に積み込んだりと大変だっただろう。

　こんな日は早めに休むに限る。

　そんなわけで俺とメルシアも家に帰ってきた。

　慣れ親しんだ場所に戻ってくると、心からホッとする。

「お疲れのようですね」

「今日は色々と濃い一日だったからね。それに偉い人と話すのは久しぶりだったし緊張したよ」

「私も獣王様がいらっしゃったことには驚きました」

　気さくだったとはいえ、相手は一国の王だ。

　友好的とはいえ、節度は弁わきまえないといけないからね。

　帝国では上司や貴族を相手に毎日のように気を遣っていたものだが、久しぶりにやるとドッと疲れるものだ。

　縦社会に振り回されることのない、普段の生活がどれだけ尊いものか実感したものだ。

「……イサギ様はこの村での生活に不満はありませんか？」

　イスに腰掛けて伸びをしていると、不意にメルシアが問いかけてきた。

「え？　急にどうしたの？」

「イサギ様をこの村にお連れしてずっと思っていたのです。イサギ様は優秀な方なので、このような小さな村でなく、もっと大きな場所で活躍されるべきではないのかと。それなのに私が半ば強引に誘ってしまって……」

　俯きながらのメルシアの言葉を聞き、俺はゆっくりと首を横に振る。

「そんなことはないよ。帝城では異端で爪弾きにされているのにメルシアはずっと支えてくれた。宮廷錬金術師を辞めさせられた時でさえも、メルシアは態度を変えることなく、プルメニア村に誘ってくれたことに感謝しているんだ」

　確かにプルメニア村は農業に限っては豊かじゃないけど、それを錬金術でどうにかしたいのが俺の願いだった。

　帝国ではできなかった目的の一つをメルシアのお陰で叶かなえることができた。そんな彼女には感謝することはあれど、迷惑だなんて思ったことは一度もない。

「今ここにいるのは自分の意思で決めたことだから、メルシアはそんな風に思い悩まなくて大丈夫さ」

「……そうでしたか。そうだったのであれば、本当によかったです」

　素直な気持ちを伝えると、メルシアは心の底からホッとしたように呟いた。

　彼女がそんな風に思い悩んでいたなんてまったく気付かなった。

　ずっとお世話をしてもらって、一緒に仕事をしていたというのになんだか申し訳ない。

　そこまで考えてくれていたメルシアに報いてあげたいな。

　そんな気持ちが頭の中を過よぎった瞬間、俺はある果物の存在を思い出した。

「あっ、そうだ！　メルシアに渡したいものがあるんだった！」

「渡したいものですか？」

「ちょっと付いてきて」

　怪訝な表情を浮かべながらのメルシアを連れ、俺は渡り廊下を渡って工房へ。

　工房に入ると、奥に進んで地下の実験農場へと至る階段を下る。

　実験農場のさらに奥にあるスペースには、無数のブドウ畑が広がっている。

「渡したいものというのはもしかして……？」

「うん、ブドウだよ。この村に誘ってくれたことや、日頃支えてくれている感謝の気持ちを伝えたいと思ってね」

「私のためにわざわざご用意してくださるなんて感激です」

　贈る意図を伝えると、メルシアは感激の表情を浮かべた。

　目の端から若干涙が出ているが、それだけ喜んでくれていると思うので変に茶化すのはやめておく。

「ここにあるものすべてイサギ様が改良を加えたものなのですよね？」

「うん、ブドウが大好きなメルシアには生半可のものを贈るわけにはいかないからね。味の方を優先させると、大量生産が難しくなっちゃってこれだけしか栽培できなかったけど」

「それでも嬉しいです」

　メルシアがブドウ畑の中に入っていく。

　新緑の葉やツルが生い茂る中、艶やかな黒い髪をしたメルシアが濃紫のブドウを見上げる姿は不思議と絵になる光景だと思った。

「食べてみてもよろしいでしょうか？」

「勿論」

　頷くと、メルシアが収穫期を迎えたブドウを一粒口に含んだ。

　目を瞑つむって丁寧に味わうように食べるメルシア。

　呑み込むとゆっくりと目を開いて、

「……とても美味しいです。今まで食べたブドウの中で最上の味です」

　とびっきりの笑顔を見せてくれた。

　今までにメルシアの笑顔は見たことがあったが、現在浮かべている笑顔に勝るものはない。

　そう思えるくらいに自然で素敵な笑顔だった。

「そう言ってもらえて安心したよ」

　そうじゃなきゃ、メルシアのために用意した意味がないからな。

　数々のブドウを食べた彼女が、心の底から美味しいと言えるものが作れてよかった。

　本当はもっとたくさんのブドウを用意してあげたかったが、今の俺の技量ではそれが限界だ。もっと技量が上がったら、最上の味を追求しつつ、大量生産できるようにしたいや。

「イサギ様がやってこられるまでは、日常的に豊かな食事はできませんでした。こんな風に楽しく食事ができるのはイサギ様のお陰です」

　俺はこの村にやってきて、すぐに品種改良した作物を育てたから実感がないが、貧しい状態をよく知っているメルシアだからこそ深く思うところがあったのだろう。

　確かにこの村の食生活は変わったと思う。

　品種改良された作物と、良質な肥料のお陰で誰もが農業ができるようになった。

　俺が大農園を作り上げたことによって、食料の供給が滞ることはなくなった。

　生きるための食事ではなく、美味しいものを食べる余裕が生まれた。

　だけど、それは決して俺一人の力じゃない。

「品種改良にはメルシアも手伝ってくれたし、俺が研究に専念できるように農園の管理をしているのはメルシアじゃないか。決して俺だけの力じゃないよ。メルシアも胸を張って」

「そう言っていただけると私も頑張った甲斐がある気がします」

　この村にやってきてメルシアだけでなく、ケルシー、シエナ、ネーアをはじめとする従業員にコニア、自分を慕って認めてくれる友人がたくさんいることがわかった。それがとても嬉しい。

　錬金術で皆の役に立てることはとても楽しく、やり甲斐がある。

　少なくとも帝城で宮廷錬金術師として生活していた時の俺よりも紛れもなく幸せだと断言できる。

「これからも色々と迷惑をかけるかもしれないけど、よろしく頼めるかな、メルシア？」

「はい、イサギ様。どこまでもお供いたします」
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41話　錬金術師のいない帝国３




　イサギが獣王ライオネルの来訪を受けてしばらく――。




　レムルス帝国では深刻な食料不足に陥っていた。

　それは各地で見舞われた凶作のせいだ。

　凶作は獣王国だけでなく、帝国を含める世界各地で被害を及ぼしており、例年よりも激しい食料生産の落ち込みを見せていた。

「食料生産の施策を却下し、軍事に費用を注いだ余の決断を責める声も多くあがっている。早急に何とかする必要があるぞ」

　イサギの研究を当てにしていたウェイスは、ここ数年食料生産案が出ていたにもかかわらず権力によるゴリ押しで却下し、軍事に力を注いでいた。

　その結果、民の生活の保障や施策に力を入れていなかった国内は、生活の防波堤機能がまったく機能せず、既に各地で多くの餓死者を出している状態となっている。

　凶作というどうしようもないことだとはいえ、間接的に現状を引き起こした当事者とされていた。

　このままさらなる被害を増大させてしまえば皇位継承権にも響く可能性が高く、ウェイスは焦っていた。

「ガリウス、何か良案はないか？」

「申し訳ございません。早急に効果のあるものはありません。ですが、気になる情報を耳に入れました」

「それはどんな情報だ？」

　ガリウスの返答に落胆しかけたウェイスだが、後半の言葉を聞いて瞳に好奇の光を宿す。

「広い範囲で起こっている凶作ですが、なぜか隣国の獣王国では大して食料が不足していないのだそうです」

「それは獣王国自体が凶作に見舞われなかったということか？」

「いえ、獣王国も凶作に見舞われたようですが、食料不足にはなっていないようなのです」

「一体なぜだ？」

　帝国同様に凶作に見舞われているのであれば、国内で食料不足になっていないのはおかしい。

　ウェイスが首を傾げる中、ガリウスは待ってましたとばかりに深い笑みを浮かべた。

「調べましたところ、どうやらプルメニア村にあるイサギ大農園から大量の作物が供給されているようでした」

「ほう？　それはどこかで聞いた名前の農園だな？」

「間違いなくイサギかと」

　イサギが独自に研究を行っていた作物の品種改良と、突如獣王国に出現したイサギ大農園という大量の作物供給地。

　その二つを聞き、完全にイサギの関与があるとウェイスは確信した。

「奴の研究とやらが完成しているのであれば、凶作に影響されず、あり得ない速度で作物を生産できるのも納得ということか……」

「はい。ウェイス様にご提案なのですが、獣王国にあるイサギ大農園を侵略すればよいかと」

「なるほど。余が自ら指揮を執り、イサギ大農園を奪い、その作物を帝国内に供給すれば、軍事費拡大の件について大きく責められることはないか……」

　思い立ったようにウェイスはテーブルの引き出しから、帝国周辺の地図を広げてみせる。

「幸いにしてプルメニア村とやらは、帝国から馬車で一か月ほどの辺境。侵略するのも容易いな。貴様にしてはいい考えではないか」

「ありがとうございます」

　ウェイスの労いの言葉にガリウスは深々と頭を下げた。

「そうだ。我ら帝国は侵略によって拡大を繰り返してきた大国。食料が足りないのであれば、よそから奪えばいい。食料生産施策をああだこうだと考えるよりも簡単ではないか」

　それが古来からの帝国のやり方。

　歪な国であるが、それで大成している国だった。

　活路を見みい出だし、ウェイスが高笑いをする中、傍でガリウスはほの暗い笑みを浮かべていた。




つづく










あとがき




　本書をお手にとっていただき、ありがとうございます。作者の錬金王です。

『解雇された宮廷錬金術師は辺境で大農園を作り上げる～祖国を追い出されたけど、最強領地でスローライフを謳歌する～』はいかがでしたでしょう？

　数々の異世界作品を書いてはいますが、錬金術師の主人公を書くのは初めてでドキドキしながらも自分が錬金術師ならと思うスローライフ作品にさせていただきました。

　雄大な自然地帯にある広大な農園！　いいですね！　たまに農業番組などを観たりするのですが、そういった農園の光景に憧れたりもします。自分もあんなに広い農園で働いてみたい。たくさんの作物を育ててみたい。本作品はそんな憧れが詰まった作品です。そこに可愛らしい獣人や、キリッとしたかっこいい獣人がいればもっと楽しいことは間違いないですね。

　本作品は『ノベマ！』というスターツ出版様のサイトにて連載されております。本作品だけじゃなく、数々のグラストノベルの作品がありますので興味のある方は覗いてみることをお勧めいたします。きっと、あなたに合う作品があるはずです。

　では、また宮廷錬金術師の２巻、あるいは他作品でお会いしましょう。

錬れん金きん王おう










錬金術師は修理する




　農園の野菜を物々交換しに向かっていると、屋根に梯子を掛けようとするシエナが見えた。

「シエナさん、なにをされているんですか？」

「あら、イサギさん。ちょっと屋根瓦のずれているところを見つけちゃってね」

　屋根に視線を向けると、シエナの言う通り屋根瓦がずれてしまっていた。

「それなら俺がやりますよ」

「あら、いいの？」

「はい。錬金術を使えば、これくらいすぐですから」

「それならお言葉に甘えて、イサギさんにお任せするわ」

　獣人であるシエナの方が俺なんかよりもよっぽど身体能力は高いだろうが、こういった作業は男性が率先してやってあげるのが紳士というものだろう。

「瓦の元になる素材、あるいは予備の瓦などはありますか？」

「瓦がいくつかあるわよ」

　修理するのに必要となる素材をシエナから受け取ると、俺は梯子を登った。

　屋根の上に上がると、プルメニア村の中央広場が見下ろせた。

　よく通る場所なのだが、こうやって上から見ると新鮮だな。

　景色を見るのも程々に俺は屋根瓦の状態を確認。

　屋根瓦を見ると、長年の土埃などが瓦の間に詰まっており、一部の瓦が欠けてしまっているようだった。

「大丈夫かしら？」

「問題ないですよ」

　心配そうなシエナの言葉に返事をすると、俺は錬金術を発動した。

　まずは屋根瓦の間に詰まっている土埃などの異物を抽出。

　欠けてしまった瓦には、新しい瓦を素材とすることで修繕。劣化して形が変わってしまったものには、魔力を通して正常な形へと変形させた。

　異物が除去され、瓦の歪みが取り除かれたことでシエナの家の屋根は綺麗な状態となった。

　屋根の修理が終わったことを告げると、シエナが梯子を登って屋根の状態を確かめる。

「あら、すごいわね。まるで家を建てた時のように整然としているわ」

　満足してもらったところで俺とシエナは梯子を下りた。

「ありがとう。とても助かったわ」

「いえいえ」

「ねえ、イサギさん。こういった物の修理って他にもできたりするかしら？」

「はい。素材さえあれば、フライパンや鍋、包丁といった生活道具は一通り修理できますよ」

　見習い時代はそういった生活道具の修理を主にやっていた。

　宮廷錬金術師になってからはあまりやっていないが、腕が錆びついているなんてことはない。

「いくつか修理を頼みたいものがあるんだけど、頼んでもいいかしら？」

「いいですよ」

　頷くと、シエナはちょっと待っててねと言って、家の中へ入っていく。

　程なくすると、シエナがフライパンを持って戻ってきた。

「お気に入りのフライパンだったのだけど、この間落としちゃって形が歪んだのよ」

「あー、本当ですね。縁が凹んでて、蓋がハマりませんね」

　こういった場合はハンマーを使って、凹んだところの反対側を叩いたりするのだが、それなりの腕力と技術が必要とされる上に、上手くいっても綺麗に直らない可能性もある。

「綺麗に直るかしら？」

「任せてください。錬金術ならバッチリです」

「一応、鉄材とか持ってきたのだけど必要かしら？」

「形を整えるだけなので大丈夫です」

　欠けたわけでもないので素材を使う必要はない。

　俺はフライパンに錬金術を発動。

　鉄製のフライパンに魔力を通し、凹んだ縁を本来のあるべき形へと戻す。

　最後にフライパンに蓋を載せると、綺麗にハマってくれた。

「ありがとう、イサギさん」

「どういたしまして」

　フライパンを確かめると、シエナは笑顔で礼を告げた。

　うん、やっぱり実際に人に感謝される方が何倍もいいな。

　シエナにはこちらにやってきて、とても良くしてもらっているので恩返しが少しでもできれば嬉しい。

「本当に申し訳ないのだけど、もう少し頼んでもいい？」

「なにをでしょう？」

「他の村人たちの道具の修理なんだけど……」

　不意に影が落ちたので振り返ると、そこにはフライパンやら、包丁やら斧やらを手にする村人たちがいた。

　そのあまりにも期待に満ちた表情を見て、断ることは不可能だと俺は悟った。
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